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クランとヘラクレス　九月二日（水）







　ティアの瞳ひとみに映っているのは、漆しつ黒こくの闇やみの中で輝かがやく銀河だった。真空の宇宙では地上とは違ちがい、星はまたたく事なく輝き続ける。だからティアの瞳に映る星は揺ゆらぐ事なく静かに輝いていた。

「クラン、じゃな………」

　ティアは『青騎き士し』のブリッジにある大きなモニターを睨にらみつけながらポツリとそう呟つぶやいた。その声は小さかったが、『青騎士』のブリッジにいる人間は少なかったので、きちんと全員の耳に届いていた。

　およそ五百畳の広さを持つ『青騎士』のブリッジに居る人間は僅わずかに四人。正規の『青騎士』の乗組員であるティアとルース、そしてアルバイトで協力している孝こう太た郎ろうと、そのお伴ともの早さ苗なえだった。

『クラン？』

「何だそりゃ？」

　ティアの口から飛び出した『クラン』という言葉は孝太郎と早苗には馴な染じみのないものだった。そして二人が不思議そうに顔を見合わせると、ルースが説明を始めた。

「クランというのは人の名前です。クラリオーサ・ダオラ・フォルトーゼ。フォルトーゼ銀河皇国の第二皇女、クラリオーサ殿でん下かの愛あい称しようなのです」

　十日ほど前、『青騎士』は地球の近くで時空震を感知した。それは地球にフォルトーゼの宇宙戦せん艦かんがもう一隻せき出現した事を意味していたのだが、十日経たった今も問題の宇宙戦艦は見付かっていなかった。そんな状じよう況きようでティアが呟いたのが、第二皇女クランの名前だった。

「けどチューリップ、どうしてそいつだって分かるんだ？　まるで手て掛がかりが無いんだろ？」

「手掛かりがないのが手掛かりなのじゃ。この『青騎士』は皇族級の宇宙戦艦じゃ。その索さく敵てき能力を誤ご魔ま化かせる船などいくらもない」

　ティアの専用艦かん『青騎士』を始めとする皇族級の宇宙戦艦は、戦時には艦かん隊たいの旗き艦かんを務める事が多い。国民から尊敬を集める皇族が乗り込む船が旗艦になると兵達の士気が段違いなのだ。このため皇族級の宇宙戦艦は索敵や情報戦の能力が高くなっている。指揮をする者が周りを見ていなければ話にならないからだ。そしてその艦隊旗艦の索敵能力を掻かい潜くぐる船となると、フォルトーゼでも片手で数えられるほどしか存在していなかった。

「その中でわらわに直接ちょっかいを出しに来そうな輩やからを探すと、一人しか思い当たらぬ」

『じゃあ、それが―――えっと、クランって人なんだ？』

「はい。クラン殿下の専用艦『朧ろう月げつ』は極きわめてステルス性の高い船です」

『孝太郎、すてるすって何？』

「あー、簡単に言うとだな、かくれんぼが得意って事だ」

　孝太郎もステルスについては詳くわしくはないが、映画やなんかでしばしば耳にする言葉なので、何とか早苗に説明してやる事ができた。

『ほー。じゃああたしと似たようなもんか』

「うむ。クランの船のステルス技術は、あやつが独自に開発したものなので特に厄やつ介かいなのじゃ」

「独自に開発って………お姫ひめ様さまなのに？」

　孝太郎は目を丸くする。

「そうです、サトミ様。クラン殿下は科学技術に深い造ぞう詣けいをお持ちです。自分で船を改造するなど、あの方には造作もない事なのです」

「はぁ～～～、世の中には凄すごい奴やつもいるもんだなぁ………」

　孝太郎は思わず感かん嘆たんしていた。いまひとつ頭の出来がよろしくない孝太郎にとって、船を改造したり、新しい技術を発明したりする人間は、それだけで尊敬の対象なのだ。

「………凄くなどない」

　この孝太郎の言葉にムッとした表情を見せたのがティアだった。

「こそこそと逃にげ隠かくれしおって。あんなもの、皇族のやる事では無いっ！」

　彼かの女じよは不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せ、口を尖とがらせながらクランの事を非難した。

「チューリップ、お前、何を怒おこってるんだ？」

「怒ってなどおらぬわっ！」

「いや、怒ってるじゃないか」

「怒っていないと言うておろうがっ！　黙だまれ、愚ぐ民みんがっ！」

　ティアは日ひ頃ごろ自分を褒ほめない孝太郎がクランを褒めている事が納なつ得とくいかないのだ。しかしそれが孝太郎に分かる筈はずもない。

「まったく、本当にそなたは失礼な奴じゃ」

「なんなんだ？」

　興奮気味のティアの様子に首を傾かしげる孝太郎。そんな孝太郎を、ルースが手招きしながら小声で呼んだ。

「………サトミ様、サトミ様」

「………はい？」

　ルースの様子に孝太郎も声を潜ひそめ、彼女の方に耳を寄せる。するとルースは孝太郎の耳に囁いた。彼女の話はティアに聞かせたくない内容だったのだ。

「………実は、昔からティア殿下とクラン殿下は犬けん猿えんの仲なのです」

「あー、そういう事か………」

「活発なティア殿下と、知性派のクラン殿下は、昔から事あるごとに衝しよう突とつを繰くり返かえしておりまして、両者の間には深い深い溝みぞがあるのでございます」

　元々ティアが属するマスティル家と、クランのシュワイガ家はライバル関係にある。マスティル家はフォルトーゼの重要な局面で優ゆう秀しゆうな皇こう帝ていを輩出した事で知られ、シュワイガ家は皇帝を最も多く輩出した家として知られている。このためどちらの家にも我こそがフォルトーゼを支えてきたという自負がある。これにティアとクランの正反対の性格が油を注いだ。そんな訳で何かというと両者は対立し、激しく争あらそってきたのだった。

「負けられないライバルってコトか………」

『お姫様っていうのも、意外にドロドロしてるんだね』

「ティア殿下の場合は、それだけという訳では無いのですが………」

　ルースは苦く笑しようしながら少しだけ悲しげに眉を寄せる。その顔を見た孝太郎は、ルースの胸の内がおぼろげながらに理解出来た。

　―――お母さんを守る為ためには、何事にも負けられないって言ってたもんな………。

　先祖代々のライバル関係とはいえ、本当ならティアも無用な争いは避さけたかった筈だ。

　しかし皇帝として相応ふさわしい器うつわであると示し続けなくては、ティアは現皇帝の母親の足を引っ張ってしまう。母親のためにも、ティアは軍部につけこまれるような隙すきは見せられない。以前ルースから事情を聞かされていた孝太郎は、その事が良く分かっていた。

「三人で何をごちゃごちゃと話しておる！」

「いやー、それがさー」

　ルースからティアとクランの関係を聞いていたと答える訳にもいかなかったので、孝太郎は矛ほこ先さきをずらす事にした。

「俺おれもお年とし頃ごろだろ？　クランって子が美人かどうかが気になって気になって。でもルースさんがなかなか教えてくれなくってさ」

「へっ？」

「サ、サトミ様、なっ、何をっ!?」

　するとティアは目を丸くし、ルースは焦あせり始めた。

「んでチューリップ、どうなんだ!?　クランとやらは、お前より可愛かわいいのか!?　十代の情熱を爆ばく発はつさせて平気か!?」

　ピシッ

　そんな孝太郎の言葉で、ティアの額に血管が浮うき上あがる。

「おっ、おのれ愚民がぁぁぁぁぁっ！　そこになおれぇぇぇぇぇっ！」

　ティアは一気に激げき昂こうし、孝太郎に駆かけ寄よって怒ど鳴なりつけた。

「よっ、よくもわらわに向かってそのような事をっ!!　マスティル家の黄金の花と謳うたわれるわらわに向かってっ、『お前より可愛いのか』じゃとぉぉぉぉぉっ!?」

「だってチューリップ、クランって子はお前と性格が反対なんだろ!?」

　しかし怒いかり心頭のティアに向かって、孝太郎は期待に満ち満ちた顔を向ける。その瞳は十代の少年特有の情熱に輝いていた。ティアはそんな孝太郎を更さらに怒鳴りつけようとする。

「こっ、このっ、不忠者のっ、裏切り―――」

「お前だって黙ってりゃ可愛いんだから、性格が反対なら期待できるじゃないかぁっ!!」

　しかし続いた孝太郎のその一言が、ティアの言葉と怒りを一気に掻き消した。

「………」

　―――黙ってりゃ、か、可愛いって………？

　話の流れの中とはいえ、孝太郎の口から飛び出したその言葉は、ティアにとっては簡単には無視できない内容だった。

「………」

　―――ぐ、愚民は、わらわを、可愛いと思っているのか………？

　心臓がドクドクと高鳴り、心臓が送り出した血液が顔に集まっていく。口からは言葉の代わりにはぁはぁと早い呼吸が漏もれる。そして怒りに染まっていた瞳は、いつの間にか何かを期待するような光を宿して孝太郎を見上げていた。

「実際どうなんだチューリップッ!!　クランって子は可愛いのかっ!?」

「あ………」

　だがその直後、ティアの胸に湧わき上がったのは再び怒りの感情だった。孝太郎の興味はあくまでクランにある。可愛いと言われてちょっと嬉うれしかっただけに、この時のティアの怒りは先さき程ほど以上だった。

「こっ、殺すっ!!　じっとしていろ愚民っ!!　今すぐバラバラに引ひき裂さいてやるぅぅぅぅぅっ!!」

「わああぁぁぁぁっ!!　きたああぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　突とつ然ぜんティアが飛とび掛かかってきたので、孝太郎は慌あわてて逃げだした。

「おのれぇっ、重ね重ねわらわの心を玩もてあそびおってっ!!　止まれ愚民っ!!　すぐに引き裂いてやるぅぅぅぅ!!」

「そう言われて止まるかぁっ、あほぉぉぉぉぉぉっ!!」

　ティアに背を向けると、孝太郎は一目散に逃げていく。そんな孝太郎をティアもすぐに追いかけ始める。

『あぁ～あ………』

「殿下っ！　おやめ下さい殿下っ！」

　孝太郎とティアは呆あきれる早苗と慌てるルースの前を、あっという間に駆け抜ぬけていった。ブリッジの広さは五百畳。二人が走り回るだけの広さは十分にあった。

『孝太郎も馬ば鹿かねぇ………。あんなやり方してたら、いずれ本当にティアに殺されちゃうんだから………』

　早苗は孝太郎がティアに気を遣ってこんな馬鹿げた話を持ち出した事が分かっていたので、呆れつつも仕方ないと思っていた。

「お二人とも、変な所が意地っ張りであらせられますから………」

　ルースも早苗と同じだった。だが彼女の場合は孝太郎の考えだけでなく、ティアの気持ちまで正確に把は握あくしていたので、どこか嬉しそうだった。

「………いつもありがとうございます、サトミ様………」

　逃げる孝太郎、追うティア。二人を見守るルースの瞳は、とても優やさしかった。










　孝太郎とティアが足を止めたのは、それから数分後の事だった。しばらく続いた全力疾しつ走そうは孝太郎達から体力を奪うばい、二人は力なくブリッジの床ゆかに転がっていた。

「きょ、きょうのところは、これでゆるして、やる………」

「ゆ、ゆるしてもらうひつようなんて、ないね………」

「このっ、ぐみんが、へらずぐちを………」

「ふぅ、ふぅ、お、おまえもな………」

　二人は並んで床に横たわっていた。体力を使い切った二人にはもはや悪態をつくぐらいしか出来ない。だがこうして並んで言い合いをしている姿は、仲良く身を寄せ合っているようにしか見えなかった。

「殿下、サトミ様」

　ルースにはその事が嬉しくて、二人に向けた笑え顔がおははちきれそうだった。

『馬鹿ねぇ、二人とも………そこまでやる事ないじゃない………ったくぅ………』

　早苗は相変わらず呆れ顔がおだった。彼女はそのまま大きな溜ため息いきをつく。

「早苗、男には負けられない戦いがあるんだ」

「そうじゃそうじゃ。皇女には負けは許されんのじゃ」

『あんた達、仲が良いのか悪いのか、どっちかにしなさいよね』

　妙みように息のあった二人に、早苗はもう一度溜め息をついた。そんな早苗と入いれ替かわりに、今度はルースが口を開く。

「ところで殿下、これで捜そう索さくも十日目なので、そろそろ捜索を打ち切るべきかと思うのですが」

「う、うむ。それもそうじゃな………」

　ティアは息を整えながら頷うなずくと、身体を起こした。すると早苗が心配そうな顔で口を挟はさむ。

『止めちゃって大だい丈じよう夫ぶなの？　そのクランって子が何をしに来たのか、まだ分かってないんでしょ？』

「いや、狙ねらいは分かっている。十中八九、わらわの試練の妨ぼう害がいじゃろう。あやつの引き当てた試練は最後に日食を待って儀ぎ式しきを行う必要がある。その待ち時間でわらわを邪じや魔ましに来たに違いない」

　クランが皇位継けい承しよう権けんを得る為の試練は、ティアの侵しん略りやくとは違って三つの儀式を執とり行おこなうという信しん仰こう心しんを試ためすものだった。

　そのうちの二つは既すでに片付いているのだが、最後の一つは日食の時に行う特とく殊しゆなものなので、クランは日食の日まで待たなければならなかった。

　フォルトーゼ本国で日食が起こるのはまだまだ先の事だ。だからティアは、クランがその待ち時間を使って自分を妨害しに来たのだろうと考えていた。

「じゃあチューリップ、お前の言う通りなら、向こうは戦艦で闇やみ討うちにでもするつもりなんじゃないか？」

　孝太郎も起き上がり、大おお真ま面じ目めな顔でティアに話しかける。今は茶ちや化かしてはいけない話題だという事は孝太郎にも良く分かっていた。そこはティアも同じで、これまでの騒そう動どうは一端忘れて孝太郎の疑問に答えた。

「わらわもそう思っておったのじゃが、既に十日が過ぎようとしておる。攻こう撃げきするならとっくにやっておる筈じゃ」

「それにサトミ様、戦艦が戦えばどうしても証しよう拠こが残ります。そのリスクまで考え合わせると、この先に戦艦を使った短たん絡らく的てきな攻撃があるとは思えません」

「馬鹿ならとっくに攻撃しているってか………」

「そうじゃ。あやつはどこかに身を潜めて、何か別の事を狙っているのじゃろう」

　証拠が残るのを怖おそれているから、十日経った今も戦艦で攻撃してこない。怖れていない馬ば鹿か者ものなら、とっくに攻撃していて然しかるべき。そして攻撃してこないなら、ステルス性の高い船は探しても見付からない。それがティアが捜索を打ち切る根こん拠きよだった。

「それとクランが戦艦―――『朧月』を使った攻撃をしないと考える理由はもう一つある」

『なんでなの？』

「それは『朧月』が弱いからじゃ」

「弱いって、『青騎士』以上にって事か？」

　人の形をしている『青騎士』は、複雑な形の分だけ普ふ通つうの宇宙戦艦よりも弱い。

「その言い方には思うところがあるが、そういう事じゃ」

「サトミ様、そこもクラン殿下の才能が影えい響きようしています。我々の知らない独自の装備が多い分、単純な能力はどれも低めになっているのです」

　戦艦の積せき載さい能力は有限なので、クランが装備を追加するたびに本来の能力は下がる。『青騎士』の性能が形のせいで抑おさえ気ぎ味みになっているように、クランの『朧月』は装備の多さがその性能を圧あつ迫ぱくしていたのだった。

「って事はだ、クランって奴がよっぽどの馬鹿でない限り、直接攻撃してはこないってワケか」

「クラン自身も直接的な戦いを好まぬ、陰いん湿しつなタイプじゃ。その可能性は限りなく低いじゃろうな」

「………陰湿なタイプ………」

「なんじゃ愚民、その顔は？」

　この時、孝太郎は何な故ぜかがっかりした顔をしていた。

「い、いやさ、お前の反対のタイプっていうから、もっとこう、おしとやかなタイプを期待してたんだ」

「なっ!?」

「それが陰湿なタイプだっていうだろ？　なんかこう、期待した分だけドッと疲つかれたというか………」

「こっ、このっ!!　まだ言うかぁぁぁぁぁっ!!　この不忠者ぉぉぉぉぉっ!!」

「お、おわあぁぁぁぁっ!?」

　一度は落ち着いた筈のティアの怒りが再燃し始める。ティアは孝太郎に両手を伸のばし、早苗が良くするように首を締しめ始めた。

「お、おにょれ、ちゅーりっぷのぶんざいでっ！」

「きょ、今日という今日はっ、誰だれが飼い主なのかを教えてくれるっ！」

　格かく闘とう戦を始めた孝太郎とティア。しかしそれを見守るルースの顔は普ふ段だん通りだった。彼女は二人がじゃれ合っているぐらいにしか考えていないのだ。

「そういう訳ですからサトミ様、お願いしていたアルバイトですが、今日で終わりという事にさせて下さい」

「あれ？　もう終わりですか？」

　ティアを力ちから尽ずくで拘こう束そくした孝太郎はルースを見る。そんな孝太郎にルースは大きく頷いた。

「はい。今後はサトミ様にこうして待機して貰もらう必要は無いかと存じます」

「そういえばルースさん、俺って何でここに居る必要があったんですか？」

　孝太郎は数日前からティア達と一いつ緒しよに『青騎き士し』に乗り込んでいた。これはティア達にアルバイトとして持ちかけられた依い頼らいだった。しかし孝太郎はどうして自分が乗る必要があるのかまでは聞いていなかった。

「こっ、このぉっ、は、放せ愚民っ!!　というか、ルース!!　笑ってないで何とかせんかっ!!」

　孝太郎はじたばたともがくティアを羽は交がい絞しめにすると、妹を諭さとすような口調で話しかけた。

「ちょっと待ってろチューリップ。今ルースさんと大事な話をしてるんだから。あとでちゃんと遊んでやるからさ」

「遊んで欲ほしくなぁ～～～～いっ!!」

『あ、じゃあ孝太郎、あとであたしと遊ぼうよ』

「いいぞ」

「お、おのれぇぇっ、またわらわを軽かろんじおって!!　たっぷりわらわと遊べコラァァァァァァァッ!!」

　騒動は続いていたが、ルースは笑顔のまま説明を続ける。最近の彼女はこんな事には慣れっこだった。

「この『青騎士』は人の形をしておりますから、サトミ様のように格闘が得意な方に操あやつって貰う方が良いのです」

『ふーん、孝太郎は喧けん嘩かっ早ぱやいもんね』

「はい。わたくしは護衛官である癖くせに、そういう事が苦手でございますれば」

「なるほど、そういう理由だったんですね」

　やっと納得のいった孝太郎だった。

「お支し払はらいは現金ではなく、畳五ポイント分でよろしかったんですよね？」

「あ、それで構わないです」

「むしろわらわを構えコラァァァァァァッ!!」

　そしてティアは今日も元気いっぱいだった。










「ふっふっふ、何もせずに畳を五センチゲットだ」

「………分かっておらぬな、愚民」

　カチカチッ、カチカチッ

　テレビの前に並んで座すわっている孝こう太た郎ろうとティア。二人の手の中からはボタンを連打する音が続いていた。それはこのところ二人の日課となりつつある家庭用ゲームの対戦プレイによるものだった。

「どういうことだよ？」

「そ・れ・は、じゃな、おっとっと、危ない危ない。多少は手加減せい。わらわはこのゲームは初めてなのじゃぞ？」

　カチカチッ、カチカチカチッ

「わかったわかった。………それで俺は何が分かってないんだ？」

「わらわはただこの部屋を奪えば良いという訳ではない。最終的にそなたに忠誠を誓ちかわせる必要がある」

「それがどうした………って、あぶなっ!?」

「ふふん、油断大敵じゃな。………じゃから、そなたに畳のポイントを取られる分には痛くも痒かゆくもない。ポイントだけを集めてもそなたに忠誠を誓わせる事ができねば意味がないし、逆に忠誠を誓わせる事ができればそなたはポイントの全すべてをわらわに差し出すじゃろう」

　ティアが皇位継承権を得る為の試練は、この部屋・ころな荘一〇六号室の侵略だけでなく、原住民である孝太郎にフォルトーゼ臣民として忠誠を誓わせる必要がある。だから孝太郎が忠誠を誓わなければ、この部屋の支配権を得ても意味がないし、逆に忠誠を誓いさえすればティアは孝太郎の分の畳を得たも同然となる。つまり孝太郎とティアの間でポイントのやりとりがあっても、数字が小さい分にはティアにとっては痛くも痒くもないのだ。

「って事は何か!?　俺って事実上のタダ働きか!?」

　ちゅどーん

　テレビの画面の中で孝太郎の操っていたキャラクターが爆発する。動どう揺ようした孝太郎は、ゲームでもティアに一本取られてしまっていた。

「そんな事はない」

　ゲームで勝利した事もあり、ティアはコントローラーを軽く振ふりながらにこやかに笑う。

「臣民の正当な労働に対して、主人が褒ほう美びとして領地を与あたえるのは自然な事じゃ。タダ働きなどと思う事はない。わらわとそなたは健全な主従として立派に機能しておるのじゃ。それは誇ほこるべき事であって、悔くやむような事ではない。胸を張るがよい、我わが臣民サトミ・コータロー」

「張れるかぁっ!!　タダ働きよりも、もっとタチが悪いわぁっ!!」

「そなたもようやく臣民としての自覚が出て来たようじゃな。結構結構」

「お、俺はお前の臣民になったつもりはな～～～いっ!!」

　上じよう機き嫌げんなティア。焦り気味の孝太郎。孝太郎は完全にティアのペースに巻き込まれていた。

「照れる事はないじゃろう。既き成せい事実とはいえ、事実は事実じゃ。わらわはそなたの皇家への貢こう献けんと、そなたがわらわの褒美を快く受け入れた事を嬉しく思う」

「俺は嬉しくなぁぁぁぁぁぁいっ!!」

　知らず知らずのうちにティアの思う通りに動いてしまっていた孝太郎。そのショックは大きかった。

「今後もわらわと皇家の為ために尽じん力りよくしてほしい。頼たのむぞ、サトミ・コータロー」

「嫌いやだぁぁぁぁぁぁっ!!」

　そうやって孝太郎が力ちから一いつ杯ぱい叫さけんだ時だった。

「………里さと見みさん、里見さん」

　誰かが孝太郎の服の袖そでを引いた。

「お？」

「里見さん、ちょっと相談があるんですけれど」

　孝太郎の袖を引いていたのはゆりかだった。ゆりかは申し訳無さそうな様子で孝太郎の服の袖を掴つかんでいる。そんなゆりかのおかげで孝太郎は少しだけ冷静になった。

「なんじゃゆりか、折せつ角かく主従が親交を温めているというのに………」

「あたためてなぁぁぁぁいっ!!」

　気分が良くなっていたところに割り込まれ、ティアは不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せた。逆に孝太郎は多少安あん堵どしながらゆりかに向き直った。

「それでどうしたんだ、ゆりか」

「あのぉ………実は知り合いの方が引っ越しの間だけペットを預かってくれっていうんで、預かってきちゃったんですけど………大丈夫でしたか？」

「ペット？」

　いつもなら駄だ目めに決まっているだろうとゆりかを怒ど鳴なり付ける孝太郎だが、ゆりかにはティアのペースを乱して貰った恩があるので、もう少し詳くわしい話を聞くつもりになっていた。

「ペットってどんなのだ？　吠ほえたりしない小さな爬は虫ちゆう類るいぐらいまでなら、大家さんは大目に見てくれるって言ってたぞ」

「騒そう音おんの事は心配ないです。静かな子なんで」

『ペット!?　どんなのゆりかっ!?　みせてみせてっ!!　可愛かわいいっ!?』

　ペットという単語を聞き付けて、孝太郎にくっついていた早さ苗なえが目を輝かがやかせる。パッと孝太郎から離はなれた早苗は、大きな目を輝かせてゆりかに顔を寄せた。

「何じゃ、何事じゃ？」

　ティアもゲーム機のコントローラーを放ほうり出し、ちゃぶ台の方へやってくる。

「ゆりか、とりあえず一度見せてくれ」

「あのぉ………実は………これなんですけど………」

　するとゆりかは遠えん慮りよがちにプラスチック製の箱を取り出した。それは三十センチほどの大きさの透とう明めいなプラスチックケースに緑色のフタが取り付けられた、飼育用のケースだった。

「こっ、これはっ!?」

『ゆりかっ、あんたっ!?』

　ここまでは比ひ較かく的てき好意的だった孝太郎と早苗だが、飼育用のケースの中で動いているものを見た途と端たん、二人とも絶句した。

「あううぅぅぅぅ、ごっ、ごめんなさいぃぃぃぃぃぃっ!!」

　そんな二人の反応を予想していたのか、ゆりかは既に半分泣き出していた。

「なんじゃ、この勇ましい姿をした、男前な生き物は？」

　そして異星人のティア一人だけが、不思議そうに飼育ケースを覗のぞき込んでいた。

「ばっ、馬ば鹿か野や郎ろうゆりかっ!!　お前、これを今のこの部屋に持って帰ってくる事がどういう事なのか、わかっとんのかぁっ!?」

「わかってますぅぅっ！　わかってるんですぅぅぅっ！　でもぉ、コス研の人達が手分けして一匹ぴきずつペットを預かる事になったんで、嫌だとは言えなかったんですぅぅぅぅっ!!」

　引っ越しをする知り合いというのはコス研の副会長だった。父親が念願のマイホームを手に入れたので、マンションから新しい家に引っ越すまでの間、飼っているペットをコス研の会員達に預ける事になった。ゆりかが持ち帰ったのはそのうちの一匹だった。

『ゆっ、ゆりかぁっ、なんでよりによってこれなのよぉっ!!　もっと他にあったでしょうっ!?』

「そりゃあ、わたしだって金魚やハムスターが良かったですぅっ!!　でもぉっ、補習が終わって行ってみたら、これしか残ってなかったんですぅぅぅぅっ!!」

　怒鳴る孝太郎と早苗、泣きながら言い訳をするゆりか。事情を飲み込めないティアは不思議そうに一同を見回していた。

「なんじゃ？　これはそんなに危険な生き物なのか？　確かにメタリックなボディに、勇ましき角を持ったもののふ然とした生き物ではあるが………」

　しかしティアのその言葉にも孝太郎達は答えなかった。孝太郎も早苗もゆりかを怒鳴るのに忙いそがしくて、その声を聞いていなかったのだ。

「実はな、ティア殿」

　ティアの疑問に答えたのは、近くでお茶を淹いれていたキリハだった。彼かの女じよはお茶を淹れ終えて急きゆう須すをちゃぶ台に置くと、ゆっくりと落ち着いた調子で口を開いた。

「この生き物がカブトムシなのだ」

　その一言が耳に飛び込んで来ると、ティアはほんの一いつ瞬しゆんで冷静さを失った。










　ヘラクレスオオカブトムシ。

　学名をダイナステス・ヘラクレスというこの甲こう虫ちゆうは、世界最大のカブトムシとして知られている。その縦に並んだ特とく徴ちよう的てきな二本の角はあらゆる敵を打ち破り、そしてその強固な甲こう殻かくはあらゆる危険から身を守る。昆こん虫ちゆう界かいの無敵の王者として君臨するこのカブトムシは、今も昔も日本の少年達の憧あこがれの的だった。

「カッ、カブトムシじゃとぉぉぉぉぉぉっ!?　これがっ!?　バッ、馬ば鹿かなぁっ、ゆりかっ、そなたはそれをこの部屋に持ち込む事の意味を分かっておるのかっ!?」

「わかってますぅぅっ!!　そんな事重々分かってますぅぅぅっ!!　でもでもぉっ、仕方なかったんですぅぅぅっ!!　コス研の人達も比較的世話のしやすいカブトムシを残してくれてて、嫌だとは言えない状じよう況きようだったんですよぉぉっ!!」
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　温度管理などが極きわめて難しい熱帯魚や何かと比べると、この時期のカブトムシはいくらか世話がしやすい。コス研の人達は補習で遅おくれたゆりかの為に気を遣ってくれた訳なのだが、今回はそれが完全に裏目に出ていた。

「どうするのじゃ愚ぐ民みんっ!?　ルースがこのカブトムシを見たら、絶対に大変な事になるぞっ!?」

　自然界では昆こん虫ちゆうの王者であるヘラクレスオオカブトムシも、ここ一〇六号室の生態系の中では最弱の存在だ。特に一〇六号室の生態系の頂点にいるルースカニア・ナイ・パルドムシーハの憎ぞう悪おを一身に受けるカブトムシ族の出身の彼かれは、存在しているだけで生命の危機だった。

「ど、どうするったって、最近になってようやくルースさんの機き嫌げんが直ったってのに、これでまたぶり返したりしたらっ！」

『ヘラクレスちゃんが神話になるだけで済めばいいけど………』

「そんなの駄目ですぅ!!　副会長の弟さんの宝物なんですからぁっ!!」

「ゆっ、ゆりかっ！　すぐに捨てろっ！　逃にがすのじゃっ！　それが誰の為にもなるっ！　わらわ達の為にも、その虫の為にもっ！」

「だっ、駄目ですそんなのぉっ!!　そんな事をしたら弟さんがどんな気持ちになるかっ!!」

「気持ちで済むなら捨てるのじゃあぁぁぁぁぁっ!!　こっちは命がかかっておるのじゃぞぉっ!?」

「駄目ですぅぅっ!!　何と言われようが駄目なんですぅぅっ!!」

　一〇六号室はすっかり大混乱だった。

　夏休みに温泉旅館に泊とまって以降、ルースはカブトムシというものに対して強いトラウマを抱かかえていた。

　ルースにトラウマを植え付けたのは寝ね惚ぼけた孝太郎だ。カブトムシを採る夢を見ていた孝太郎は、寝惚けてルースに抱だき付いたのだ。するとその日以降ルースは孝太郎に辛く当たるようになり、カブトムシというものに対して強い敵意を燃やすようになった。

　幸い夏が終わる頃ころにはルースは孝太郎を許したのだが、この状況で彼女にヘラクレスを見られてしまうと、そのトラウマが再燃しかねない。もちろんそんな事は誰も望んでいない。カリカリ怒おこっているルースの怖こわさは誰もが身に染しみていた。だからこの部屋の誰もが、ルースとヘラクレスの出会いは不幸なものになると確信していたのだった。

「カブトムシか………我も子供の頃は捕つかまえて遊んだものだが………ふふふっ………」

　そんな訳で、落ち着いていたのはお茶を飲んでいるキリハ一人だった。

「落ち着けチューリップ、ここで騒さわいでも何にもならん！」

「じゃ、じゃが愚民、どうすればいいのじゃ!?　あの几き帳ちよう面めんなルースを相手に、何日も隠かくし通とおすのは不可能に近いぞ!?」

『そのルースは今どうしてるの？』

「まだ『青騎士』の中じゃ！　ブリッジで今日までのデータの解かい析せきをしておる！　いくらもしないうちに戻もどって―――」

「里見さんっ、壁かべが！」

　その時、部屋の一番奥おくにある壁が光り始めた。それは『青騎士』と一〇六号室を繋つなぐゲートが開く予兆だ。この光が四角い形で安定した時、ルースがこの部屋に姿を現す事になる。

「まっ、まずいっ！　チューリップ！」

　孝太郎は慌あわてて立ち上がる。そしてその手をティアの方へ伸ばした。

「おうっ！　持っていけっ！」

　するとティアはヘラクレスの飼育ケースを掴み、素す早ばやく孝太郎に手て渡わたした。

『孝太郎っ！』

　バンッ

　その直後、早苗が押おし入いれのふすまを開ける。

「まっ、間に合えぇぇっ!!」

　孝太郎は押し入れに駆かけ寄よると飼育箱を中に押し込んだ。そして手早くゆりかの使っている毛布をその上に被かぶせると、思い切りふすまを閉じた。

　バァン

「ただいま帰りましたぁ！」

　孝太郎がふすまを閉じたのと、ルースがゲートを潜くぐって部屋に現れたのは殆ほとんど同時だった。

「あらっ？　みなさんどうかなさいましたか？」

　一〇六号室へ戻ったルースが目にしたのは、奇き妙みような光景だった。

　まず、自分を呆ぼう然ぜんと見ているゆりか。そしてちゃぶ台のところで中ちゆう腰ごしになって両手を前に伸ばしているティア。更さらには押し入れに向かい合って立つ孝太郎と、その横にいる早苗。

　ズズズズズ

　いつも通りなのはお茶を飲んでいるキリハだけだった。

「い、いやっ、何でもない、何でもないぞルースッ！　そうじゃな、愚民！」

「そうそう！　何でもないんですよ、ルースさん！」

　ティアと孝太郎が一緒に乾かわいた笑いをあげる。

「はいっ！　何にもありません！　いませんよ、カブ―――」

『あっ、馬鹿っ!!』

　ゴンッ

　禁句を口にしかけたゆりかの後頭部に早苗の拳こぶしが炸さく裂れつした。その衝しよう撃げきでゆりかはその先の言葉を飲み込む。

「あいたたたたっ」

『なんでもないの、ほんとに！』

「そ、そうなんですか？」

「まぁ、強しいていえばいつも通りという事だ、ルース」

「はぁ………」

　部屋の奇妙な空気を感じ不思議そうにしていたルースだったが、キリハにそう言われると頷うなずいた。ルースとしても別にどうしても追及したい事ではないのだ。

「それじゃ、すぐに夕食の用意を致いたしますね」

「た、頼む」

　ルースはすぐにいつもの笑え顔がおを浮うかべると台所の方へ歩いていった。そんな彼女を見送った孝太郎達は、その場にへなへなと座り込む。そして彼らは台所のルースに聞こえないように小声で囁ささやき合いはじめた。

「あ、あぶなかった………」

「わらわは心臓が止まるかと思ったぞ………」

「す、すみませぇん、みなさん………いちち………」

『強く殴なぐり過ぎたわ。ごめん、ゆりか』

「いいえ早苗ちゃん、さっきのは助かりましたぁ………」

　誰だれもが笑顔だった。辛い危機を一緒に乗り切った連帯感がそうさせるのだろう。この時の四人はかつてないほどの強い結束で結ばれていた。

「みなさん、お味み噌そ汁しるはお豆とう腐ふと油あぶら揚あげのどちらが―――って、何をやってらっしゃるんですか？」

　そこへルースが味噌汁の具を聞きに戻ってきた。その途端、孝太郎達の表情が一気に強こわ張ばる。

「みなさん？」

　身を寄せ合って顔を強張らせている一同の様子に、ルースは再び不思議そうな顔をする。

「ルース、我は油揚げよりも豆腐が好みだ」

「あ、はい。みなさんもそれでよろしいですか？」

　しかしキリハの適切な一言がルースの意識を味噌汁の具に引き戻した。

「う、うむ！　それでよいぞ！」

「お願いします、ルースさん」

『あたしは美お味いしければ何でも！』

「私は食べられれば何でも！」

「はい、分かりました。すぐにご用意致しますから、少しだけ待っていて下さいね？」

　そこへ畳たたみかけるように一同が同意すると、ルースは笑顔に戻って再び台所へ姿を消した。

「ふぅ～～～～」

「やれやれ………」

『勘かん弁べんしてよぉ、もう………』

「すみませぇん、本当にすみませぇん………」

「む？　これは良いお茶だ。もう少し買い足しておこう」

　こうしてカブトムシの秘密は、孝太郎達のチームワークのおかげで一応は守られたのだった。










　カタカタカタカタカタ

　ちゃぶ台の真ん中に置かれたルーレットが高い音を立てて回り続けていた。このルーレットは『人生大逆転ゲーム』という名前の有名なボードゲームのものだ。このゲームはすごろく形式で、ルーレットで出た数の分だけ進み、止まったマスに書かれている内容に従うというシンプルなものだ。しかしシンプルなだけでなく奥も深く、今も昔も変わらず売れ続けるベストセラー商品だった。

　カタン

　ルーレットが止まると、その真上に浮かんでいる早さ苗なえがルーレットを覗き込んだ。

『四が出たよ、孝こう太た郎ろう』

「んじゃ、いち、にい、さん、よんっと」

　早苗の言葉に従って、孝太郎は自分のコマを四マス先へ進める。そしてそこへ書かれている内容を読み上げた。

「なになに………『幼おさ馴なな染じみと再会し、電でん撃げき結けつ婚こん。他のプレーヤーから五百ボンずつ祝しゆう儀ぎを貰もらう』だとさ」

『就職はサラリーマン、結けつ婚こんは幼馴染。絵に描いたような平へい凡ぼんな人生ねぇ？』

「うるせー、ほっとけよ！」

　孝太郎は早苗のツッコミに言い返しながら、他のプレーヤー達からこのゲーム専用の五百ボン札を回収していく。孝太郎以外のプレーヤーは早苗、ティア、キリハ、ゆりか、ルース、静しず香かの六人。集まった金額は合計で三千ボンだった。ちなみにこのゲームはこの部屋の支配権を賭かけた定期戦のトランプの代わりに行われているのだが、見ているだけなのも退たい屈くつなのでルースと静香も参加していた。

「ホレ、そなたの嫁よめじゃ」

「投げて寄よ越こすな、投げて」

　孝太郎はティアが投げて寄越したピンク色の棒を自分のコマに差し込んだ。このゲームのコマは家の形をしており、家族が増える度たびにそこに住む人間が増えていくのだ。

「小さな家に奥さんが一人。意外と里さと見み君には似合ってるかもね？」

「大家さん、意外とって何ですか、意外とって」

「だってほら、今って小さな部屋に女の子が何人もいるじゃない？　ちょうど正反対の感じだもの」

「あぁ、確かに穏おだやかに暮らしたいですね………」

「早苗ちゃん、里見さんってじじむさいですよね」

『うん。たまに猛もう烈れつにじじむさい』

　ゆりかと早苗は一度顔を見合わせると、意地悪な笑顔で孝太郎を見る。

「うるせー、ほっとけよ！」

　そんな二人を怒鳴り付けると、孝太郎は自分の隣となりに座すわっているキリハに目をやった。

「よし。キリハさん、あんたの番だ」

「うむ。では我も平凡な人生を歩むとしよう」

　キリハは孝太郎に頷き返すと、ルーレットに手を伸のばした。

「キリハ様は実業家なのですから、あまり平凡な人生ではないような気がするのですが」

　回るルーレットを見ながら、キリハの隣に座っていたルースが苦く笑しようする。キリハはゲームの中で会社を起こし、やり手の実業家として着実に人生の勝ち組になろうとしていた。キリハはそれを平凡だと言ったので、ルースは笑っていたのだ。

　そんなルースを見て、ティアは苦笑して肩かたを竦すくめた。

「地上の侵しん略りやくをたくらむ地下帝てい国こくの指導者に比べれば、どんな人生も平凡じゃろうて」

「それはそうなのでしょうが………」

「それに比べてわらわは人気絶頂のアイドル。波は乱らん万ばん丈じようの人生じゃ。やはりゲームとはいえわらわの魅み力りよくは隠し切れんようじゃのう」

「………チューリップの場合はどんな職業についても波乱万丈な気がするな」

『あたしもそう思う』

「それはどういう意味じゃ？」

「サラリーマンなら会社を潰つぶし、医者なら病院の信用を失しつ墜ついさせ、先生なら暴力事件を起こし………波乱万丈だな、絶対」

『うんうん』

「お、おのれ愚民っ!!　どうしてそういつもいつもわらわにだけ意地悪を言うのじゃっ!?　素す直なおに『そうでございますね、殿でん下か』とは言えんのかっ!!」

「そうでございますね、殿下」

「ふざけるなあぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ティアが怒って立ち上がりかけた時、その隣に座っていたゆりかがポツリと呟つぶやいた。

「良いですね、そういう悩なやみがあって………私なんてフリーターですよ？　所持金はさっきの里見さんの祝儀で五百ボン減って二千ボン。これでは今年の冬が無事に越せるかどうか………」

「そ、そなたの場合はそれはそれで波乱万丈じゃのう」

　ゆりかの切なすぎる告白に、ティアは怒いかりを収めて座り直した。

「虹にじ野のさん、最初はお嬢じよう様さまスタートだったのに、どうしてこうなったのかしら………」

『本当に運がないのよね………絵に描かいたような転落人生だわ………』

　ゲーム開始当初、ゆりかは富ふ豪ごうの娘むすめとしての人生を歩んでいた。だがいくらもしないうちに両親の事業が破は綻たん。就職先は不ふ渡わたりを出だし、なけなしの貯金は株で使い果たし、あっというまにフリーターに転落した。

「押し入れに住んでる今と大して変わらぬのではないか？」

「で、殿下っ！　それはあんまりでは………」

「えぇ、えぇ、大して変わりませんとも………現実もゲームも大した事ない人生ですよ………えぇ………」

　孝太郎の一〇六号室に強ごう引いんに居い候そうろうしているゆりか。ヘラクレスオオカブトムシという同居人が増えたものの、十代の少女の生活としてはいささか寂さびしい。

「………五、六、七、八。ええと『株が高こう騰とう。持っている株一株につき二十ボンを得る』か………。手持ちの株式が十万株だから………孝太郎、銀行から二百万ボン渡わたしてくれるか？」

「はいよ」

『今の株の利益だけで、ゆりかの全財産の千倍かぁ………』

「お金って、ある所にはあるのよね………」

　早苗と静香は笑う。だがゆりかには笑う余よ裕ゆうはないようで、両目からだくだくと涙なみだを零こぼしていた。

「不公平ですぅ～～～。ぐすっ、魔ま法ほう少女には、お金は必要ないっていうんですかぁっ！　しくしく、しくしくしくしく………」

「………」

　しばらくそんなゆりかの姿を見ていたキリハは、おもむろに大量の札束を掴つかむと孝太郎に向かって差し出した。

「キリハさん、これは？」

「………社の福ふく祉し部門に投資するので、銀行へ回してくれ。不ふ況きようは皆みなの力で乗のり越こえねばならない」

「その優やさしさが、なおのこと胸をえぐりましゅぅぅぅぅぅぅ………」

　キリハの次にルーレットを回すのはゆりか。しかしゆりかはその事も忘れて、ひたすら涙を流し続けるのだった。










「早苗、箱のフタを持ってきてくれ」

『あい』

　早苗は孝太郎の言葉に素直に従い、傍そばにあった『人生大逆転ゲーム』の箱のフタを孝太郎に手渡した。

「さんきゅー」

　孝太郎はフタを受け取ると、最後にもう一度箱の中身を確かく認にんしてからフタを被せた。中身はきちんと全部揃そろっている。これでゲームの後片付けは終しゆう了りようだった。

　今日はトランプによる畳のポイントの奪うばい合あいを行う代わりにこのゲームをやった訳なのだが、先さき程ほど無事に決着がついていた。

　早々にフリーターに転落したゆりかを除き、首位争いは終しゆう盤ばんまでもつれた。人気アイドル歌手になったティアは持ち前の強運でヒット曲を量産、キリハは福祉への投資に成功して会社の経営が順調、そして早苗は野球選手になってホームランを打ちまくった。この三人のデッドヒートが最後まで続いていた。

　しかし土ど壇たん場ばで無欲のルースが油田を発見し、奇き跡せきの大逆転を巻き起こして一位となった。それに早苗、キリハ、ティアの順で続いた。孝太郎はティアの次で五位。孝太郎は最後に冒ぼう険けん家かに転身して巻き返しを図はかったが、今一歩及およばなかった。そして平凡な主婦として幸せな人生を歩んだ静香が六位。静香は他の者とは別の意味での成功者だった。そして最下位は人生最後の大勝負にも失敗したゆりか。彼女に残ったのは負ふ債さいだけだった。

「ええと、畳の奪い合いに関係の無いわたくしとシズカ様を除くと、順位はサナエ様、キリハ様、殿下、サトミ様、ゆりか様の順になりますね」

　ルースが順位を確認し、壁に貼はってあるポイント表に結果を書き込んでいく。

　五人での争いなので、三位の者にはポイントの変動はなく、四位の者から二位の者へ五ポイント移動し、五位の者から一位の者へ十五ポイントが移動する。その結果、ゲームの前後で順位に変動が出ていた。ここ数日首位を守っていたティアが遂ついに陥かん落らく。キリハが僅わずかだがトップに立っていた。

「ほぉ、キリハさんが首位に返かえり咲ざきか」

「くぅぅっ、やはりキリハ、そなたは侮あなどれん奴やつじゃ！　常勝のフォルトーゼが遅れを取るとは！」

「我とティア殿は実力が近接している。真の実力がどちらが上でも、多少の変動はあるだろう」

「………その冷静さ、本当なら家臣に迎むかえたいところなのじゃがな」
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　そんな二人の後に続くのが孝太郎。やはり体育祭で獲かく得とくしたポイントが大きく響ひびき、今もなお三位の位置を守っていた。同じ理由で四位に早苗が続くが、熱意にムラがある分やや孝太郎よりポイントが低かった。

「………里見君、なんだかんだで、だんだん負けがこんできましたなぁ？」

「まだまだこれからです、大家さん」

「頑がん張ばって下さい、サトミ様」

『そうそう！　あたしと孝太郎の位置からなら、ゆりかとは違ちがってまだ上が狙ねらえるわよ！』

　そして最下位はゆりか。負け続けのゆりかは体育祭で稼かせいだポイントなどとうの昔に使い切り、最下位ロードを独走中だった。一時は沢たく山さんあったポイントも、今では上の四人の半分ぐらいしか残っていない。ゆりかがこのままのペースで負け続ければ、冬休みの前にもポイントを使い切るのではないかと予想されていた。

「さ、早苗ちゃん、『ゆりかとは違って』っていうことは、私はもう駄だ目めって事ですかぁっ!?」

『うん。あたしならそろそろ諦あきらめるかな。もうあたし達たちの点の半分しかないじゃない』

「そんな事ないですぅぅぅっ!!　まだまだ逆転出来ますぅぅぅぅっ!!」

『無理無理、そんなのぜーったい無理よ』

「あまりそう厳しい事を言うな、早苗」

『キリハ………？』

「ゆりかはゆりかなりに頑張っている。退けぬ事情もある」

「キリハさんっ!!　出会った時から良い人だと思ってましたぁぁぁぁぁっ!!」

　思わぬ所からの援えん護ご射しや撃げきに、ゆりかは感動の涙を流しながらキリハの手を握にぎり締しめ、上下に激しく振ふった。

「我らとは違って何の力も持たないただの趣しゆ味み人が、我らと渡り合っているという事だけでも相当に凄すごい事なのだ」

「キッ、キリハさんっ!?」

『それもそうだね。ごめん、ゆりか』

「ちょ、ちょっとぉぉっ、キリハさぁんっ、あなたまでそんな事をっ!?　あうぅぅっっ、酷ひどいっ、酷過ぎるっ、こんなのあんまりだよぉぉぉぉぉっ!!」

「泣く事はない、ゆりか。仮にそなたの言う敵が現れたとしても、我らなら大だい丈じよう夫ぶじゃ。必ずや危機に陥おちいる前に敵を殲せん滅めつしよう。だから心置きなく我らと戦い、そして散るが良い」

「いやあぁぁぁぁっ!!　みんなちっとも分かってくれて無ぁいぃぃぃぃぃっ!!」

「感激屋じゃのう、ゆりかは………」

「ふえぇぇぇぇぇぇぇん、聞いてよぉヘラクレスちゃぁぁぁぁん！　みんなが酷いんだよぉぉぉぉ！」

　ゆりかの涙はいつの間にか悲しみの涙に変わっていた。しかしその涙の意味を正しく理解する者は、残念ながらこの部屋には一人もいないのだった。







松平賢治、困る　九月十日（木）







　この日、松まつ平だいら賢けん治じは困っていた。困っていたのは頭の弱い親友についてではない。彼かれが頭を悩ませていたのは、再来月に控ひかえた秋の文化祭についてだった。

「よぉし、この辺にも貼っておくかぁ………」

　彼の所属する演劇部では、毎年文化祭で演劇を上演するのが恒こう例れい行事となっている。今年ももちろんやる事になっているのだが、実はまだその演目が決まっていなかった。それは舞ぶ台たい監かん督とくの納なつ得とくのいくような台本が見付かっていないからだった。

「部長も少しは妥だ協きようしてくれればいいのに………」

　舞台監督を務めるのは、演劇部の部長の仕事だ。だが今年の部長は生き真ま面じ目めな上に凝こり性しようで、学生レベルの台本では納得してくれなかった。おかげで演劇部の棚たなにある台本は全すべて却きや下つかとなってしまった。

　そんな訳で、演劇部はオリジナルの台本の緊きん急きゆう募ぼ集しゆうを開始。一番下したっ端ぱの賢治は昼休みを使って、募集を告げる張り紙を校舎の掲けい示じ板ばんに貼って回っているのだった。

「この春風高校に、ちゃんとした演劇の台本が書ける奴なんているのか………？　いても応おう募ぼしてくるのか………？」

　ガサガサ

　賢治がボヤキながら掲示板に張り紙を貼り付けた時、すぐ近くを見知った顔が通りかかった。

「お？　何やってんだ、マッケンジー」

「コウか」

　通りかかったのは孝こう太た郎ろうだった。その手にはパンやジュースが抱かかえられている。孝太郎は購こう買ばい部ぶで昼食を買って帰って来たところだった。

「何って、これだよ」

「なんだ？　台本募集だって？」

「おう。演劇部でやる台本が決まらなくてさ。部の外からも募集してみようってコトになってさ」

「ほぉ………しかしマッケンジー、困ってたんなら言えよな。水くさい」

「コウに言ってもどうにもならんだろう、こんな話。お前に真ま面じ目めな文章を書ける知り合いがいるか？」

　最初の段階から孝太郎の事は除外して考えていた賢治だった。そんな賢治にムッとした孝太郎は強い口調で言い返す。

「お、言うてはならん事を口にしたな、マッケンジー君。去年までならともかく、今年の俺おれにそんな事を言って良いと思っているのか？」

「おもっとる。当たり前だろうが。お前のどこを突つつけば物書きに辿たどり着つくというんだ」

　しかし賢治はあくまで孝太郎を信用していなかった。体育会系の知り合いしかいないだろうとタカを括くくっていたのだ。

「愚おろかな男よ、マッケンジー。今年の俺には桜さくら庭ば晴はる海みという強い味方が付いているのだ」

「そ、そうかっ！　桜庭先せん輩ぱいがいたかっ！」

　桜庭晴海という名前が出た途と端たん、賢治の表情が一変する。賢治も晴海の読書好きは知っている。彼かの女じよに訊きけば有用な台本が見付かるかもしれない。孝太郎を馬ば鹿かにしていた賢治だが、瓢ひよう箪たんから駒こまだった。

「ちょっと心当たりがないか聞いておいてやろう」

「頼たのむっ！　今は少しでも可能性を広げておきたいんだ！」

「………それにしても本当に失礼なやっちゃな、お前は」

　あっさりと手の平を返した賢治に、孝太郎は呆あきれる。

「細かい事は気にするな。大体、日ひ頃ごろのお前が悪いんじゃないか。ともかく頼むぞ、コウ！」

　にこやかに笑う賢治の顔を見ていると、孝太郎の心の奥おく底そこから沸ふつ々ふつと怒りが湧わき上あがってくる。その怒りは次し第だいに明確な形となり、やがて一つの決意となった。

「はいはい、分かりましたよ」

　………この野や郎ろう、マッケンジーめ、吼ほえ面かかしてやるからな………。

　孝太郎は胸に決意を隠かくしたまま、表面上は賢治の言葉に頷くのだった。










　その日の夜、夕食が済んだ所で孝太郎は一〇六号室の面々に切りだした。

「みなさん、ワタクシ里さと見み孝太郎にしばらくお時間を下さい」

　日頃の孝太郎にあるまじき真面目な語り口に、部屋にいる多くの者が目を丸くした。

「ど、どうしたのじゃ愚ぐ民みんっ!?　何か変な物でも食べたのか!?　なんなら『青騎き士し』の医い療りよう用ようポッドに入るか!?」

「殿下、言い過ぎですっ！」

「里見さんっ、拾い食いは駄目です！　人として！」

「カラマ、コラマ、胃薬を持ってきてやってくれ」

『ハイだホー！』

『コータロー、待ってるホー！』

　これに対し、早さ苗なえだけはいつも通りだった。

『別にそんな事じゃないのよ』

　早苗は溜ため息いき交じりにそう言うと、孝太郎に代わって説明を始めた。彼女はずっと孝太郎と一いつ緒しよだったので、孝太郎と賢治のやりとりは全て見ていたのだ。

『実はね、孝太郎の友達のメガネ君―――まっけんじーだっけ？　アレが所属している演劇部が文化祭で使う台本を募集してるのよ』

「ああ、それで里見さんはこんなに演劇ノリなんですね」

「そうなのですみなさん！　そこでワタクシ里見孝太郎は、親友・松平賢治の危機を救ってやりたいと考えているのですっ！」

　孝太郎は気取った声とオーバー気味なアクションで熱弁を奮い続ける。

「………して早苗、この大根役者の本音は何なのだ？」

　そんな孝太郎を一いち瞥べつしたキリハは、一目で孝太郎に別の目的があると察した。すると早苗は大おお袈げ裟さに肩を竦めて苦笑した。

『お前と演劇は無む縁えんだから、助けは期待してないって言われたのが悔くやしいのよ』

「なるほど、事情は良く分かった」

　キリハはコクリと頷うなずくと、お茶の入った湯ゆ呑のみに口を付けた。

「だからみなさん！　ワタクシ里見孝太郎に力を貸して下さい！　みんなで演劇部の危機を救うのです！」

「ほんに馬鹿な奴じゃのう………」

「里見さんは意地っ張りだし………」

「それで孝太郎、我らに何を望んでいるのだ？」

「ワタクシと一緒に、台本を書いて頂きたいのです！　一人一冊ずつ台本を書けば、ワタクシ一人がやるよりも採用される可能性は格段にアップします！」

　ダンッ

　孝太郎は力強く訴うつたえながら、ちゃぶ台の上に賢治から貰った張り紙を叩たたき付つけた。

「………応募できるのは一人につき台本一つとなっていますね」

「締め切きりは今月末か………」

「上演時間一時間の台本を月末までに仕上げろというのは、少し難しいのではないか？」

「私には無理ですぅ～～～」

『なんで？　あんたこういうの得意そうじゃない。得意のアキバ系だっけ？　それで書けば良いじゃない』

「得意じゃないですよぉ、そんなことぉ！　それに時間が足りないんですぅ！」

　だが孝太郎の思おも惑わくに反し、一同は乗り気ではなかった。締め切りまでの期間が短い事、そしてあまり馴な染じみの無い演劇というジャンルが足あし枷かせとなっていた。

　もちろん孝太郎も簡単に一〇六号室の人間を動員できるとは思っていない。孝太郎はちゃんと見返りを用意していた。

「もちろんみなさんの事情はワタクシも良く理解しております。ですからタダでとは申しません。まず、参加頂ければその時点でワタクシから畳のポイントを五ポイント進しん呈ていいたします。それだけでなく、みなさんの台本が見事に採用された暁あかつきには、更さらに二十ポイントを進呈させて頂きます」

　孝太郎は瞳ひとみの奥おくに炎ほのおを燃やしながら力強くそう断言した。

「やりますっ！　参加させて頂きますっ！」

　孝太郎がポイントの事を口にした途端、負けが込んでいるゆりかは諸もろ手てを挙げて参加の意思を示した。参加するだけで五ポイント、勝てば更に二十ポイント。ゆりかにとって起死回生の一手となるかもしれない、重要な局面だった。

「最悪の場合、我ら四人の参加分二十ポイントと、採用された場合の二十ポイント、併あわせて四十ポイントを一気に失う事になる訳か。大きく出たな、孝太郎」

　お茶を飲む手を休め、キリハが微笑ほほえむ。呆れているのか、それともただ楽しいからなのか、彼女の笑え顔がおを見み極きわめるのは難しい。

「ワタクシが勝てば何の問題もありません。浪ろう費ひは二十ポイントで済みます」

「ほんに馬鹿じゃのう………そこまでのポイントを使ってまで、押おし通とおすほどの事なのか？」

　それに対してティアの感情は分かり易やすい。彼女はあからさまに呆れた様子で大きく溜め息をついた。だがその呆れの裏に、幾いくらか心配の感情がある事には、ティア自身も気付いていなかった。

「ティアミリス皇女殿下、男には避さけてはならない勝負があるのです」

「お、おう………」

　不意打ちのように孝太郎の口から飛び出した自分の名前に、ティアは軽く戸と惑まどった。

　―――ティ、ティアミリス皇女殿下って………。

　ティアにとって、孝太郎にティアミリスと呼ばれたのはこれが初めてだった。悪い気はしないが、反面、何かが違うような感じもする。ティアの気持ちは複雑だった。

『孝太郎はね、自分の人脈で唯ゆい一いつメガネ君に期待されてる桜庭晴海抜きで問題を解決して、メガネ君の鼻をあかしてやりたいのよ』

　だが晴海の名前が早苗の口から飛び出した途端、ティアの表情が変わった。

「サクラバハルミ………そうか、わらわ達がやらねば………」

　戸惑いがちにしていたその顔は、いつの間にか強い決意に彩いろどられていた。

「どうかみなさんのお力を、この里見孝太郎に貸して頂きたい！　みなさんのお力ちから添ぞえで、怨おん敵てき・マッケンジーに一いつ矢しをっ!!」

　最後は演劇というよりも政治家の演説のような事を言い始めた孝太郎。その声に真っ先に応こたえたのは、やはりゆりかだった。

「やります！　協力させて下さいっ！　採用されれば二十五ポイント！　採用されれば二十五ポイントっ！　駄目でも五ポイントぉっ!!　ちょっとでも戻もどってくるならっ!!」

　ゆりかの場合、目先のポイントが何より重要だった。上う手まくすれば二十五点、まずい結果でも五点は貰える。それだけでゆりかのやる気は最高潮。ここでポイントを得て、何とか逆ぎやく襲しゆうの足あし掛がかりにしたかった。

「よ、よかろう、愚民。わらわもここ何日か仕事を手伝って貰もらった恩がある。ここらでそなたに力を貸すのは道理にかなう。フォルトーゼは恩知らずと、そしられたくはないのでな」

　ティアもすぐに同意する。しかしティアの場合はゆりかとは違い、ポイントはあまり問題ではなかった。孝太郎を『青騎士』でアルバイトさせた時と同じで、孝太郎とティアの間でポイントをやりとりする意味はあまり無い。それよりはむしろ、ティアは自分の家臣である孝太郎が晴海に助けを乞こうのが許せなかったのだ。

　―――愚民はわらわの家臣じゃ。サクラバハルミなどに、いいようにされてたまるものかっ！

　しかしこの時、ティアの胸を占しめていたのは主従の絆きずななどではなかった。

　海、学校、あるいは一〇六号室で。買って貰った水着で泳ぎ、体育祭で共に走り、ゲームをしながら笑い合い。大おお騒さわぎをしながら過ごしてきた孝太郎との日々。

　ティアにはまだはっきりとした自覚はなかったが、真に彼女が求めていたのはそんなものだった。

『ふぅん、ゆりかとティアもやるんだ？』

「ということは、早苗、そなたも参加するのか？」

『うん。孝太郎とは休戦中だから、あたしが勝つのが一番波風立たないもん。それにさ、ちょっとぐらい孝太郎のお手伝いしてあげようかと思って』

　早苗は胸むな元もとのお守りを弄いじりながら笑顔で頷いた。

　早苗の場合、ひねくれたティアよりは自分の感情に正直だった。早苗は自分の心の命ずるままに、孝太郎を手伝うつもりでいた。早苗の胸元でお守りが揺ゆれている限り、彼女にはそうするだけの理由があるのだった。

「そうなってくると、我も参加せぬわけにはいかなくなったな」

　一番最後に参加を表明したのはキリハだった。

『キリハも参加するの？』

「うむ」

　コトン

　彼女は湯呑みをちゃぶ台に置くとにっこりと微笑んだ。

「ここで我わが参加せねば、自動的にティア殿が一位に返り咲く。それを座して見守るほど、我はお人ひと好よしではない」

　畳のポイント数では、現在首位をキープしているキリハ。だが二位のティアとは僅か三ポイント差なので、ティアが参加してキリハが参加しない場合、再び順位がひっくり返ってしまうのだ。

「正しい判断じゃ」

「だが実の所、参加した方が面おも白しろそうだというのが本音だ」

『あんたの場合は、そうなんでしょうね』

　キリハはいつも通り、この状況を楽しんでいる様子だった。

「みなさんの御ご好こう意いに感謝致いたします。こうしてワタクシ、里見孝太郎にチャンスを頂けた事は無上の喜びであります」

　侵略者の少女達が全員参加を表明したので、孝太郎はすっかり上じよう機き嫌げんだった。普ふ段だんは彼かの女じよ達たちにきつく当たる事もある孝太郎だが、この時ばかりは友好的な笑顔を振りまいていた。

「クックック、みとれよマッケンジー、目に物を見せてやる！」

　孝太郎が鋭するどい表情を見せたのは、賢治の名前を口にした時だけだった。

「期せずして、秋の文学対決となる訳ですね」

　結論が出るまで成り行きを見守っていたルース。元来争いを好まないルースは、皆で共通の目標を目指すというこの状況にいたく満足していた。

「ふふふ、みなさま、がんばって下さいませ」

　コポコポコポ

　そしてルースは普段より一回り優しい笑顔を作ると、空になった湯呑みに順番にお茶を注いでいった。










　夜の九時を回ると侵略者の少女達は自分達のねぐらに引き上げていった。いつもはもうしばらく一〇六号室に留とどまるのだが、今日からは九時以降は原げん稿こうの執しつ筆ぴつに充あてる事になった。このため一〇六号室に残っているのは孝太郎と早苗、ゆりかの三人だけ。ゆりかは押し入れに入ってしまったので、和室には孝太郎と早苗の二人きりだった。

『孝太郎はどんなのを書くの？』

「んー、今考えてる所だ。多分、熱血部活動モノになるんじゃないかと思う」

　孝太郎は先程から腕うで組ぐみをして悩なやんでいたのだが、未いまだにアイデアはまとまっていなかった。おかげで目の前に置かれた原稿用紙は未だに真っ白なままだった。

『ふーん、孝太郎らしいね』

「そういうお前はどんなのを書くつもりなんだ？」

　行いき詰づまっていた孝太郎は顔を上げ、気分転てん換かんも兼かねて早苗に話しかけた。

『あたし？　あたしはね、パパとママの駆かけ落おちの話をそのまま書いちゃおうかと思って』

　早苗の方は既すでにアイデアが固まっていた。だから孝太郎とは違ってその表情は明るかった。

「ふぅん、ノンフィクションって奴か………ってオイ、お前の両親って駆け落ちだったのか?!」

『うん』

　早苗はびっくりするような事を平然と頷いてみせた。

『なんでもママが凄いお金持ちの家の一人ひとり娘むすめだったとかで、政略結けつ婚こんさせられそうになった時に、幼おさ馴なな染じみのパパと一緒にここへ逃にげて来たんだって』

「へぇ………じゃあ、それでお前はこの部屋に拘こだわってる訳か」

『うん。パパとママが戻って来た時、あたしがここにいないと困るじゃない？』

「………そっか………」

　早苗が孝太郎に自分の事情を話したのはこれが初めての事だった。早苗が話す気になったのは、胸で揺れているお守りのおかげだった。

　―――早苗にはそんな事情が………。だったら気が済むまで居させてやるのも良いかな………。

　孝太郎も孝太郎で、早苗の言葉を素す直なおに受け入れていた。ほんの半年前には全く耳を貸さなかった、早苗の言葉。それを今の孝太郎は不思議なほどあっさりと受け入れる事が出来た。その理由は早苗と同じだ。あの日、晴海が言ったように、二人の気持ちはこの半年で大きく変化していたのだ。

『ねぇ、孝太郎、まだあんたのアイデアが固まってないなら、先にあたしに書かせてくれない？』

「ん？　どういう意味だ？」

　早苗は幽ゆう霊れいだが、霊れい能のう力りよくでペンを操あやつる事が出来る。その許可を自分に求める意味が、孝太郎には分からなかった。

『あたしってこうやってペンを動かせる訳なんだけどさ』

　早苗はそう言いながら空中にペンを浮うかべた。ペンは孝太郎の目の前まで漂ただよっていき、そこでくるくると回り始める。

「ポルターガイストってやつだよな」

『うん。でもこれで細かい作業をするのって凄く大変なんだ。字は汚きたなくなるし、とっても疲つかれるし』

　早苗は一度ペンの動きを止め、空中に文字を書くような感じでペンを動かしていく。その動きはぎこちない。早苗の言うように、この能力はとても大おお雑ざつ把ぱだった。元々が幽霊が騒そう動どうを起こす能力なので、それで当たり前なのだ。

『だから孝太郎に取とり憑ついて、代わりに書いて貰おうと思って』

「ああ、分かった分かった、聞いた事がある。ゴーストライターって奴だろ？」

『そうそう。確かそんな感じの事だったと思う』

　早苗が言っているのは自動筆記の事で、ゴーストライターではない。しかし今の一〇六号室は孝太郎と早苗の二人きり。その間ま違ちがいを指し摘てきする者は誰だれもいなかった。

「まぁよかろう、そのぐらいなら」

『ホント!?　じゃあさ、じゃあさ、あとでお礼に肩かたを揉もんだりお手伝いしたりするよ！』

「そっか。頼むぞ早苗」

『ウンッ！』

　早苗は大きく頷くと、楽しげに瞳を輝かがやかせて孝太郎の背中側に回り込む。

「なんだ？　いつもと同じやり方で良いのか？」

『うんっ！　え～～いっ！』

　そして元気な掛かけ声ごえと共に、早苗は孝太郎の背中に飛びついた。

「おおっ？」

『へへへ』

　早苗は孝太郎の首に腕うでを回すと、孝太郎の右みぎ肩かたに顎あごを乗せるようにして顔を覗のぞかせる。こうしている事が楽しいのか、それともこれからの事が楽しみなのか、その顔はこれまで以上に明るく輝いていた。

「おっ、おっ、右手が勝手に動くぞ!?」

『これがゴーストライターのちからっ！』

　孝太郎は何もしていないというのに、その右みぎ腕うでが動き始める。孝太郎の右手はちゃぶ台に放ほうり出だしてあったペンを手に取ると、真っ白な原稿用紙の上に移動していった。

「………何だか妙みような気分だな。腕が勝手に動くのって」

『んふふー、すごいでしょ？』

　孝太郎が戸惑っている間に、右手のペンは原稿用紙に文字を刻んでいく。

「凄いけど、普段の俺よりも字が綺き麗れいだから、何だか落ち着かないな」

『この際だから、孝太郎も綺麗な字を書く腕の動かし方を覚えたら？』

「そうするか」

　孝太郎が頷いた時、右手のペンが動きを止めた。

『………』

　すると早苗はそのまま何もせず、無言のままじっと孝太郎の横顔を眺ながめる。

　―――なんだ？

　不思議に思った孝太郎が手元に目をやると、原稿用紙には十数文字の短い文章が書きこまれていた。

「分かったよ、ったくぅ………」

　その文章を読んだ孝太郎は、小さく溜め息をついて苦く笑しようすると、左手を早苗の頭の上に乗せた。

「すごいすごい」

　そして孝太郎の左手は早苗の頭をぐりぐりと撫なで始める。

『えへへへ～～』

　書かれていた文章は単純だ。

〝もっと褒ほめやがれ、このやろー！〟

　早苗が取り憑いているので、孝太郎が撫でているのか、早苗が撫でさせているのか、その辺りの区別はあいまいだった。

『孝太郎、もっと優やさしくしてくれてもいいよ？』

「どんなんだよ、それは………」
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　しかしこの時、孝太郎はどちらでも構わないと思っていた。それは早苗が自分に向けている感情が、本来父母へ向けられる種類のものであると分かっていたからだった。

　カラッ

　そんな時、孝太郎の背後でふすまが開いた。

「さ、里見さぁん！」

　孝太郎と早苗が振り返かえると、ゆりかが押し入れの上の段から飛び降りてくる所だった。ゆりかは何な故ぜか半泣きで、両手でプラスチックの飼育ケースを抱えていた。

「ふえぇぇぇぇぇん、助けて下さぁい、里見さぁん！」

　ゆりかは畳の上に降り立つなり、そのまま泣なき崩くずれた。

『ど、どうしたのゆりか？』

「何で泣いてるんだ、お前」

　早苗と孝太郎は一度顔を見合わせてから、泣いているゆりかに理由を尋たずねた。するとゆりかは胸元に飼育ケースを抱だき抱かかえるようにして孝太郎の近くに這はい寄よってくる。

「じっ、じつはぁぁっ、寝ねようとしたんですけどぉ、ヘラクレスちゃんがいつまでもカサコソカサコソ音を立てて、眠ねむれないんですぅ～～～！」

「知るかぁっ！　そんなことぉっ！」

『………あんたって相変わらず馬鹿な事で悩んでるのねぇ………』

　てっきり深刻な話題だと思っていたので、孝太郎は怒いかり、早苗は呆れた。そんな二人を前にしても、ゆりかはなおも訴え続けた。

「ば、馬鹿じゃないですよぉっ！　ヘラクレスちゃんがちょっと動くとぉ、以前ゴキブリが押し入れに忍しのび込んだ時と同じ音がするんですぅぅっ！」

　孝太郎と早苗にとってはどうでもいいような話題でも、ゆりかにとっては深刻な問題だった。過去にゴキブリで酷ひどい目に遭あった事があるので、ヘラクレスの出す些さ細さいな音が気になってちっとも眠れなくなっていたのだ。

「ヘラクレスちゃんと一緒じゃ、怖こわくて眠れませぇぇんっ!!」

「だったらその箱を外に出しておけば良いじゃないか」

「それでヘラクレスちゃんがルースさんに見つかったら最後じゃないですかぁぁっ！」

『あたしはその前に寝ね相ぞうの悪い孝太郎に箱ごと押し潰つぶされると思うな』

「早苗、ゴーストライターやってやってんだから、もうちょっと俺に気を遣うとか出来んのか？」

『あ～～～、じゃあ、あたしもルースに見付かる方向で良いや』

「どっちも駄だ目めですぅぅぅぅぅぅっ！」

　ゆりかは飼育箱を抱えて孝太郎達の方ににじり寄ってくる。その鬼き気き迫せまる泣き顔に、孝太郎と早苗は思わずたじろいだ。

「何とかしてくださぁい、里見さぁんっ!!」

「な、なんとかって言われてもだなぁ………」

『こ、ここはひとつ、諦あきらめてヘラクレスちゃんを逃がすしかないんじゃない？』

「そ、そんなのダメですよぉっ、副会長さんの弟さんが泣きますぅっ！」

　カサコソ

　興奮したゆりかに危機感を感じたのか、箱の中でヘラクレスオオカブトムシがその大きな角を揺らす。そして一緒に入れられている木切れと角が触ふれ合あうたびに、ゆりかが怖がるゴキブリの動く音に似た音を発する。

「助けてくださぁい、里見さぁんっ！」

「分かった、分かったから少し落ち着け、な？」

「ホントですかぁ？　またいつもみたいに意地悪言いませんかぁっ？」

「言わない言わない」

　孝太郎は本心からゆりかに協力してやるつもりになっていた。孝太郎としても、半はん端ぱな事をしてルースの機き嫌げんを損そこなうような事にはなって欲ほしくなかった。そうなってしまうほど、例のカブトムシ騒動以降のルースは怖かったのだ。

『でも孝太郎、実際どうするの？　ヘラクレスちゃんとゆりかが一緒にいられないんじゃ、ヘラクレスちゃんの居場所がないじゃない？』

「うーむ………」

「お願いしますぅ、里見さぁん！」

「ええいゆりかっ、泣いてないでお前も少しは考えんかぁっ！」

「ふえぇぇぇん、里見さんが怒おこったぁぁぁっ!!　もう駄目なんだぁぁぁぁぁっ!!　いやぁぁぁっ、ヘラクレスちゃぁぁぁん!!　里見さんっ、何て残ざん酷こくなっ!!」

　ゆりかはちゃぶ台の上に置いた飼育箱と向かい合い、滝たきのような勢いで涙なみだを流し始める。

「酷いよぉ、残酷だよぉ、前々から悪い人だとは思ってましたけど、まさかこれほどとはぁぁっ!!」

「落ち着け、ゆりか！」

「もうだめぇぇぇぇぇぇぇっ!!　ヘラクレスちゃぁぁぁぁぁん!!」

『あぁあぁ、もぉ～～～』

「こっ、こうなったらこの部屋を出るしかっ！　で、でもぉっ、この部屋を守らないといけないしぃっ！　あぁぁ、ヘラクレスちゃんっ、私、一体どうしたらぁっ!!」

　なおも泣き喚わめくゆりかだったが、この時の彼女の言葉を聞いて、孝太郎はあるアイデアを閃ひらめいた。

「部屋を出る………？　そうか！　おい、ゆりか」

「うぅ、ううぅぅぅぅっ、な、なんですかぁ～～～、これ以上、どうやって私をいじめるつもりですかぁ？」

　孝太郎が肩を揺すると、ゆりかが孝太郎の方を向く。その瞳からは涙が溢あふれ続け、幾いく筋すじもの涙がその頬ほおを濡ぬらしていた。

「ちがうっつーの。ヘラクレスを守る良い方法があるぞ」

「えっ!?　なっ、なんですかぁっ!?」

　だが良い方法があると聞くと、ゆりかの涙がピタリと止まり、表情が一いつ瞬しゆんで笑顔に変わった。

「里見さぁん、以前から優しい人だと思ってましたぁぁぁぁぁぁっ!!」

『いつも思うけど、この現金さといい、変わり身の早さといい………大したタマよね、ゆりかって………』

　呆れる早苗もなんのその、ゆりかは期待に満ち満ちた瞳で孝太郎を見上げた。飼育箱を抱かかえていなければ、孝太郎の手を握にぎって上下に振ふり続けた事だろう。

　―――ゆりかよ………お前の人生はそれで良いのか………？

　孝太郎も早苗と似たような意見だったが、それをぐっとこらえて話を続けた。

「とりあえず、ヘラクレスは押し入れに入れろ」

「ふんふん、それで私はどうすれば？」

『そこであんたは迷わず出て行くのよ』

「嫌いやぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!　嘘うそだと言ってぇぇぇぇぇぇっ!!」

「話をややこしくするな、早苗」

『で、でもさぁ、孝太郎ぉ………』

「気持ちは分かるがな」

　孝太郎としても放り出したいのは山々だったが、ゆりかは晴海の親友でもある。おいそれと追い出すわけにはいかなかった。それに放り出せない理由はもう一つあった。

「ここは堪こらえろ、早苗」

『う、うん………』

　孝太郎に言われると、早苗は素直に引き下がる。早苗とて、孝太郎を困らせるつもりはないのだった。

「えらいぞ、早苗」

『あ………』

　孝太郎はそんな早苗に笑いかけ、そっとその頭を撫でた。

　―――孝太郎が………。

　孝太郎はすぐに早苗に背を向けたが、彼女はその場に立たち尽つくしていた。そして早苗は撫でて貰ったばかりの頭に手を当てながら、孝太郎の背中を見つめ続ける。

　―――へ、へへへっ、えらいぞって………。

　早苗の胸はあたたかな気持ちで満たされていた。それはゴーストハンター達たちに捕つかまった早苗を、孝太郎が迎むかえに来た時の気持ちと良く似ていた。だから早苗は空いている方の手で胸元のお守りを握り締しめ、笑顔で孝太郎の背中を眺め続けるのだった。

「ゆりか、ヘラクレスは押し入れに入れてだな、お前はしばらくこの部屋に住め」

「………へっ？」

　孝太郎の言葉を聞くと、ゆりかはピタッと動きを止め、恐おそる恐るといった調子で孝太郎の顔を見た。

「い、良いんですかぁっ!?」

「まぁな。ポイントが半分しかないとはいえ、お前も一応この部屋の権利をいくらか持っている訳だしな」

「あっ、ありがとうございますぅぅぅぅっ!!」

　ゆりかは顔を綻ほころばせて礼を言うと、飼育箱に顔を寄せた。

「良かったねぇ、ヘラクレスちゃん！　二人で出ていかずに済んだよぉ！」

　そしてゆりかは嬉うれしそうに箱の中にいるヘラクレスに語りかける。

　孝太郎がゆりかを追い出さなかったもう一つの理由。それがこのヘラクレスオオカブトムシだ。

「これで無事に副会長さんの弟さんの所に帰れるねっ、ヘラクレスちゃんっ！」

　―――愛と勇気の魔ま法ほう少女、か………。早苗が捕まった時もそうだったけど、まったく愛と勇気が無いって訳でもないんだよな………。

　ヘラクレスの為ため。それは本来の飼い主である少年の為でもある。孝太郎がゆりかに協力しようと思ったのは、彼女が最後まで弱いものを見捨てなかったからなのだった。










　こんな風に小さな騒さわぎを繰くり返しつつも、締め切りの月末までの時間は順調に過ぎていった。

　孝太郎と早苗とゆりかは一〇六号室で、ティアは『青騎士』で、キリハは地下の秘密基地で、それぞれに台本を書き上げた。

　その台本は賢治を通じて演劇部に提出された。ちなみに幽霊である早苗の書いた台本は、静しず香かが書いた事にして提出されている。




　当初、一〇六号室の人間の中では、サブカルチャー系に強そうなゆりか、そして何でも器用にこなすキリハが、台本として採用される可能性が高いのではないかと思われていた。




　だが、実際に採用された台本は、誰もが驚おどろく人物の手によるものだった。







白銀の姫　十月一日（木）







「くっそ～～～、ばかやろ～～～！」

「ふえぇぇぇぇぇぇんっ、ばかやろぉ～～～！」

　結果が発表されると、孝こう太た郎ろうとゆりかはやさぐれていた。

「お前らヘタレ演劇部に、俺おれとゆりかの芸術が分かってたまるかぁぁぁぁぁっ!!」

「里さと見みさんの言う通りですっ！　分かってたまるかぁぁぁぁっ!!」

　二人が応おう募ぼした台本は一次選考の時点で論外とされて落選。その結果に納なつ得とくのいかない孝太郎とゆりかは、先さき程ほどから一いつ緒しよになって大騒ぎの最中だった。

「食え、ゆりかっ！　俺の秘蔵のカップ麺めんをやる！」

「いいんですかぁっ!?　これは一個三百円もする、有名店の味シリーズじゃありませんかっ!!」

「いいんだ！　俺の芸術を真に理解するのはお前だけだ！　一緒にヤケ食いをしよう、ゆりか！」

「うおぉぉぉぉぉん、里見さぁぁぁぁぁぁん!!」

　やがて二人は教室の片かた隅すみで一緒にカップ麺をすすり始める。そうなってようやく二人は静かになった。

「コウといい、虹にじ野のさんといい………うっとおしいなぁ………」

　そんな孝太郎とゆりかを見ながら、賢けん治じは大きく溜ため息いきをつく。賢治にしてみれば孝太郎が敗退するのは当然の事だった。

「そう言わないであげて、マッケンジー君。二人とも相当頑がん張ばったんだから」

　孝太郎の作品は、熱血編み物バトルを描えがいたものだった。そのあまりに狭せまいジャンル、そして編み物から必ひつ殺さつ技わざが飛び出す斬ざん新しん過ぎる設定に、審しん査さ員いん達たちは二ページ目の頭の所で審しん査さを終しゆう了りようした。

　これに対して、ゆりかの作品は周囲に理解されない魔法少女の人知れぬ活かつ躍やくを描いたものだった。根本的な部分は少女の成長を描いていて好感が持てるのだが、やはりそれを彩る魔法少女という荒こう唐とう無む稽けいな設定がアダとなり、これも数ページで審査が終了した。

「し、塩味がきついです」

「泣くな、ゆりか！　この悔くやしさを明日への糧かてにするんだ！」

「はいっ、里見さぁぁぁん！」

「ゆりかぁぁぁぁっ!!」

　何日もの間、執筆作業を共に過ごし、そして同時に夢を砕くだかれた孝太郎とゆりか。今の二人は強い絆で結ばれていた。後ろ向きでも絆は絆。今の二人はお互たがいが全すべてだった。

「暑苦しい………」

「あはははははは」

「っと、そういう笠かさ置ぎさんは惜おしかったですよね。もう少しで採用だったって聞きましたよ」

「そ、そうなんだ？　ありがとう、マッケンジー君」

　静しず香かは早さ苗なえの台本を自分の名義で提出した。文字通りの意味で早苗は静香のゴーストライターだった。

　早苗は年ねん齢れいが低い分だけ不利かと思われていたが、台本は意外と好評で、一次選考を突とつ破ぱしていた。惜しくも最終選考では敗退したものの、演劇部の人々からは将来性を感じさせるというお墨すみ付つきが出ていた。

「良かったですね、サナエ様」

『えへへへ～～～』

　おかげで早苗は上機嫌。ルースに囁ささやきかけられると、早苗は表情を輝かせた。

「とはいえ私も笠置さんも負けてしまった訳ですから、少なからず悔しい気持ちにはなりますね」

　そう言って静香の隣となりで肩を竦すくめたのはキリハだ。高校にいる間は倉野桐きり葉はを名乗り、猫ねこかぶりで優等生をやっているキリハ。いつも通りの優しげな笑顔は、今日も周囲を魅み了りようしていた。

「そんな事ありませんよ！　倉野さん！」

「そうそう！　春風大学の演劇部が、台本を持っていったっていう話じゃない！」

　軽く肩を落としたキリハを、近くに居たクラスメイト達がフォローする。男女を問わず、人気の高いキリハだった。

「とはいえ負けは負けです。私も里見さんと一緒にラーメンを食べようかしら………ふふふふっ………」

　キリハの台本は非常に完成度が高かった。キリハの書いた台本は折しも始まった裁判員制度を風ふう刺ししたコメディ作品で、審しん査さ員いんの誰もが手放しで絶賛した。しかし文化祭用の台本として採用するかどうかという判断においては、その完成度の高さが逆に仇あだとなった。台本が要求する技術のレベルが、高校の演劇部のレベルを大きく逸いつ脱だつしていたのだ。

　このためキリハの台本は最終審査で不採用となった。だが、噂うわさを聞き付けた吉きつ祥しよう春はる風かぜ大学の演劇部がこの台本を次回公演用に採用。着々と準備が進められているとの事だった。

「需じゆ要ようと供給のバランスを見誤った為じゃな」

　軽く肩を落としたキリハに勝かち誇ほこったのはティアだった。

「車というのはただ速く走ればいいというものではない。普段の買い物に、レースカーや暴走車は要いらんのじゃ」

「黙だまれチューリップ!!」

　自分達を暴走車と揶や揄ゆされ、孝太郎はカップ麺を持ったままティアを怒ど鳴なりつける。

「俺はともかく、同志ゆりかを侮ぶ辱じよくする事は許さんぞっ！」

「ふえぇぇぇぇぇぇん、ありがとうございますぅ、里見さぁぁぁぁんっ、その御お言こと葉ばだけで私は強く生きていけますぅぅぅぅっ!!」

「何を言うんだゆりかっ、俺の味方はお前だけだ！」

「オーッホッホッホッホ、負け犬同士、存分に慰なぐさめ合うが良いわっ！」

「くぅぅぅっ、ヘタレ皇女が調子付きやがってぇぇぇっっ」

「ホーッホッホッホッホ♪」

　孝太郎に怒鳴られようがヘタレと言われようが、ティアは全く意に介かいさない。いつものティアなら怒鳴り返す筈はずなのに、余よ裕ゆうの笑え顔がおで高笑いし続ける。それは孝太郎が悔しくてそんな事を言っているのが良く分かっていたからだった。

　演劇部に採用された台本。それはティアが書いたファンタジックなラブストーリーだった。










　ティアが書いた台本のタイトルは『白銀の姫ひめと青き騎き士し』という。

　その内容は中世ヨーロッパの小国・フォルトーゼ皇国で起こったお家騒動が軸じくとなっている。その渦か中ちゆうにあるヒロイン・白銀の姫と、彼かの女じよの危機に颯さつ爽そうと現れた主人公・青騎士の恋こいと戦いを描いた娯ご楽らく作品だった。

　この作品はティアの故郷であるフォルトーゼ銀河皇国に伝わる有名な英えい雄ゆう伝説に、ティアの独自の解かい釈しやくを加えて構成されている。つまりティアの青騎士に対する憧あこがれをダイレクトに反映した作品な訳なのだが、これが宝たから塚づか好きの舞ぶ台たい監かん督とくの感性にジャストフィット。他の演劇部員にも概おおむね好意的に受け入れられた。また内容的にも高校生の演劇の技術で何とかなりそうなラインに収まっていた。

　こうしてティアの台本が採用となり、今度の文化祭で上演される事になったのだった。










　台本が無事に決まったおかげで、演劇部は無事に文化祭へ向けての準備を始めた。

　吉祥春風高校の文化祭は毎年十一月三日の文化の日に合わせ、二日にわたって行われる。今は十月になったばかりなので、残された準備期間はおよそ一ヶ月。残り時間が短いので、演劇部は大おお忙いそがしだった。

「来てくださって助かったわ、ティアミリスさん」

「苦しゅうない。わらわはこの物語にひとかたならぬ思い入れがある。じゃから舞ぶ台たいを成功させる為になら、いくらでも手を貸そう」

「まぁ、もう役作りの最中なのね。素す晴ばらしいわ！　頑張りましょう、ティアミリスさん！」

「全てわらわに任せておくがよい！　共に最高の舞台を作ろうぞ！」

　宝塚好きの舞台監督と、青騎士マニアのティアは完全に意気投合。先日から二人で協力して舞台の準備にあたっていた。

「マッケンジー、大道具の連中が足りない材料があるって言ってるから、手の空いてる奴やつに買って来て貰もらってくれ」

「分かった。何が足りないんだ、コウ」

「これがリストだ」

「ん、これなら女の子達で大だい丈じよう夫ぶか。笠置さん、ちょっと良いですか？」

「なぁに、マッケンジー君？」

「ルースさんと一緒にこれを買って来て頂けますか？」

「良いわよ。急ぎ？」

「コウ、どうなんだ？」

「急ぎです、大家さん」

「分かったわ。すぐに行ってくるわね」

　協力しているのはティアだけではなかった。孝太郎や静香など、一〇六号室の関係者は軒のき並なみ準備の手伝いをしていた。台本を応募した兼ね合いで、人手と時間が足りない演劇部の手伝いをする事になったのだ。

「ルースさん、ちょっと！　お買い物に付き合ってくれるかな？」

「あ、はいっ！　シズカ様、ただいま参ります！―――という事ですので、ここはお願いしてもよろしいですか、キリハ様？」

「ん。大丈夫だ。任せておけ。………埴はに輪わ達たちも居るから、ここは我だけで大丈夫だ」

「お願いします。出来るだけ早く戻もどりますから。それでは行って参ります」

「気を付けてな。………カラマ、コラマ、遮しや蔽へいモードのままで良い。しばらく手伝ってくれ」

『ホー！　がってんだホー！』

『おいら達の出番だホー！』

　元々演劇部の部員の数はそれほど多くない。全部で八人しかいない小さな部活動だ。このため孝太郎達以外にも多くの人間が協力していた。放送部や吹すい奏そう楽がく部など、同じく勢力の小さい部活が寄り集まって協力し合っているのだ。おかげで演劇部の部室はかつてないほどに活気に満みち溢れていた。

　キャスティングも順次決まり、一部は既に衣装合わせやセリフの稽けい古こに入っていた。

「倉野さん、ちょっとー！」

「はい、何でしょう？」

「この子を説得してくれないかしら？　さっき役が決まったんだけど、ちょっとゴネちゃって………」

「ゆりか？」

「私ぃ、馬の後うしろ脚あしの役なんて嫌ですぅぅぅっ!!　うっ、うっ、せめて顔の見える役にしてくださぁい!!　せめて木に、木にしてくださぁい!!」

　だがそのキャスティングで、演劇部は一つ大きな問題に突つき当あたっていた。この作品のヒロインとなる白銀の姫を誰が演じるのかが、未いまだに決まっていなかったのだ。一応選考は重ねていたのだが、未だこれといった人物を見付けられずにいた。

「それにしても困ったわね、ティアミリスさん」

「うむ………白銀の姫はこの劇のキモじゃからのう………」

　着々と進む準備を眺めながら、舞台監督を務める演劇部の部長とティアが同時に溜め息をつく。現状において、二人の最大の問題はこのヒロイン不在という状況だった。

「ここはやっぱり倉野さんでいくしかないのかしら………」

「キリハか………あやつでやるなら、ルースにやらせた方がイメージが近いような気もするのじゃが………」

「ルースさんは、お付きの女騎士のイメージがぴったりだから、動かしたくないのよ」

「なるほど………悩なやましい所じゃな………」

　そうしてティアと舞台監督を務める演劇部部長が首を捻ひねった時、そこへ舞台セットの一部を抱えた孝太郎が通りかかった。

「チューリップ、難しい顔をして、何を悩んでるんだ？」

「ぐみ―――あー、いや、コータローか」

　愚ぐ民みんと呼びかけそうになり、ティアは慌あわてて孝太郎と言い直した。演劇部の人達の前で普ふ段だんのように呼び合う訳にもいかなかったのだ。

「前に話したじゃろう？　例のヒロインの問題じゃ」

「そういや、まだ決まってないって言ってたっけ。………っていうかさ、演劇部の女の子達じゃ駄目なのか？　結構可愛かわいい子が揃そろってるみたいだけど」

　孝太郎はそう言いながら部室を見回す。孝太郎が見る限り演劇部の女の子達はみんな粒つぶ揃ぞろいで、お姫ひめ様さまの役が出来そうに見えた。しかしティアは首を横に振った。

「物事はそう単純ではないのじゃ。役やく柄がらのイメージというものがあってな」

　ティアの台本では、白銀の姫は線が細く儚はかなげな印象の人物として描かれている。国の乗っ取りを企たくらむ悪臣と対たい峙じする人物なので、そういうイメージの人間でなければならなかったのだ。

　しかし不幸にして、演劇部にも孝太郎達一〇六号室の住人にもそういった雰ふん囲い気きの人物はいなかった。良くも悪くも現代っ子、元気の良い少女達ばかりなのだった。

「イメージかぁ………ピンとこないけど………」

　孝太郎にはそういう繊せん細さいな部分がイマイチ理解出来ない。体育会系一直線だった孝太郎の、そこが限界でもあった。

「そなたもわらわの家臣となるなら、そのぐらいの機き微びには通じて欲しいものじゃが……」

「そう言われてもなぁ………って、さりげなく家臣にするな！」

　そうやって孝太郎が声を荒あらげた時、衣装合わせの最中だったゆりかが孝太郎達の話に割り込んで来た。

「はいはいっ！　はいっ！　やりますっ！　白銀の姫、私がやりますぅぅっ!!」

　ゆりかは茶色いタイツに身を包つつみ、その上から馬の後ろ半分を模した着ぐるみを被っている。そしてその格好をしたまま両手を上に向けて元気に振り、アピールを繰り返していた。

「出演するのが馬の後ろ脚だけなんて絶対に嫌ですぅ！」

「………」

　孝太郎はそんなゆりかの姿を無言で眺め続ける。

「な、なんですか？」

　そしてゆりかがその視線に気付いて僅わずかにたじろいだ時に、孝太郎はポツリと呟つぶやいた。

「………チューリップ、イメージが重要って意味が良く分かった気がするぞ」

「じゃろ？　これで大事な事なのじゃ」

　白銀の姫よりは、馬の後ろ脚。孝太郎は妙に納得していた。

「どぉいう意味ですかぁっ、それはぁぁぁっ!!」

　しかしゆりかがそれに納得できる筈もない。興奮したゆりかは孝太郎とティアに詰つめ寄っていった。

「やかましいのぅ………」

「落ち着け、ゆりか」

「落ち着けませんっ！」

「お前に白銀の姫は無理だが、馬の後ろ脚以外の役も貰えるように俺からチューリップに言ってやるから」

「ホントですかぁ？」

「ホントだって。同志を信じろ、ゆりか」

「うっ、わ、分かりました、里見さん」

　当初は孝太郎に疑ぎ惑わくの視線を向けていたゆりかだったが、孝太郎と話すうちに少しだけ表情を緩ゆるめた。一緒に悔し涙を流したおかげで、少しだけ仲良くなった孝太郎とゆりかだった。

「そういう訳だから、頼たのむよチューリップ。何とかならんか？」

「まぁ、仕方がないのう。もう少し顔の見える役も用意してやるとしよう」

「ほっ、本当ですかぁっ!?」

「良かったな、ゆりか」

「はいっ、がんばりますぅぅっ!!」

　ゆりかは表情を明るくして嬉しそうに微笑ほほえむ。とはいえ格好が格好なので、その姿はどこかユーモラスだった。

「………さしあたって残ざん虐ぎやく非道の限りを尽くす山さん賊ぞくＡの役が空いているのじゃが、それで構わぬか、ゆりか？」

「それこそイメージの問題があるんじゃないか？」

「良いです良いですぅ！　がんばりますぅっ！　御ご期き待たいに応こたえて、悪の限りを尽くしますぅ！」

「ゆりか、お前も少し自分のイメージを気にしろよ………」

　やる気十分のゆりか。

　こうして普段愛と勇気の魔法少女を自じ称しようする人物は、残虐非道の限りを尽くす山賊Ａの役を得たのだった。

「さて、山賊Ａはそれで良いとして、本当に白銀の姫はどうしましょうかね………」

　黙って成り行きを見守っていた舞台監督―――演劇部の部長が腕うで組ぐみをして再び考え込む。するとティアも一緒になって考え始めた。

「それでチューリップ、白銀の姫ってどんな役なんだ？」

「儚げで繊細な見た目じゃが、芯しんはしっかりした人物じゃ。不幸な目に遭いつつも、皇こう帝ていに返り咲ざく訳じゃから、そういうキャラクターにしてあるのじゃ」

「儚げで繊細、でも芯はしっかりしている女の子ねぇ………？」

　実は孝太郎にはそういう人物に一人だけ心当たりがあった。

「もしかして………」

「里見君、誰だれか心当たりがあるのね？！」

　そんな孝太郎の様子を察し、舞台監督が目を輝かせる。

「はい、実は俺の―――」

　そして孝太郎がその人物の名前を口にしようとしたまさにその時、演劇部の部室のドアが開いて一人の少女が顔を出した。

「失礼します………あ、里見君！　良かった、居てくれて！」

　顔を出した時には不安そうにしていた彼女は、孝太郎の姿を見付けると笑顔を浮うかべて部室に入ってきた。

「時間が出来たから、私も何かお手伝いを―――って、どうしたの、里見君？」

　驚いた様子で黙って自分を見つめる孝太郎に、少女は少々面食らっていた。

「私、どこか変ですか？」

　そして彼女は恥はずかしそうな様子で自分の姿を眺ながめ始める。そしてスカートの裾すそを持って前後に動かしながら、おかしな部分は無いかと一つずつ確かめていった。

「部長さん！」

　孝太郎は瞳ひとみを輝かせ、舞台監督を見る。すると彼女は孝太郎に向かって大きく頷うなずいた。

「そうねっ、この子だわ！　この子ならいけるっ！　イメージにぴったりだわっ！」

「えっ、えっ!?　イメージにぴったりって、何の話ですかっ!?」

　たった今、演劇部の部室に入ってきた人物。それは孝太郎が名前を挙げようとしていた人物だった。

「あなたっ、お姫様になってみないっ!?」

「へっ？」

　その人物の名前は桜さくら庭ば晴はる海み。

　儚げで繊細だが、芯はしっかりしている少女だった。










　フォルトーゼに伝わる青騎士の伝説は大きく二つのエピソードに分かれている。

　前半部分はクーデターで地位を失った白銀の姫が、青騎士に守られながら騎士の名家であるパルドムシーハの領地に逃にげ込むまでの逃とう避ひ行こうが主な内容となっている。

　後半部分はパルドムシーハ領に逃げ込んだ白銀の姫が再起して皇国を奪だつ還かんするまでが描かれている。彼女は青騎士の力を借りて反乱軍をまとめ上げ新生皇国軍を作り、クーデター軍を操あやつる宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しと大神官を倒たおす事になるのだ。

　前半は逃避行の中で起こる白銀の姫と青騎士のロマンスが軸となる為、フォルトーゼでは昔から女性達に支持されてきた。後半は大規模な戦争や青騎士と竜との一いつ騎き打うちなどの激しい戦いが目め白じろ押おしで、映画化される場合はこちらを含ふくむ内容で描かれる傾けい向こうにあった。

　そしてティアの書いた台本『白銀の姫と青き騎士』はその前半部分を元にしていた。物語はクーデター軍に追われた白銀の姫と、その妹である黄金の姫が青騎士に出会うところから始まる。そして終わりはパルドムシーハ領を目前にして、青騎士が一人戦いへ赴おもむくところ。どちらも昔からフォルトーゼの女性達に人気の名シーンだった。










「え、えと………『レイオス様、お一人で戦うなど無む茶ちやです！　あなたはもう十分に戦って下さいました！　わたくし達の事は忘れて、どうかお逃げ下さい！』」

　晴はる海みの声が夕日に赤く染まった中庭に響ひびいていた。彼女が口にしたのは『白銀の姫と青き騎士』における白銀の姫のセリフ。晴海は誰も居ない中庭で、台本を片手に演技の練習の真っ最中だった。

　孝こう太た郎ろうを手伝うつもりで演劇部に出で掛かけたあの日、晴海は演劇部の部長のお願いを断り切れず、白銀の姫の役をやる事になってしまった。だが晴海にとって演劇は初めての経験だ。不安になった彼女は、ここ数日一人で自主練習を繰り返かえしていた。

「う～～～ん………この時の白銀の姫―――アライアの気持ちが………いまいち………」

　しかしいくら練習を繰り返しても、晴海はいまひとつ手て応ごたえが感じられずにいた。晴海もこの台本は素す敵てきな物語だとは思うのだが、白銀の姫の気持ちが良く分からなかったのだ。

　フォルトーゼの民たみのように子供の頃ころから繰り返し聞かされてきた訳ではないし、ティアのように青騎士という人物に強い思い入れがある訳でもない。命を狙ねらわれた事も無ければ、戦いに行く人を見送った事もない。晴海には白銀の姫という人物がどんな気持ちで青騎士を見ていたのかが上う手まく想像できなかった。漠ばく然ぜんと想像する事はできるのだが、演技をするならそれだけでは不足だった。

「困ったなぁ………」

　青騎士、レイオス・ファトラ・ベルトリオン。

　白銀の姫、アライア・クーア・フォルトーゼ。

　結局の所、どちらの人物も晴海にとっては顔の見えない未知の人物なのだった。

　パタン

「う～～～ん………」

　そうして晴海が本を閉じて形の良い眉まゆを寄せた時、中庭に別の人間の声が響いた。

「せんぱーい！」

　晴海とは逆に、低く力強く響くその声。彼女にはその声が誰であるのかすぐに分かった。

「里さと見み君!?」

　声は孝太郎のものだった。晴海が声の方に目をやると、校舎の非常口から孝太郎が飛び出してくる姿が見えた。孝太郎は晴海と視線が合うと笑顔を作り、真まっ直すぐに彼女のもとへと走ってきた。

「はぁ、はぁ、はぁ、ど、どんな調子ですか、先せん輩ぱい。ふぅ、ふぅ………」

　全力で走ってきた孝太郎は息苦しそうにしながら晴海に話しかける。そんな孝太郎の姿を見ていると、晴海はこれまで胸の奥おくに溜まっていた困こん惑わくの気持ちが消えていくのを感じていた。

　―――里見君ったら、子供みたい………。

　晴海はこれまでとは打って変わって楽しい気分になっていた。そして彼女はその気持ちを隠かくす事なく笑顔を作ると、孝太郎の質問に答えた。

「ふふふ、実はちょっと苦労しています。白銀の姫の気持ちが、うまく想像できなくて………」

「やっぱりそうでしたか」

　呼吸を整えた孝太郎は、晴海の言葉に大きく頷いた。

「やっぱりって、どういう事ですか？」

「実は演劇部の部長さんに、先輩が役作りで苦労しているみたいだって聞いて、お手伝いに来たんです」

　そう言って孝太郎は、手に持っていた台本を晴海に見せた。

「そうでしたか………部長さんが………」

　役作りが難航していた晴海は、これまでに何度か舞台監督である演劇部の部長に連れん絡らくを取っていた。その話が孝太郎に伝わり、彼かれはこの場に姿を現したのだった。

　―――里見君、私が困っているのを知って、助けに来てくれたんだ………。

　事情を察した晴海は嬉しくなっていた。なんだかんだで自分のピンチに姿を見せてくれた孝太郎が嬉しかったのだ。

「先輩、結局は練習あるのみです！　俺は昔、自分に合った打だ撃げきフォームが見付からなくて苦労したんですけど、その時は納得できるまでひたすらバットを振りました。体育会系の発想で申し訳ないですけど、様さまになるまでやるしかないんですよ！」

「里見君………」

　孝太郎の強い意志を感じさせる瞳を見て、力強い声を聞いていると、晴海は何とかなりそうな気がし始める。先程までは出来るかどうか不安だったというのに、今は不思議とそんな風には感じなかった。

「ありがとう、里見君。じゃあ、一緒に練習してくれるかな？」

「はい、お任せあれ」

　―――変なの………里見君が助けに来てくれただけなのに………。

　晴海はそんな自分の気持ちの変化がおかしくて、ついつい笑顔がこぼれてしまうのだった。










「それで里見君はどの役をやる事になったんですか？」

「俺は兵士Ａです。白銀の姫と話すシーンがありますから、そこからやってみましょうか？」

「そうですね、お願いします」

　孝太郎と晴海は向かい合って立つと、一緒になってページをめくっていく。そんな二人を夕日が照らし出し、二つの長い影かげはぴったりと寄より添そっていた。

　兵士Ａと白銀の姫が言葉を交かわすのは物語の中ちゆう盤ばんで、変装した白銀の姫一行が関所を通る時のエピソードだった。実はこの兵士Ａ、フォルトーゼでは人気のある人物だった。その名前こそ伝わっていないが、忠臣の鑑かがみとして愛されているのだ。

「ええと、これだ。『そこの娘むすめ。通行証を持たぬ者は何なん人びとたりとも通す訳にはいかん！』」

　孝太郎も幾いくらか練習してはいたのだが、そのセリフはたどたどしい。晴海の練習の手伝いと言いつつも、孝太郎自身の練習もまだまだ必要なのだった。

「じゃあそこからセリフを最後まで通してみましょうか。まだ演技どころではありませんし」

「はい、分かりました」

　孝太郎と晴海は頷き合うと、お互いに台本に目を落とした。そしてセリフとト書きを読みながら、シーンの内容を追いかけていく。

『そこの娘。通行証を持たぬ者は何人たりとも通す訳にはいかん！』

　このシーンは孝太郎の兵士Ａのセリフから始まる。

　クーデター軍に追われて逃げる白銀の姫の一行。そして白銀の姫が関所を通とおり抜ぬけようとした時、不ふ審しん人物として兵士Ａに呼び止められてしまうのだ。

『通行証ならこの袋ふくろの中にございます。どうか御ご確かく認にん下さい』

　だが着の身着のままで逃げ続ける白銀の姫は通行証など持っていない。彼女はもはやこれまでと覚かく悟ごを決める。

『見せてみろ………。むっ？　ふざけるな！　袋の中に通行証など無いではないか！』

『………どうか、お通し下さい………』

『怪あやしい奴め！　即そつ刻こく捕つかまえて―――いや待て、この紋もん章しようは!?』

　しかしその時、兵士Ａは気付く。白銀の姫の持ち物に刻まれていた皇家の紋章に。

『………』

『そうか、そういう事だったのか………』

　それで全ての事情を悟さとった兵士Ａは、自らの立場を危あやうくするのを覚悟の上で白銀の姫達を通す事にする。

『悪かった娘。俺の勘かん違ちがいだった。確かに通行証は袋に入っていた』

『いいえ、詫わびるのは、こちらの方です………』

『さぁ、後がつかえている。早く通られよ』

『ありがとう………ございます………』

　こうして白銀の姫達は無事に関所を通過する。それでこのシーンは終わりだ。その後、兵士Ａがどうなったのかは諸説あるが、誇り高たかき一兵士として今もなお語かたり継つがれているのだった。

　二人のセリフが最後までいくと、孝太郎は笑い始めた。

「あっはっはっは、俺、全然ですね」

　孝太郎は自分のセリフがたどたどしい事がおかしくて仕方がなかった。

「ふふふ、誰だって始めはそうですよ」

「その割には先輩はちゃんとやっていたじゃありませんか」

　孝太郎に比べると、晴海のセリフは見事だった。きちんと抑よく揚ようが効いて聞き易やすかったし、感情も籠こもっていたように思える。だから孝太郎には晴海が役作りで苦労しているようには見えなかった。

「そういえば………なんだかスムーズに出来たような………」

　―――変だな、さっきまでは白銀の姫の気持ちが分からなかったのに………？

　晴海は不思議だった。こうして練習を再開してみると、これまでよりもずっと簡単に白銀の姫のセリフが頭に入ってくる。何かが変わった訳ではないのに、白銀の姫の気持ちが分かるようになっていたのだ。

　―――これなら、青騎士のシーンもさっきまでよりはちゃんとできるかも………。

　やはり最難関は青騎士とのやりとり。晴海はやはりそこが気になっていた。

「里見君、調子の良いうちに確かめたい事があるので、他のシーンをお願いしても良いですか？」

「構いませんよ、どこですか？」

「あの、台本の最後の方の………えと、青騎士が一人で戦いに行く時の………」

「ああ、分かりました、ここですね」

　しおりが挟はさんであるので晴海はすぐに、孝太郎は慌ただしく台本をめくり、問題のページへ辿たどり着つく。

　物語の終しゆう盤ばん、パルドムシーハ領まであと少しというところでクーデター軍に取り囲まれた白銀の姫達。そんな彼かの女じよ達たちを守る為、囮おとりになるべく青騎士が一人で戦いに赴く決意をするというシーンだった。

「さっきから何度もこのシーンを練習しているんですけど、しっくりこなくって………だから里見君が手伝ってくれている間に、何とかしたいんです」

「なるほど、良く分かりました」

　恋れん愛あいや演劇には疎うとい孝太郎だが、この部分が重要なシーンである事は分かる。この直後の戦いが青騎士の見せ場なら、この部分が白銀の姫の見せ場なのだ。

「里見君は青騎士のセリフをやってくれませんか？」

「青騎士ですか………？」

　―――青騎士は、マッケンジーの練習してたあの感じでやればいいんだよな………。

　孝太郎は頭の中で賢けん治じの練習風景を思い出す。青騎士は賢治がやる事になっていたのだ。何となく青騎士がイメージできた孝太郎は、晴海に向かって頷いた。

「了りよう解かいです。早さつ速そくいきましょう。練習は数をこなしてなんぼです」

「はい。よろしくお願いします」

　二人は頷き合うと、再び台本を手に向かい合った。すると夕日の赤い光が孝太郎に降り注ぎ、その姿を燃えるように輝かがやかせる。

　―――あ………。

　晴海は孝太郎のそんな姿に目を奪うばわれていた。

『………アライア殿でん下か、どうやらお供させて頂けるのは、ここまでのようです』

『レイオス様!?』

　―――きっとこんな風だったんだ………。

　台本の中の青騎士も、夕焼けの光の中で白銀の姫と向かい合ったとされている。孝太郎が着ているのは鎧よろいではなく制服、手にしているものは剣けんではなく台本だが、それでも一人きりでやっていた時とは随ずい分ぶん雰ふん囲い気きが違ちがう。おかげで晴海は白銀の姫の気持ちが少しだけ理解出来たような気がしていた。

　―――そして彼女はこの人に、惹ひかれているのね………。

　白銀の姫はこの時既すでに青騎士に心惹かれていたという。クーデターという状じよう況きようにならなければ、白銀の姫は地方の騎士である青騎士とは出会う事もなかった。それは苦難の中で咲さいた、奇き跡せきのよう出で逢あいだった。

『殿下、妹君と共にお逃げ下さい。敵は私が可能な限り引き付けます。その間に少しでも遠くへ』

『いいえ、レイオス様を置いてはいけませんっ！　ここまで来られたのは全てレイオス様のおかげではありませんか！』

　―――そういえば私と里見君が出会った時も、苦難といえば苦難だったっけ………。

　潰つぶれそうだった編み物研究会。編み物の為ために入会してくれる人はなく、唯ゆい一いつの入会希望者は晴海と付き合いたいという歪ゆがんだ目的の男だけ。そんな男に絡からまれて困っている晴海を助けたのが孝太郎だった。そして孝太郎は編み物研究会に入り、編み物に真しん剣けんに取り組んだ。だから晴海にとっては、孝太郎との出会いは苦難の中の奇跡だったのだ。

　―――私と白銀の姫、気持ちはそう変わらないのかも………。

　そう思うと晴海の胸の中で、白銀の姫と自分のイメージが、そして青騎士と孝太郎のイメージが、それぞれに重なり合い始める。

『誰かのおかげというのなら、それはこの国の民のおかげ。彼らの助けなくばこの場に辿り着く事はできなかったでしょう』

『違うのです、レイオス様っ！』

　―――お姫さまだっていったって、そうそう私達と違う事は考えてやしない。誰かを好きになって、その誰かにも同じように好きになって欲ほしくて。でも、それを言い出せなくて………。
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　晴海の中にある白銀の姫のイメージは、完全に晴海自身と重なっていた。晴海と同じように誰かを愛し、しかし言い出せないでいる。繊細で臆おく病びようなお姫様だった。

『そしてそんな民達に愛された殿下のおかげです。だから我々全ての民の為に、そしてあなた様ご自身の為に、お逃げ下さい、アライア殿下』

『お待ちください、レイオス様ぁっ！』

　―――違うっ！　違うのですレイオス様！　白銀の姫が、私が膝ひざを折らなかったのは、あなたが傍に居たからなのです！

　やがて晴海の胸の中で、白銀の姫の気持ちと自身の気持ちが混じり合い始める。これまで少しも理解出来なかったものが、まるで嘘うそのようだった。今の晴海には、台本の中の白銀の姫の気持ちが痛いほど良く分かった。

『レイオス様、お一人で戦うなど無茶です！　あなたはもう十分に戦って下さいました！　わたくし達の事は忘れて、どうかお逃げ下さい！　あなただけなら逃げられる筈です！』

　―――里見君が行ってしまう………私を置いていってしまう………！

　いつの間にか、晴海の頬ほおを涙なみだが伝っていた。こんなに涙が溢あふれていれば、晴海には台本は見えていない筈だった。しかし晴海はセリフを間ま違ちがえない。今の彼女には、台本など必要なかった。

　真ま面じ目めな晴海はこれまで何度も台本を読み、そして同じだけセリフの練習を繰くり返してきた。だからセリフは全すべて頭に入っている。足りなかったのは白銀の姫ひめの気持ちだけ。それを理解した今、セリフは彼女自身の言葉となって自然に溢れ出していた。

『私はあなたに生きていて欲しいのですっ！』

　目の前の人間が誰なのか。そして胸に溢れる想おもいが誰の物なのか。

　今の晴海にはその区別はなかった。そしてその区別をしないまま、晴海は目の前の孝太郎に向かって、胸の内に秘ひめた情熱をぶつけていくのだった。










「凄すごいんですね、桜さくら庭ば先輩は………」

　セリフの練習が済んでからも、しばらく孝太郎の驚おどろきは収まらなかった。

　晴海の言葉に、必死な表情に、そしてその両頬を伝う涙に。孝太郎はただただ圧あつ倒とうされていた。演技も何も無しに台本を読んでいるだけの自分が恥ずかしくなる程ほどに。

「あ、ありがとう、里見君………」

　だが驚いていたのは晴海も同じだった。この時、彼女は恥ずかしげに涙を拭ぬぐいながら、自分の変化に戸と惑まどっていた。

「自分でも不思議なの。さっきまでは白銀の姫の気持ちが分からなかったのに、突とつ然ぜん分かるようになって………どうしてかしら………」

　それは晴海とアライアの気持ちが重なったからなのだが、晴海にはそれを言える筈もない。言えば孝太郎に告白しているも同然だ。だから晴海は言葉を濁にごし、顔を赤らめるしかなかった。

「桜庭先輩、意外とこういう才能があるんじゃないですか？」

「そ、そんな事ないですよっ、里見君っ！　ほ、本当は今だって逃げ出したいぐらいなんだから！」

　元々人前に出るのが苦手な晴海。頼み込まれて嫌いやとは言えずに引き受けてしまったが、本当なら舞ぶ台たいに立つなど想像も出来ない世界だった。

「………謙けん遜そんする事はないわよ、桜庭さん」

　そんな時、舞ぶ台たい監かん督とくを務めている演劇部の部長が中庭に姿を見せた。

「部長さん、いらしてたんですか」

　孝太郎が呼びかけると、彼女は満足そうな笑顔を浮かべて孝太郎達に近付いてきた。

「ええ。桜庭さんが役作りに困ってるっていうから、どんな感じか見に来たんだけど、完全に杞き憂ゆうだったわ。さっきのセリフ合わせ、本当に素す晴ばらしかったわ。ただのセリフ合わせには見えなかったもの」

　演劇部の部長は晴海という思わぬ掘り出し物にすっかり満足していた。そして興奮した彼女は晴海の両手を強く握にぎり締しめる。

「この調子で頑がん張ばってちょうだい、桜庭さんっ！　今のあなたの演技が全てのシーンで出来れば、この舞台は成功したも同じだわ！」

「そ、そんな、私なんてまだまだです………」

　思わぬ高評価を受け、晴海は真っ赤になって顔を伏ふせた。

「ほらね？　やっぱり桜庭先輩は凄いんですよ。なんといっても、良い所のお嬢じよう様さまですからねっ」

「さ、里見君っ！」

　晴海は面と向かって褒ほめられる事に慣れていない。それに今の演技を褒められたという事は、そのまま自分の孝太郎への気持ちを褒められたという事でもある。恥ずかしさは並なみ大たい抵ていのものではなかった。おかげで彼女は下を向いたまま、顔を上げられなくなってしまっていた。

「里見君、この調子で桜庭さんのバックアップを頼むわね？」

「この里見孝太郎にお任せ下さい。立派なお姫様に仕立ててみせます」

「………さ、里見君………」

　だから自じ慢まんげにしているのは晴海ではなく、何な故ぜか孝太郎なのだった。










　台所から姿を現したキリハは手に皿を持っていた。その皿には輪切りにしたキュウリが幾つも載のっている。六畳間に入ったキリハは、まず一度部屋を見回した。そして部屋にルースが居ない事を確かく認にんした後、ゆりかに呼びかけた。

「ゆりか、朝食のキュウリが余ったのだが、必要か？」

「あっ、要いります！　要ります！　ヘラクレスちゃんの大好物です！」

　ヘラクレスちゃん。それはいつの間にか六畳間の住人に定着した、ゆりかの預かっているヘラクレスオオカブトムシの愛あい称しようだった。

　ゆりかはキリハから皿を受け取ると押おし入いれに近付き、勢い良くふすまを開けた。ヘラクレスの飼育ケースはそこに置かれている。ルースのカブトムシ嫌ぎらいは治っていなかったので、先日からずっとこの状態が続いていた。

「はーい、ごはんですよー、ヘラクレスちゃーん」

　ゆりかが輪切りのキュウリを飼育用のケースに入れると、ヘラクレスオオカブトムシが大きな身体を揺ゆらして動き始めた。彼もケースの中に餌えさが入った事は分かるようで、ゆっくりながらも迷うことなくキュウリに向かっていった。

『そういやゆりか、ヘラクレスちゃんの餌は足りてるの？』

「大丈夫ですぅ、早さ苗なえちゃん」

「残り少ないようなら今日のバイトの帰りに買ってくるけど」

「昨日買ってきましたから」

「そっか。ならいいな」

「はいっ、ありがとうございます、里さと見みさん、早苗ちゃん」

　カブトムシが大好きな孝こう太た郎ろうと、生き物が大好きな早苗は、ヘラクレスの飼育に協力的だった。ヘラクレスに押し入れを取られて寝ねるところがないゆりかを六畳間の方に置いてやっているのも同じ理由だった。

　とはいえそんな暮らしを続けていれば少なからず仲良くはなる。知らず知らずのうちに、ゆりかの生活は大おお幅はばに改善されつつあった。

「孝太郎、上着を」

「ああ、ありがとう、キリハさん」

　孝太郎はキリハに手伝って貰もらいながら上着をまとう。最近は秋の陽気となり、バイト中はともかく行き帰りは作業着だけでは涼すずし過ぎるのだ。

「………ああしていると仲の良い夫ふう婦ふみたいですよねぇ………」

　孝太郎の着き替がえを手伝うキリハの姿を見て、ゆりかはどことなく憧あこがれているかのような言葉を呟いた。

『あれですっかり心の方が侵しん略りやくされちゃってるのよ。ったく、孝太郎はホントに馬ば鹿かなんだからっ！　心を許して良いのはあたしだけでしょうがっ！』

　ゆりかとは違って早苗は苛いら立だたしげだった。孝太郎とキリハが仲良くしているのが許せないのだ。だがそれは嫉しつ妬とというよりも、孝太郎を心配しての意味合いが強い。そう言えるくらいには、早苗は孝太郎に心を許していたのだ。

『あたしが何とかしてやらないと、孝太郎はキリハやティアに馬鹿な負け方をするわ！』

「早苗ちゃん？」

　気合いを入れ直した早苗はその場にゆりかを残し、壁かべ際ぎわのコンセントで充じゆう電でん中の孝太郎の携けい帯たいに近付いていく。そしてポルターガイストで携帯を持ち上げると、一いつ緒しよに孝太郎の方に飛んでいった。

『孝太郎ぉっ！　携帯、忘れてるよ！』

　そして早苗はいつものように孝太郎の背中側から首に抱だき付ついた。それまでは不満げだった早苗だが、この時にはもう楽しそうに微笑んでいた。

「おう、サンキュー、早苗」

『うんっ！』

　孝太郎は目の前に漂ただよってきた携帯電話を手に取るとポケットに押し込み、早苗に礼を言った。すると早苗の元気な笑え顔がおが目に入る。

　―――もっと褒めやがれコノヤロー！

　孝太郎にはこの時の早苗の笑顔がそう言っているように思えたので、自然と彼かの女じよの頭に手が伸のびた。

『へへへー』

「えらい、えらい」

　孝太郎が頭を撫なでると早苗の笑顔は大きくなり、孝太郎の首に回した腕うでの力が強まった。

「………早苗ちゃんは侵略や勝ち負けがどうこう言ってたけど………本当はただ里見さんに甘あまえたいだけなんじゃないかなぁ………」

　二人を見守るゆりかには、そんな風に見えるのだった。










　吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校のある小さな山のふもとまで来ると、日曜日だというのにぽつぽつと春高生の制服姿が目につくようになる。部活動が活発な春風高校では、日曜日に活動する部は少なくないのだ。

「さとみくん！　おはようっ！」

「おーい、一年坊ぼう主ずー、バイトが済んだら顔ぐらい出していけよー！」

　その中には演劇部の人間の姿も混じっている。彼らは孝太郎に軽く挨あい拶さつすると、大急ぎで春高へ続く坂道を駆かけ上あがっていく。

「おはようございます！　帰りに寄らせて貰いますっ！」

　孝太郎の返事にも振ふり返らない。演劇部員達はそのまま一気に坂を駆け上がり、曲がり角の向こうに姿を消した。すると彼らを見送った孝太郎と早苗は一緒になって笑い始める。

『あの様子だと、完全に集合時刻に遅ち刻こくだわね』

「そうだな。チューリップとルースさんは結構早くに部屋を出てたもんな」

　先さき程ほど一〇六号室にティアとルースがいなかったのは、今日も演劇部の活動が予定されていたからだ。孝太郎達お手伝いもそれぞれの用事が片付いてから合流する予定だが、脚きやく本ほんを書いたティアはやる気満々で、フルタイムの参加となっていたのだ。もちろんルースもそれについていっている。

「きっとティアに怒ど鳴なられるな」

『そうだね』

　演劇部の面々が走っていった坂道を孝太郎はゆっくりと歩いていく。孝太郎は遺い跡せき発はつ掘くつのアルバイトに向かっているのだが、集合時間にはまだ余よ裕ゆうがある。急ぐ理由はなかった。

『だんだん寒くなってきたねぇ』

「文化祭が近いって事は、十一月が近いって事だからな」

　文化祭は十一月二日、三日と、文化の日に合わせて開かい催さいされる。だから十月の半ばに差さし掛かかった今は朝が冷え込むようになってきていた。

「あれ？　そういや早苗、お前って寒さは分かるんだっけ？」

　孝太郎は幽ゆう霊れいの早苗が寒さの事を口にした事が少し不思議だった。

『分かんないよ。でも、孝太郎にくっついてると分かるよ』

「ああ、それでか」

　食事と同じで、早苗は孝太郎にくっついていれば暑さや寒さが感じられる。このところ孝太郎にくっついている事の多い早苗なので、四季の変化もきちんと感じ取っていた。

『それに最近は孝太郎が優やさしいから、孝太郎の感じてる事が良く分かるんだ』

「なんだそれ？」

『前は孝太郎にくっついてても、空気の匂においまでは分からなかったの。でもね、最近はそういうのも分かるんだ。きっと孝太郎が心を開いてくれてるからだと思う』

　そんな早苗の言葉に、孝太郎は確かにそうかもしれないと感じていた。夏のあの日を境に、孝太郎は早苗の事を邪じや魔ま者ものだとは考えなくなった。友人、あるいは妹。今の孝太郎が早苗に向けているのは、そんな感情だった。

　―――けどな。

「………本格的にお前に取とり憑つかれてるだけだったりしないか？」

　それを素す直なおに認められるほど、孝太郎は大人ではなかった。早苗に見み透すかされているのが悔くやしくて、孝太郎はつい憎にくまれ口ぐちを叩たたいてしまう。

『どうして素直に早苗ちゃん愛してるって言えないかなぁっ、あんたはっ!!』

「ぐあっ」

　すると早苗は怒おこって孝太郎の首を締め始める。もともと早苗は孝太郎の首に腕を回してくっついていたので、孝太郎には防ぎようがなかった。

『好きなら好きと言えぇっ!!　甘い声で愛してると囁けぇぇっ!!　日がな一日、優しく抱き締めろぉぉぉぉっ!!　コラァァァァァッ!!』

「くっ、くるしい………」

　もはやお家芸の域にまで達している早苗のチョークスリーパーは、みるみるうちに孝太郎の意識を奪っていく。

『………あれ？』

　しかしあと少しで孝太郎が意識を失うという時になって、早苗の腕の力が緩ゆるんだ。

「ぶはっ、すぅぅぅぅはぁぁぁぁ、すぅぅぅぅはぁぁぁぁ………」

　締め付けが緩んだ事で、孝太郎はようやく息ができるようになった。孝太郎は慌あわてて深呼吸を始める。そんな事を何度も繰り返していると、早苗が耳元でポツリと囁ささやいた。

『孝太郎、野球やってるよ』

「ん？」

　呼吸を整えた孝太郎が顔を上げると、孝太郎にはなじみの深い音が耳に飛び込んで来た。

　カキーン、コキーン………

　バットがボールを叩く音。その音にまぎれて聞こえてくる、掛け声や人が走り回る音。それは早苗が言うように、野球の練習によるものだった。

「………野球部は秋の大会の真っ最中の筈はずだから、試合の無い日でも身体を動かしてるんだろ」

『へぇ………』

　大人しくなった早苗を背せ負おったまま、孝太郎は坂を登っていく。するといくらか進んだ所で雑木林が途と切ぎれ、石いし垣がきとネットに代わった。ネットの向こうには春風高校のグラウンドが広がっていて、そこでは野球のユニフォームを身に付けた選手達が忙いそがしそうに走り回っていた。

『ほんとだ、野球部だったね』

「ここが見せ場だからな、野球部は………」

　孝太郎はグラウンドで繰り広ひろげられている練習風景を眺ながめながら、ゆっくりと歩いていく。この時、歩く速度が僅かに落ちた。それは孝太郎の願望によるものだった。

　―――野球、かぁ………。

　孝太郎は編み物研究会に不満がある訳ではない。活動は楽しいし、晴はる海みとの仲も良好だった。けれど孝太郎は野球が好きなのだ。中学まで必死に打ち込んで来た事だし、元々身体を動かす事が好きだった。だから野球には少なからず未練があったのだ。

『ねぇ、孝太郎』

　グラウンドの半分を通り過ぎ、野球部の姿が見えなくなった辺りで早苗は孝太郎に囁いた。

「うん？」

　孝太郎は早苗の方に目を向ける。サッカー部の練習には興味はなかった。

『やろうよ、野球。今いま更さら入っても下したっ端ぱスタートかもしれないけどさ、やりたい事をやった方が良いよ！』

「早苗………」

　そんな早苗の言葉に、孝太郎は驚いていた。すると早苗は驚く孝太郎に更さらに畳たたみかける。

『家事とかさ、もっとあたしも手伝うからさ！　そしたらきっと出来るよ、野球！』

「………ありがとな、早苗」

　早苗が発した優しい言葉に、孝太郎は胸の奥があたたかくなるのを感じていた。自然と手が伸び、早苗の頭を撫でる。孝太郎は早苗がそう言ってくれた事が本当に嬉うれしかった。

「でも、良いんだ。野球はやらない。お前はそんな事は気にしなくて良い」

　しかし孝太郎はそうやって早苗の頭を撫でながらも、首を横に振った。

『なんでっ!?　好きなんでしょ、野球!!』

「ああ」

『だったらやればいいじゃない!!』

「野球は何かとお金がかかるんだ。かといってバイトと掛け持ちで何とかなるほど甘い世界じゃない。チームでやるスポーツだから、編み物のようにマイペースで良い訳じゃないんだ」

『孝太郎………』

「でもありがとな、早苗。気持ちは嬉しかった」

　孝太郎は笑顔のまま早苗の頭を撫で続ける。

『ううん』

　しかし早苗の方は表情が晴れない。悔しそうに唇くちびるを噛かみ、俯うつむいてしまう。

　―――もしあたしが幽霊じゃなかったら………。アルバイトでもなんでもして………それで………。

　それは早苗が孝太郎と出会って初めて感じた、自分が幽霊である事へのもどかしさだった。

「おんや？」

　そんな時、孝太郎は立ち止まって正面を指さした。

「あれってもしかしてチューリップか？」

『へっ？』

　早苗が顔を上げると、孝太郎の指さす先に見慣れた金色の髪かみの毛けが見えた。どうやら校門を出てすぐの所に倒たおれているらしい。しかし奇き妙みようなことに、胴どう体たいのあるべき場所に大きな風ふ呂ろ敷しき包づつみが乗っている。おかげで見えているのは彼女の頭だけだった。

「何やってるんだ、あいつは………？」

『さ、さぁ………』

　このティアの奇妙な登場に、いつの間にか早苗の複雑な気持ちはどこかへと消えてしまっていた。

「おーい、チューリップ、お前そこで何やってんだ!?」

　孝太郎はティアに呼びかけながら、彼女に駆け寄っていく。早苗は孝太郎にくっついたままなので、一緒に引っ張られていった。

「………む？」

　孝太郎の声が聞こえたのか、ティアは頭を動かして孝太郎を見上げる。

「新しい遊びか何かか!?」

「そ、そんな訳あるかっ!!　早く助けよっ!!」

　―――なんだかんだで結構大だい丈じよう夫ぶそうだな………。

　ティアの声の調子で無事を確認すると、孝太郎は走る速度を幾らか緩めた。これでも少しは心配していた孝太郎だった。

『………亀かめ？』

「チューリップよ、何をしたらそんな風になるんだ？」

　ティアの傍に駆け付けると、孝太郎と早苗はまじまじと彼女を見つめる。

　ティアはうつ伏ぶせに倒れていて、背中の上に大きな風呂敷包みが乗っている。小さなティアはそれだけで身体全体が見えなくなっていた。外に出ているのは頭と手足の先だけ。丁度、唐から草くさ模様の亀を想像すると良いだろう。

「そんな事はどうでも良いから、早う助けんかっ!!」

「やだ。助けてやるから、先にどんな面おも白しろい事があったのか教えろ」

　孝太郎はすっかり興きよう味み津しん々しんだった。目を輝かせてティアの顔を覗のぞき込む。

「いやじゃ!!　フォルトーゼの皇女が、わざわざ我わが身みの恥はじを晒さらすものかっ!!」

　しかしもちろんティアは素直に答えない。顔を赤くしたまま、ぷいっと孝太郎から顔を背そむける。それを見た孝太郎はすっくと立ち上がり、ティアに背を向けた。

「じゃあな、チューリップ。他の奴やつが通りかかるのを気長に待て」

「わー、待った待った！　一いつ般ぱん市民に醜しゆう態たいを晒すぐらいなら、そなたに本当の事を言う！」
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「最初からそう言えば良いんだ」

　ティアが焦あせって呼び止めると、孝太郎は満面の笑顔で振り返り、彼女の前にしゃがみこんだ。

『どうせ助ける癖くせに、なんで素直に助けないかなぁ………』

「お前だって気になるだろ、チューリップがどうしてこんな状態なのか」

『それはそうだけどさ』

「それで、何があったんだ？」

　孝太郎は意地悪い笑顔で問う。するとティアは再び顔を背けて、ぽつぽつと話し始めた。

「わ、わらわもセットの材料を運ぶのを手伝っておったのじゃ………中身が布じゃからわらわでも運べるかと思ったのじゃが、途と中ちゆうで転んだ！　それだけじゃ！」

　ティアの声は最初は小声だったが、少しずつ大きくなり最後は怒鳴り声となる。

「笑わば笑えっ!!　どうせわらわを笑いたい―――」

　だがティアが最後の言葉を叩きつけようと顔を前に戻もどした時、そこにはもう孝太郎の姿は無かった。

「あ、あれ？　愚ぐ民みん………？」

　突然姿を消した孝太郎に驚き、ティアはきょろきょろと辺りを見回す。すると孝太郎はすぐに見付かった。孝太郎はティアの横手に回り、彼女に乗っかっている大きな風呂敷包みに手をかけていた。

「早苗、手を貸してくれ」

『うん、この辺を押すので良い？』

「頼たのむ」

「ぐみん………？　な、何を………？」

　ティアには孝太郎が何をしているのかが理解出来ず、そのまま何度も瞬まばたきを繰り返した。

「何って、助けようとしているんじゃないか」

　そんなティアに、孝太郎は呆あきれたような調子で答えた。

「い、いや、それは分かるのじゃが、そなたはわらわを笑い者にしたかったのではないのか？」

　ティアが混乱していたのはそこだった。さっきのやりとりからすると、孝太郎はティアの事情を聞いて笑いたかったであろう事は明らかだ。だが、目の前の孝太郎は笑っている様子は微み塵じんもない。大おお真ま面じ目めに風ふ呂ろ敷しきに手をかけていたのだ。

「そのつもりだったんだが、お前の話を聞いて気が変わった」

　孝太郎はバツが悪そうに溜ため息いきをつく。実はこの時、孝太郎は少々反省していたのだ。

「お前がまた馬鹿げた無む茶ちやをしてると思ってたんだ。でも実際はみんなの為だった。別に笑うような話じゃないだろう？」

　そこまで言うと、孝太郎は恥はずかしそうに頭をガリガリと掻かきながらティアから顔を背けた。

「あ、う、うむ………」

　しかしティアは孝太郎の様子がまったく気にならないほど、彼の言葉に衝しよう撃げきを受けていた。

　―――愚民が、わらわの失敗を笑わない………？

　笑われると思い込んでいたティアは、孝太郎のこの反応にすっかり戸惑っていた。

「早苗、頼む」

『ん、分かった』

「せーのっ！」

『えいやっ！』

　そうしてティアが戸惑っている間に、孝太郎と早苗は協力して彼女の上から風呂敷を押し退のけた。ようやく自由の身になったティアは、両手で身体を起こした。しかしティアはそのまま立ち上がる事はなく、呆ぼう然ぜんとした表情のまま、ぺたりとコンクリートの上に座すわりこんでいた。

　そんなティアの前にスッと手が差し伸べられる。ティアがその手を視線で辿ると、その先には孝太郎の顔があった。そして孝太郎は呆然と自分の顔を見つめるティアに向かって微笑ほほえむと、そっと口を開いた。

「………お怪け我がはございませんか、皇女殿下」

　それは台本の中にある青騎士の言葉だった。晴海の練習に何度も付き合っていた孝太郎は、青騎士のセリフはあらかた覚えていた。

「あ、あぁ………うん………」

　孝太郎の口から青騎士のセリフが飛び出してきて以降、ティアは彼の顔から目が離はなせなくなっていた。ティアは呆然と孝太郎の顔を見つめたまま、迷いがちな手つきで孝太郎の手を掴つかむ。すると孝太郎はティアの手を握り締め、彼女を立ち上がらせた。そして彼女と向かい合った所で、孝太郎は再び口を開いた。

「数々の御ご無ぶ礼れい、お許し下さい、ティアミリス皇女殿下」

『………素直に意地悪して悪かったって言えば良いのに………』

　そんな孝太郎に早苗が呆れる。早苗は大おお袈げ裟さに溜め息をつきながら、孝太郎を蹴けるような仕草をする。

「馬ば鹿か野や郎ろう、そんな恥ずかしい事が出来るかっ！」

『素直じゃないんだから、もう………』

　孝太郎はティアに詫わびたかったのだ。だが自分の言葉で詫びるのは恥ずかしかったので、青騎士のセリフを借りた。これは素直に詫びられない孝太郎の照てれ隠しだった。

　だが孝太郎の思おも惑わくをよそに、この照れ隠しは思わぬ結果をもたらした。孝太郎が軽い気持ちで放った言葉は、ティアの事を大きく動どう揺ようさせていたのだ。

「あ、あおきし、さま………？」

「ん？　どうした、チューリップ、妙みような顔をして」

　孝太郎を見上げたまま立たち尽つくしているティア。それを不思議に思った孝太郎が彼女の顔を覗き込んだ。

「あっ、あうっ！　だっ、大丈夫です青―――じゃなかった、だ、大丈夫じゃっ、ぐ、愚民っ！」

「変な奴だな。どっか痛くしたのか？」

　様子のおかしいティアを見て怪我を疑った孝太郎は、彼女の身体をじろじろと観察し始める。

「だっ、大丈夫じゃっ、ほ、本当に大丈夫じゃからっ！」

　するとティアはくるりと孝太郎に背を向けた。この時、一緒に伏せられたティアの顔は真っ赤だった。

「本当か？　無理するなよ、相当重いのが乗ってたんだから」

「大丈夫じゃと言うておろうがっ！」

　ティアは背中を向けたまま怒鳴りつける。

　―――お、落ち着けティアミリス。これは青騎士様ではない！　コータロー………じゃなくて、愚民なのじゃから！　どこの馬の骨とも知らぬ男を前に、何を動揺しておる！　大丈夫、大丈夫なのじゃっ！

　だがその怒鳴り声は孝太郎に向けられたというよりも、動揺するティア自身に向けられたものだった。
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　文化祭まで二週間を切ると、体育館のステージ上を使った本格的な舞ぶ台たい稽けい古こが始まった。

　舞台上には既にセットが並んでいる。素人しろうとの孝こう太た郎ろう達が作ったものなので、プロの作ったもののような出来ではないのだが、カラフルなライトがそれらを照らすと不思議と本物らしく見えた。

「うむ。これなら何とかなりそうじゃ」

「舞台稽古に間に合って良かったわ」

　ティアも舞台監督も出来上がりに満足したようで、二人並んで笑顔でステージ上を見上げていた。

「苦労したもんな、一年坊主」

「苦労しましたね………まだ全部は出来てないスけど………」

　ティア達の後ろでは大道具担当の演劇部員と、その手伝いをしていた孝太郎や他の部の助っ人達がしみじみとセットを見上げていた。するとティアが振り返かえり、孝太郎達に笑いかける。

「褒めて取らすぞ、皆みなの者。良く頑張った」

　実はティアも手て空すきの時は孝太郎達を手伝っていた。だからティアは孝太郎達の苦労を良く分かっていた。

「いつもなら文句の一つも言う所だがな、今回は許してやる」

　―――チューリップは青騎士に相当こだわっているみたいだし、今回は目を瞑つぶってやるか………。

　孝太郎はルースから、ティアが青騎士好きなのは母親の影えい響きようだという事を聞いている。そしてこの舞台に懸かける情熱も見てきた。だから孝太郎はティアの気持ちを尊重してやる気になっていた。

　そうやって孝太郎達が一息ついた時、ルースがやってきた。

「お疲つかれ様さまです、サトミ様、皆様」

「ルースさん」

　彼女は濡ぬれタオルを沢たく山さんお盆ぼんに載せてやってきた。孝太郎達大道具班に使って貰う為だった。

「皆様、これで汗あせを拭いて下さい」

「おっ、ルースちゃん、気がきくね！」

「ありがてー！　汗だくだよ」

「この細やかな気き遣づかいが心を癒いやすね。ウチの部の女子にも見習って欲しいぜ………」

　大道具班の男達はルースを取り囲み、次々と濡れタオルを取っていく。

「あっ、馬鹿っ、お前なに二つも取ってんだよ!?」

「いいだろっ!?　一個は持って帰って宝物にするんだからよっ!!」

「あっ、汚ねえぞっ!?　俺おれも俺もっ!!」

　だがみんなが二つも三つも取り始めたおかげで、タオルはみるみるうちに数が減っていく。

「あぁっ、駄だ目めですよ皆様っ、一人一つずつにして下さいっ！」

　ルースが慌てて制止しても後の祭り。

「あっ、俺の分のタオルがないっ！」

　一番最後に孝太郎がやってきた時には、お盆は空っぽになっていた。

「ブハー、生き返るー………」

「一年坊主、諦あきらめろ。ルースちゃんの愛情は俺おれ達たちが堪たん能のうした」

「くっ、出で遅おくれたっ」

「おい里さと見み、俺が使った後のタオルならやるぞ」

「いりませんよっ、そんなのっ」

　そうやって孝太郎が大道具班を怒鳴り返した時、空になったお盆を抱かかえたルースが申し訳なさそうな顔で頭を下げた。

「申し訳ありません、サトミ様………あっ、そうだ！」

　だが詫びの言葉の途中でルースは何事かを思い付き、パッと表情を明るくした。そして彼女は右手でポケットを探さぐりながら、左手で孝太郎を手招きする。

「サトミ様、ちょっとこちらへ」

「なんですか、ルースさん？」

　孝太郎が寄っていくと、ルースは更に手招きを続けた。

「そのままお顔をこちらに」

「はぁ………」

　ルースが何をするつもりなのかは分からなかったが、特に逆らう理由がないので孝太郎は素直に顔を差し出した。

「そのままじっとしていて下さいね、サトミ様」

　ルースはにこやかにそう言うと、ポケットから取り出したハンカチで孝太郎の顔を拭ふき始めた。ルースのハンカチは柔やわらかく、薄っすらと花の香かおりがしている。おかげでハンカチが孝太郎に押しあてられる度たびに、汗を吸い取り、代わりに花の香りを残していった。

「ルースさん、ここまでして頂かなくても。顔ぐらい洗ってくればいいんですし」

「いいえ、サトミ様。普ふ段だんお世話になっているお礼です」

　ルースは笑顔で首を横に振ると、構わずハンカチを動かし続ける。そして孝太郎が更に何かを言うよりも早く、彼女は孝太郎にだけ聞こえるように小声で囁いた。

「………それにサトミ様には、色々とお気遣い頂いているようですし」

　ルースはそう言いつつ、チラッとティアに視線を向ける。ティアは今も上じよう機き嫌げんで舞台上を見上げていた。

　―――ルースさんには、チューリップについての隠かくし事ごとは出来ないみたいだな………。

　孝太郎がティアに目をやって苦く笑しようすると、ルースはこれまで以上に明るい表情を作り孝太郎に笑いかけた。

「ぬおおおおっ、一年坊主っ!!　お、お前っ、何羨うらやましい事してんだぁぁっ!?」

「やるっ!!　濡れタオルならやるからっ、すぐに俺達と代われ!!」

　しかしその直後に大道具班に取り囲まれてしまったので、その素す敵てきな笑顔はほんの数秒の事だった。










　青騎士ことレイオス・ファトラ・ベルトリオンという人物はその名の示す通り、青い鎧よろいがトレードマークだ。しかし現状では舞台用の鎧は完成しておらず、賢けん治じは暫ざん定てい的てきに別の舞台で使用した白いサーコートを身に着けていた。衣装係も鎧にはてこずっているらしく、サーコートを青で仕立て直す案も出ていた。

　容姿と背せ丈たけに恵めぐまれた賢治なので、メガネを外して髪を後ろで縛しばったその姿は、見た目だけなら十分にプロの舞台でも通用しそうだった。おかげでサーコートの色の違いもあまり気にならない。

『おのれ、御ご婦ふ人じん一人を捕とらえる為に川に毒を撒まくとは、見下げ果てた卑ひ劣れつ漢かんめ。断じて許し難がたい！　我が剣けんの錆さびとしてくれよう！』

　問題はやはり演技力。こればかりは賢治もただの高校生。しかもまだ演劇部に入って半年の若手なので、その演技にはぎこちなさが残っていた。

「ふぅん、まずまずじゃない」

　だがステージの下から賢治の演技を見ていた演劇部の部長は、演技のぎこちなさを特に問題視していなかった。

「賢けんちゃんはきちんと練習しているようね。台本も良く読んでいるようだし………。見み栄ばえも良いから、このまま練習させればきちんとした形になりそうね」

　部長の舞台監督としての目線では、賢治の演技は本番までに修正が効く範はん囲いに収まっていた。だから彼女としては満足のいく状況だった。

「ティアミリスさんはどう思うかしら？」

「う～～～む………」

　だが、部長の隣となりで一緒に舞台を見上げているティアは渋しぶい表情だった。

「何か気になる事でもあるのかしら？」

「………見栄えはする男じゃし、演技もそれなり。このまま磨みがけば光るじゃろう。じゃが、何かがこう、欠けているような気がするのじゃ」

　ティアは肩かたを竦すくめる。ティアも賢治に目立った問題は感じていなかった。だがティアの心の深い所が、何かが違うと訴うつたえていたのだ。

「私にはよく分からないけれど………」

「わらわにも分からぬ。だが理由が分からぬくらいじゃから、許容範囲なのかもしれぬな」

　ティアは言いながら再び舞ぶ台たいを見上げる。

　―――何なのじゃろう、この違い和わ感かんは………？　まるで獅し子しと言われて虎とらを見せられているかのような………。

　そうしてティアが首を傾かしげた時だった。演技の練習の合間を縫ぬうようにして、舞台の袖そでから作業着姿の孝太郎が出てきた。

「いやぁん、すてきぃ、白騎士様ぁっ！」

「気持ち悪いからよせ、コウ」

「俺もだ」

「だったらやるなよ………」

「俺も後こう悔かいしてる。って、そんな事よりマッケンジー、立ち位置間ま違ちがえんなよ？　さっきだいぶバミりよりも前に出てたぞ」

「ほんとか？」

「おう。念のため目立つ色に張はり替かえとくからな」

「頼むよ」

　孝太郎は賢治と言葉を交かわしながら、舞台上に貼はられた各シーンの最初の立ち位置を示すテープを貼り直していく。これまではガムテープ単色だったのだが、より分かり易やすいようにカラーテープを使うのだ。

「あ………」

　賢治と一緒にいる孝太郎の姿を見た瞬しゆん間かん、ティアの頭の中に先日の孝太郎の姿が蘇よみがえ　ってきた。

『数々の御無礼、お許し下さい、ティアミリス皇女殿下』

　優しい笑顔。力強い言葉。その孝太郎のイメージがティアの頭の中から賢治を追い出して、代わりに青騎士の役やく柄がらにはまり込んでしまった。

「どうかしたの、ティアミリスさん？」

「………あ、ああ、いや、なんでもない………」

　―――気のせい、気のせいじゃ………。大根役者の愚民に、大事な青騎士の役が務まる筈がない………。

　ティアは頭を振ってその考えを追い出したが、その目はずっと舞台上の孝太郎の姿を追い続けていた。

「よし。じゃあ、次はいよいよ白銀の姫ひめの登場ね。………里見君っ、桜さく庭らばさんに入って貰って！」

「はいっ、ちょっと待ってて下さい」

　―――あっ………。

　そして孝太郎が舞台の袖に消えると、ティアは自分が孝太郎に見み惚とれていた事に気付いて恥ずかしくなる。頭に血が上って空回りし、顔は真っ赤。ティアは自分の行動が信じられなかった。

　―――わ、わらわは一体どうしたというのじゃ………？

　ティアはすっかり混乱していた。見惚れるべきは青騎士であって、脇わき役やくと大道具を兼けん任にんする孝太郎ではない。ティアにとっては念願の青騎士の舞台だというのに、彼女は何故か孝太郎を見ていた。これでは自分の気持ちに混乱して当然だった。

「桜庭先せん輩ぱい、入りまーす！」

「よ、よろしくお願いします」

　その時、舞台上に孝太郎が戻ってくる。その隣には純白のドレスをまとった晴はる海みの姿があった。

　元々線が細く色白な晴海は、その純白のドレスが良く似合っていた。頭には銀色に輝くティアラ。ティアラは美しい黒くろ髪かみと見事なコントラストを描えがき、晴海に不足しがちな華はなやかさを良く補っていた。そして元々がお嬢様という事もあって、立ち振る舞まいも非常に優雅だった。

『おおぉぉ………』

　そんな晴海が舞台上に現れると、役者・スタッフを問わず、多くの人間が息を飲んだ。今の晴海は台本を読んだ者が想像する白銀の姫の姿そのままだった。当初、晴海の抜ばつ擢てきには反対意見もあったのだが、この姿を見た段階で、誰だれもが晴海しかいないと確信していた。

「さ、里見君………」

　だがその晴海は自分に集中する視線に戸と惑まどい、孝太郎の大きな身体の背後に隠れてしまう。そんな晴海を落ち着かせようと、孝太郎はいつものように笑いかけた。

「大丈夫ですよ、桜庭先輩」

「でも………やっぱり見られてると落ち着かなくて………」

「先輩が綺き麗れいだから、みんな見てるんです。もっと自信を持ってください」

「そう言われても………」

　晴海は自分の右手に視線を落とす。真っ白な手て袋ぶくろに包まれたその手は、小刻みに震ふるえていた。孝太郎はそんな彼女の右手を掴むと、舞台の下に居るティア達に向かって呼びかけた。

「部長さん、チューリップ、どのシーンからいきます？」

「そうね、やっぱり見せ場が見たいわ。青騎士を見送るシーンかしらね。ティアミリスさんは？」

「………わ、わらわもそれで構わぬ」

　ティアの声は上ずっていた。ティアは孝太郎が掴んでいる晴海の手から目が離せなかった。

「分かりました。じゃあ桜庭先輩、こちらへ」

「は、はい」

　孝太郎は晴海の手を引いて、問題のシーンにおける彼女の最初の立ち位置へ案内する。この時にはもう、晴海の手の震えは止まっていた。

　―――里見君の手………あったかいな………。

　その代わりに、晴海は孝太郎の手をそっと握にぎり返していた。

「立ち位置はここです。シーンは桜庭先輩が一番得意な、戦いに行く青騎士を見送る所。まぁ、いつも通りにやれば大丈夫ですから」

　案内を終えた孝太郎は、晴海の手を放した。すると晴海は再び心細い気持ちに捉われていた。

「じゃ、頑がん張ばって下さい！」

　だが普段の晴海の練習に付き合っていた孝太郎は何の心配もしていなかった。晴海は孝太郎と一緒に練習した時のままをやれば十分だし、手間取ったとしてもまだ練習をする時間はある。孝太郎には晴海を心配するような事情はないのだった。

　だから孝太郎は気楽に晴海に笑いかけると、近くに居る賢治に呼びかけた。

「頼むぞマッケンジー。桜庭先輩は舞台上ではお前だけが頼たよりなんだからな」

「分かってる。ちゃんとエスコートするさ」

「お前、女の子相手はマメだもんな」

「ぶっ飛ばすぞこの野や郎ろう」

「じゃあその前に退散するわ」

　賢治との話が済むと、孝太郎は賢治と晴海に背を向けた。

「えっ、さ、里見君、行っちゃうんですか？」

「行っちゃうって、そりゃ、大道具の俺がいたら演技にならないじゃないですか」

「そ、それはそうなんですけど………」

　晴海は心細そうにしていたが、孝太郎は構わず舞台を飛び降りた。

　―――頑張れ、桜庭先輩。みんなを驚おどろかせてやって下さい………。

　孝太郎は晴海の演技に絶対の自信があった。だから晴海が多少不安そうにしていても、心配はしていなかった。

「さぁ、始めましょう！」

　孝太郎が舞台を降りたのを見計らって、演劇部の部長が開始の合図を出した。孝太郎はティアと部長の横まで下がると、一緒に舞台を見上げた。すると丁度賢治のセリフが始まる所だった。

『………アライア殿でん下か、どうやらお供させて頂けるのは、ここまでのようです』

　賢治の口からは朗々とセリフが流れ出した。孝太郎に比べると、賢治の声は高めで聞き易い。舞台向きの声だった。賢治は言いい淀よどんだり、かすれたりする事なく、スムーズにセリフを終えた。もちろんセリフだけでなく、演技もそれなりに様になっている。姿勢良く立つその姿は、騎士らしい実直な雰ふん囲い気きが出ていた。

　―――流石さすがはマッケンジー。なんでも器用にこなすなぁ………。それで次は桜庭先輩。一歩前に出て、青騎士の名前を呼ぶんだよな………。

　ここは孝太郎も何度も練習に付き合ったシーンなので、台本を見なくても次に何が起こるのかは分かる。晴海は驚きの表情を作り、前に出る。そして別れを告げる青騎士を止めようとするのだ。

　カッ

　晴海の履はいているヒールがステージの床ゆかを叩く。晴海は台本の通りに前に出た。

　―――そしてここで『レイオス様!?』だ。

　孝太郎の頭の中に聞き慣れた晴海の声が思い出される。何度も繰くり返した、何て事はないセリフだった。

「あ………」

　だが、晴海の口から出たのは戸惑いの声。孝太郎が期待していたセリフは、いつまで経たっても出て来なかった。

「あ、わ、わたし………」

　晴海はセリフを言う事ができず、賢治の前でただ茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。










「済みません、皆さん………」

　晴海は深々と頭を下げる。彼女の表情は暗く、明らかに落らく胆たんしていた。

「足を引っ張ってしまって………」

　結局、晴海は舞台上でまともな演技が一つも出来なかった。

　たどたどしくセリフを読み上げる事なら出来るのだが、それだけでは演技としては二流三流。とてもではないが使い物にならなかった。

「でもおかしいわねぇ………いつもはあんなに良い演技をしていたのに………」

　演劇部の部長は困ったように首を傾げる。彼女は日ひ頃ごろの晴海と孝太郎の練習を見に来ていたので、晴海の演技の出来は良く知っている。だが実際に舞台に上げると、晴海はその演技が出来ない。だから部長にとっては首を傾げるしかない状じよう況きようだった。

「マッケンジー、お前、先輩になんかしたんだろ？」

「そんな訳あるかっ！　せっかくお喋しやべりぐらいはして貰えるようになったのに！」

　困こん惑わくしたのは孝太郎も同じだった。晴海の演技の上う手まさは一緒に練習した孝太郎が誰よりもよく知っている。だから孝太郎は原因は彼女以外にあると考えていた。

「困ったのう………今から別の人間を白銀の姫にするというのも難しいじゃろうし………」

「済みません、ティアミリスさん」

　ティアの言葉に晴海はさらに恐きよう縮しゆくする。心細そうに身体を縮め、今にも消えてしまいそうだった。

　その時、ティアと晴海の間に孝太郎が割って入った。

「その必要はないぞ、チューリップ！　先輩はやればちゃんと出来るんだから！」

「里見君………」

　追おい詰つめられて今にも泣きそうになっていた晴海。この孝太郎の登場で、少しだけ気持ちが持ち直した。

「じゃが、現実には出来ていないのじゃ。厳しいようじゃが、必要なら策は講じなければならん」

「平気だって!!　先輩は舞台の上の雰囲気に慣れてないだけさ!!　いつも中庭や部室で練習してたんだから!!」

「ならどうするというのじゃ？」

「当然、慣れてないなら練習するまでだ！　出来るようになるまで何度でも！」

　孝太郎は強気にそう言い切ると、何な故ぜか賢治に近付いていった。

「脱ぬげ、マッケンジー」

　そしてその衣装に手をかける。

「な、なんだって？」

「良いから黙だまって衣装を脱げ！　俺が先輩と舞台で練習するから、お前らは別の場所で練習やってろ！」

　興奮した孝太郎は強ごう引いんに賢治から衣装を引ひき剥はがそうとする。

「分かった、分かったから手を放せっ！　ここで脱がそうとするなっ！」

「ティアミリスさん、どう思う？」

「………まぁ、やるだけやらせてみよう。このままではどうせ使い物にならん」

　ティアがそう言った時、孝太郎の鋭するどい視線がティアを貫つらぬく。

「見くびるなよチューリップ。お前は桜庭先輩の凄すごさを知らんのだ。あとで吼ほえ面かくなよ？」

　その鋭く強い視線、ニヤリと挑ちよう戦せん的てきに笑う口元。

　それらはほんの一いつ瞬しゆんでティアから反論の意思を奪うばい去るのだった。










『………アライア殿下、どうやらお供させて頂けるのは、ここまでのようです』

『レイオス様!?』

『殿下、妹君と共にお逃にげ下さい。敵は私が可能な限り引き付けます。その間に少しでも遠くへ』

『いいえ、レイオス様を置いてはいけませんっ！　ここまで来られたのは全すべてレイオス様のおかげではありませんか！』

　晴海と孝太郎の練習が始まると、その場に居た人間の全てが舞台上の二人に釘くぎ付づけとなった。

　視線を釘付けにしていたのは主に晴海の演技だった。殆ほとんどセリフを棒読みの孝太郎は、むしろ彼女の足を引っ張っているといっていい。それなのに、何故か二人のやりとりから目が離せない。

　高く低く、抑よく揚ようの効いた晴海の声は白銀の姫の必死さを上手く表現し、逆に孝太郎のたどたどしいセリフがかえって青騎士の誠実さを感じさせる。

　いつしか誰もが二人の作りだす独特の空気に飲み込まれていた。

『誰かのおかげというのなら、それはこの国の民たみのおかげ。彼かれらの助けなくばこの場に辿たどり着つく事はできなかったでしょう』

『違うのです、レイオス様っ！』

『そしてそんな民達に愛された殿下のおかげです。だから我々全ての民の為ために、そしてあなた様自身の為に、お逃げ下さい、アライア殿下』

『お待ちください、レイオス様ぁっ！』

　晴海と孝太郎を冷静に見上げていたのは僅わずか数人。二人の練習風景を知っている部長と早さ苗なえ、そして人の感情の機き微びに通じたキリハだった。

「そうなのよ、これが桜庭さんの演技なのよ」

　部長は嬉しそうに何度も頷うなずく。舞台の上には期待した通りの光景が広がっている。彼女は自分の判断が正しかった事を心底喜んでいた。

『こうしてみると、孝太郎の方が圧あつ倒とう的てきに見み劣おとりするよね？』

「そう言うな。桜庭晴海にこの演技をさせられるのは孝太郎だけなのだから」

　興奮気味の周囲の中で、早苗とキリハだけはいくらかテンションが低めだった。早苗は孝太郎の傍でいつも見ている事だったし、キリハは晴海の気持ちを理解していた。二人にとってはあまり驚くような光景ではなかった。

「やれやれ、大したもんだ………」

　孝太郎に衣装を取られてジャージに着き替かえた賢治は、驚きつつも納なつ得とくしていた。晴海が抜擢された理由も、孝太郎が晴海に拘こだわっていた理由も。

「こんなもん見せられたら、確かに………」

　―――コウはともかく、桜庭さんは高校生の演技のレベルじゃないだろう、これは………。

　賢治は驚きを通とおり越こし、半ば呆れていた。

「桜庭先輩も里見さんも凄いですぅ………。よかったぁ、私の役は馬の後うしろ脚あしで………。私にはあんな演技は出来ませんよぉ………」

　ゆりかは茶色いタイツを着て馬の後ろ脚のパーツを抱えながら、舞台を見上げて安あん堵どの溜め息をついていた。一時は白銀の姫に立候補していたゆりかだが、こうして晴海の姿を見ると安堵せざるを得ない。自分が白銀の姫をやっても、ここまでの演技は出来ないと分かるのだ。

「殿下………これは………」

「馬ば鹿かな………これではまるで本物の………」

　そして一番驚いていたのはフォルトーゼの二人組、ティアとルースだった。特にティアの驚きは深く、唖あ然ぜんとした表情で壇だん上じようを見上げていた。

　晴海の演じる白銀の姫は、髪の色の違ちがいこそあれ、ティアのイメージした通りのものだった。繊せん細さいで儚はかなく、それでいて心の芯しんに強さを秘ひめた純白の皇女。まるでティアの頭の中のイメージを読みとったかのように、ティアにとっての白銀の姫がそのまま舞台に立っていた。

　そしてそれ以上にティアを驚かせたのは孝太郎だった。孝太郎の演技は下手で、殆ど台本の棒読みに近い状況だった。舞台の俳優としては、先程まで青騎士をやっていた賢治の足元にも及およばないだろう。しかし孝太郎が青騎士のセリフを喋っていると、ティアの心の深い部分が叫さけぶのだ。

　………青騎士がそこにいる、と。










　晴海が調子を取り戻した事で、演劇部は舞台上での練習を再開した。だがその直後、再び練習は頓とん挫ざしてしまっていた。

「ストップ、ストーップ！　一体どうしたのよ、桜庭さん！」

「す、すみませんっ、や、やっぱり私には無理です、演劇なんて………」

「困ったわね、さっきはあんなに上手くやっていたっていうのに………」

　その原因はまたしても晴海だった。晴海は孝太郎が青騎士の時は見事な演技を見せるのだが、孝太郎以外に代わると途と端たんに演技がぎこちなくなってしまう。それは賢治でも、他の誰かでも同じだった。

「部長さん、やっぱり白銀の姫は他の方にやって頂いて下さい。今からならきっと間に合います」

　自分の失敗に責任を感じ、晴海は自分から役を降りる事を申し出た。しかしそんな晴海に、演劇部の部長は首を横に振ふった。

「桜庭さん、あなたのあの演技を見た後に、他の誰かに変えようなんて気は起きないわよ。私だけでなく、みんなそう思ってるわ」

「でも、このまま続けても皆さんの足を引っ張るばかりで………」

「問題はそこよね。里見君との練習では、いつも上手くやれているのに………」

　部長も、演劇部員達も、晴海を白銀の姫の役から下ろすつもりはなかった。それだけに晴海の問題を解決しない事には先に進む事が出来ない。しばらく前からみんなで頭を悩なやませていた。

「………みなさん、私に一つ提案があるのですが」

　そんな時、手伝いをしていたキリハが手を上げた。孝太郎達以外の人間が一いつ緒しよなので、この時のキリハは猫ねこを被っていた。

「倉野さん、何かアイデアがあるなら言ってちょうだい。正直、ワラにもすがる思いだわ」

「はい」

　キリハは大きく頷くと話し始めた。

「桜庭先輩は孝太郎君が相手なら上手な演技が出来ます。だとしたら、思い切って青騎士を孝太郎君にやって貰もらうのはどうでしょうか？」

「青騎士を里見君に変えるですって？」

　キリハの言葉に部長は目を剥むく。そんな彼かの女じよに向かって、キリハは再び大きく頷いた。

「はい。桜庭先輩に賢治君に慣れて貰うのと、孝太郎君に演技を叩たたきこむのとでは、どちらが早いかという事です。私は孝太郎君に演技を覚えてもらう方が早いように思います」

「なるほど………それも一理あるわね………。賢ちゃん、ティアミリスさん、どう思う？」

「俺もそれが良いと思います。俺だって役を降りたい訳じゃありませんが、俺か桜庭先輩のどちらかを取れと言われれば、迷わず桜庭先輩だと思います」

　賢治には異論はなかった。賢治は自分を相手に四苦八苦している晴海を見ていると、彼女をいじめているような気分になる。だからそれを続けるよりは、孝太郎に頑張らせる方が何倍も気は楽だった。

「ティアミリスさんは？」

「わらわは………」

　問われて、ティアは考え込む。だがそれも一瞬の事だった。

「致いたし方かたあるまい。不本意じゃが、この状況ではコータローに青騎士をやらせる他はあるまい」

　致し方ない。不本意。

　ティアはそんな言葉を使ったが、これは彼女の意地っ張りな部分が言わせた事だった。ティアは少し前から青騎士を孝太郎にやらせたいと思っていた。賛成こそすれ、反対する理由などどこにもなかった。

「よし。じゃあ決まり。青騎士は里見君にやって貰いましょう！」

「ちょ、ちょっと待って下さいっ!!　お、俺が青騎士をやるんですかっ!?」

　これに驚いたのは当の孝太郎だった。てっきり賢治やティアは反対すると思って静観していたが、予想に反して二人とも賛成してしまった。この思わぬ展開に、孝太郎はすっかり動転していた。

「そうよ。桜庭さんがあなた以外とではやりにくいなら、あなたを使うまでだわ」

「ほ、本気ですかっ!?　俺の演技が全然駄目なのは分かっているでしょう!?」

「ほう、演技が下手な自覚はあったかコータロー。それなら話は早い」

「チュ、チューリップ？」

「案ずる事はない」

　ティアの瞳ひとみがギラリと光る。その瞳はいつの間にか強力な意志の力で輝かがやいていた。

「青騎士についてはわらわが誰よりもよく知っておる。本番までの間に、わらわがそなたを必ずや立派な青騎士に育て上げてみせようぞっ！」

　演劇部の目的とティアの願望は一致している。

　だからティアは迷う事無く、己おのれの心の命ずるままに走り出したのだった。










　この時、ひそかにティアを見つめる視線があった。

「へぇ………こんな場所で青騎士の舞台とは………ティアミリスさんの酔すい狂きようも相当なものですわね………」

　その視線はティアの事を冷ややかに見つめていた。視線の主は地球のような辺境の星で、しかもそこに住む原住民達と一緒に、フォルトーゼの魂たましいとも言うべき舞台をやろうというティアに呆れていたのだ。

「とはいえわたくしにとってはこの状況は好都合。呆れていないで、お礼を言うべきなのかもしれませんわね、ティアミリスさん………」

　視線の主は笑い始める。それは甲かん高だかく張りのある女性の笑い声だ。ティアを見つめる視線の持ち主は、ティアと同じ世代の少女だった。

「これでわたくしの勝利は決まったようなもの………。それまでは精々、舞台を楽しまれると良いですわ」

　少女はもう一度笑うとティアから視線を外し、身を翻ひるがえした。

「ただしティアミリスさん、あなたのその舞台、決してハッピーエンドにはなりませんわよ………」

　その場に残ったのは笑い声だけ。それも酷ひどく酷こく薄はくな、寒々しい笑い声だった。










　孝こう太た郎ろうが青騎士をやると決まった時、ティアが真っ先にやった事は孝太郎を宇宙戦せん艦かんの方の『青騎士』のブリッジへ案内する事だった。

「チューリップ、俺を戦艦なんぞに連れ込んでどうするつもりなんだ？」

「何事もまずは形からじゃ。そなたに着せる衣装がここにあるのじゃ」

「衣装？」

「サトミ様、こちらへ」

　先導するルースに続いて、孝太郎とティアが肩を並べて歩いていく。五百畳ほどの広さのあるブリッジは、縦断するだけで結構な距きよ離りがあった。

「衣装ったって、ここは戦艦の操縦室なんだろ？　そんなものが本当にここにあるのか？」

「意外に思うじゃろうが、本当にあるのじゃ。詳くわしい話は実物を見てからじゃ。実物がない事には、説明し辛い代しろ物ものなのでな」

「へぇ………」

　そのまま孝太郎とティアはルースについて歩いていく。ルースが孝太郎を案内したのはブリッジの後部、艦かん長ちよう席や操そう舵だ装置が集中している一角だった。宇宙戦艦の『青騎士』にとって、本当に操艦に必要なのはこの一角だけだ。残りの部分は艦かん隊たい旗き艦かんとしての機能を果たす為の、司令部の役割を持っているのだ。

「ルース、頼む」

「はい、殿下」

　ルースはオペレーター席に近付くと、操作パネルに触ふれて何かのスイッチを入れた。

「何が始まるんだ？」

「まぁ、見ておれ」

　ティアがそう言ったのと同時に、孝太郎達の傍の床に一メートルほどの大きさの穴が開いた。

「………なんだ？」

　ジャキンッ

　するとその穴の中から二メートルほどの大きさの人間が飛び出して来た。

「人間？」

「人ではない。これは鎧じゃ」

「鎧………？」

　孝太郎が人間だと思ったものは、ブルーを基調とした金属製の鎧だった。鎧はいくつものアームに支えられており、ちょうどハンガーにかかったスーツのようだった。

「そなたにはこれを着て貰おうと思ってな」

「これを？　まぁ、確かにそれっぽい雰囲気だけど………」

　鎧のデザインは『青騎士』の内装と比べるといささか古めかしい。地球でいう中世の騎士の鎧に近いデザインだった。

「実はな、これは本物の青騎士の鎧を模して作られておる。古文書の記述を元に母上が復元したデザインなので、相当本物に似たデザインとなっておる筈はずじゃ」

「これが青騎士の鎧か………」

　孝太郎はまじまじと鎧を見つめる。その青い鎧は美しかった。顔を近付けると装そう甲こうに顔が映るほどの光こう沢たくがあり、多くの曲線で構成されたデザインはどことなくティアの使う武器に似た雰囲気を持っていた。鎧は身を守るという目的を持ちながらも、どこか芸術品のような美しさがあった。この鎧は日本刀の持つような美しさを、孝太郎に感じさせた。

「しかし何でこんなものがここに？　酷く場ば違ちがいな雰囲気だけど」

　宇宙戦艦のブリッジに置かれているものとしては、この鎧は不似合だった。近代的な建物の中に骨こつ董とう品ひんが置かれている雰囲気なのだ。

「わらわの趣しゆ味みじゃ」

「趣味ぃ!?」

　ティアのそっけない言葉に、孝太郎が目を剥く。

「じゃ、じゃあ、何となくここに置いてあるってのか!?」

「ふふふ、そういう意味ではない。頼む、ルース」

「はい」

　説明は以前と同じようにルースが引き継ついだ。彼女は鎧の傍まで近付くと、孝太郎を見上げて話し始めた。

「実はこの鎧は、この宇宙戦艦の操縦装置の一つなんです」

「操縦装置って、ハンドルとかの仲間って事ですか？」

「そうです。この『青騎士』は宇宙戦艦と言いつつも人の形をしておりますから、自由に手足を動かす事が出来ます。その為の操縦装置がこの鎧なのです」

「へぇ………具体的にはどう使うんですか？」

　興味を惹ひかれた孝太郎は色んな方向から鎧を眺ながめ始める。ルースはそんな孝太郎の様子に小さく微笑ほほえんだ。

「身に着けて動くだけです。すると鎧の動きを感知して『青騎士』が同じように動きます」

「ほぉ。便利なもんだ」

　これは一いつ般ぱんにマスタースレイブコントロールと呼ばれる操縦方法だった。鎧の着用者の動きをそのまま『青騎士』に反映する。そうすれば大した訓練も無しに、誰でも機体を操あやつる事が出来るのだ。

「以前の不ふ審しん船せん騒さわぎの時に、そなたをここに連れてきたのは、殴なぐる蹴けるが得意なそなたにこれを着せて『青騎士』を操って貰う為じゃった。もっともあの時は結局は必要なかったのじゃがな」

「なるほど、あれはそういう事だったのか」

　地球の近くに謎なぞの宇宙戦艦が出現した時、孝太郎はアルバイトでこの『青騎士』に連れて来られていた。元々人手不足という事もあるのだが、ティアやルースが鎧を着るよりは、殴り合あいが得意な孝太郎が着る方が合理的だからだった。

「ですが今回はこれをただの衣装として使います」

　ガキン

　ルースが鎧を空中に保持しているアームの基部に触れると、鎧は孝太郎の目の前に降りてきた。丁度二人の人間が向かい合うような格好だった。

「しかしチューリップ、こんな重そうなもの、着れないと思うぞ？」

　ゴンゴン

　孝太郎が鎧の胸の所を叩くと、重そうな金属の手て応ごたえが返ってきた。叩いた時の音は鎧の内部に反はん響きようして重じゆう厚こうな音を響ひびかせている。孝太郎にはどう少なく見積もっても数十キロの重さがあるように思えた。

「大だい丈じよう夫ぶじゃ。その鎧は全身に動力を備えていて、着ているものの思う通りに動いてくれる」

「へぇぇ、それなら大丈夫そうだな」

　宇宙船の操縦装置の一部なので、この鎧は宇宙服としての機能も備えている。それなのにいざという時に重くて身動きが取れないようでは話にならない。だから全身に備わった動力が鎧を動かして、着用者の邪じや魔まにならないようにしてくれるのだ。

「サトミ様、どうぞこちらへ。鎧のサイズをサトミ様に合わせて調整します」

「色々と面めん倒どうなんだな」

　孝太郎はルースの傍に向かいながら、ティアに笑いかける。

「特定の人間の為のオーダーメイドではないからな」

　ティアは苦笑して肩を竦める。

　鎧は操縦装置なので、誰にでも着れるようにサイズの調整が効く。逆に言うと、着る人間が変わる度に調整が必要になるのだ。

「サトミ様、そのまま真まっ直すぐ立っていて下さい。測定器でサトミ様の体格を測定して、鎧のサイズを自動で調節します」

「わかりました」

　孝太郎はルースの言葉に従って背筋を正して真っ直ぐに立った。するとルースは小さなカメラのような装置を孝太郎に向ける。それがルースの言う測定器だった。

　ピピッ

　すぐにルースの手の中の測定器が電子音を出した。測定はほんの一瞬だった。

「あら？」

　しかし近くのモニターを覗のぞき込んだルースは怪け訝げんそうな表情を作った。そして彼女はぺたぺたと軽く測定器を叩き始める。

「どうしたのじゃ、ルース？」

「それが………鎧が調整を開始してくれないのです。デフォルトの位置に止まったまま、うんともすんとも言いません」

　ルースは困っていた。測定したにも関わらず、鎧の自動調整機能が孝太郎に合わせてサイズの調整をしてくれなかったのだ。

「エラーでも出ておるのか？」

「いいえ、エラーは報告されておりません」

　ルースは測定器が壊こわれているのかと思って叩いたり再起動したりしてみたが、異常は見当たらなかった。

「………殿下、とりあえずもう一度最初からやり直してみます。サトミ様、もう一度お願いします」

「構いませんよ」

　ルースが測定器を向けると、孝太郎は再び背筋を伸のばした。

「いきますね」

　ピピッ

　再び測定器が電子音を出す。だが結果は同じだった。

「おかしいですね………正常に働いているのに………って、待って下さい、これってもしかして………？」

「どうしたルース」

「どうやら故障ではないようです」

　ルースはモニターから離はなれて鎧に近付く。そして彼女は鎧の胸の所にある竜と騎士を模した紋もん章しようを横にずらし、その下に隠れていたスイッチを押おし込んだ。

　バシュゥゥゥゥゥゥ

　すると鎧は圧あつ搾さく空気の排はい気きを行いながら正面部分の装甲を展開していく。この鎧を身に着ける時には、こうして装甲を展開するのだ。鎧の内側は外側とは違って多くの機械類が覗いており、この鎧が科学の結けつ晶しようである事を窺うかがわせた。

「サトミ様、ここに入ってみてください」

　鎧の内側にはちょうど人が一人入れるだけの空間が用意されていた。その部分には緩かん衝しよう材ざいが付けられており、着用者が鎧で身体を痛めないように工く夫ふうされていた。

「着ればいいんですね？」

「はい。サトミ様が中に入った後は、自動で元の形に戻もどります」

「分かりました」

　孝太郎はルースの言葉に素す直なおに従って、鎧の内側のスペースに身体を滑すべり込ませた。すると孝太郎の身体は鎧の中のスペースにぴったりと収まる。大き過ぎもせず、小さ過ぎもせず、あつらえたかのようにぴったりだった。

　キュイーン

　すぐにモーターが回転し始め、展開していた装甲が元の位置に戻っていく。すると何秒もしないうちに孝太郎の身体は青い鎧に覆おおわれた。

「やっぱり………そうでしたか………」

　ルースは何の問題もなく鎧を身に着けた孝太郎を見て目を丸くしながらも、何かに納得したかのように何度も頷いた。

「これも何かの巡めぐり合わせでしょうか………」

「どうしたルース？　どういう事なのじゃ？」

　不思議に思ったティアがルースに呼よび掛かける。すると孝太郎に見惚れていたルースはそこで我に返った。

「それが殿下、わたくしもエラーだとばかり思っていたのですが、どうやらサトミ様は伝承にある青騎士と同じ体格をしておられるようなのです」

「なんじゃと!?」

　今度はティアが目を丸くする番だった。

「そのせいで測定器で体格を測定しても、調整は行われなかったようです」

　鎧よろいは青騎士のものを模して作られている。その為、標準の状態は青騎士本人の体格に調整されている。孝太郎は偶ぐう然ぜんその体格に一致した為、測定しても調整されなかったのだ。

「そうか愚ぐ民みんが………凄い偶然じゃのう………」

　ティアは孝太郎を見上げ、言葉を失う。

　青騎士の役に決まった者が、青騎士本人と同じ体格をしている。しかも相手は別の星の人間。それは驚くべき偶然だった。

「殿下、ひょっとすると、ひょっとするかもしれませんよ？」

「ああ………い、いや、何を言うかっ！　そのような事、ある訳がなかろうっ！　こんな田舎いなかの原始人が、青騎士の再来だなどと！　ただの偶然じゃっ！」

　ティアやルースにとって、青騎士は幼い頃ころからの憧あこがれのヒーロー。体格が一致したというだけでも、ロマンを感じないではいられなかった。

「うおっ、ほ、本当だ!!　身体が軽いぞ!?　でも鎧を着ているのに、その感覚がないのは妙みような感じがするぞっ!?」

　だが当の孝太郎は、身に着けた鎧の凄さに驚くばかりで、ティアやルースのようなロマンティックな感かん慨がいは持っていないようだった。










　そして鎧を身に着けた孝太郎を待っていたのは、ロマンティックさのかけらもない、スパルタ教育の日々だった。

「たわけ者ぉっ!!　ちぃがぁうぅっ！　青騎士はそうではなぁいっ！　背中を丸めるな！　胸を張れ！　顔を上げよ！　顎あごを引け！　ただ真っ直ぐ歩く事が何な故ぜ出来ぬっ!!」

「そ、そんな事を言われてもだなぁ………」

　孝太郎はティアに追われながら、大きな部屋をぎこちなく歩いていく。

　この部屋はティアとルースが『青騎士』での生活に使っている部屋の一つだった。部屋の内装はアンティーク調で整えられており、宇宙戦艦の部屋とは思えない豪ごう華かな造りだった。そのうえこの部屋も一〇六号室がいくつも入ってしまうほど広い。ティアがお姫ひめ様さまであるという事を如によ実じつに表す部屋だった。

「文化祭まで二週間を切った！　もはや一刻の猶ゆう予よも無いのじゃ！　甘あまえた言葉は許さぬ！　そなたには今日中にフォルトーゼの騎士として相応ふさわしき立たち振る舞いを覚えて貰わねばならぬのじゃからなっ！」

「そんな無む茶ちやなっ！」

「無茶など承知の上じゃっ!!　しかしそれでもそなたをわらわの騎士として恥はずかしくないようにせねばならぬのじゃっ!!」

　だが孝太郎には周囲の様子に気を配るような余よ裕ゆうはなかった。ティアに追い立てられながら、ひたすら貴族としての振る舞いの訓練をさせられていたのだ。

「何でここまでする必要があるんだっ!?　練習は舞台で使う部分だけで良いじゃないかっ!!」

「愚おろか者ものめっ、演技とは心の内より湧わき出いでるもの!!　貴族を知らずして、貴族の心は分からぬっ!!　そなたには身も心も貴族になって貰わねばならぬっ!!　わらわの青騎士になるのじゃっ!!」

「めっ、目が据すわってるぞ、チューリップ!!」

「チューリップではなぁ～～～いっ!!　ティアミリス皇女殿下と呼べぇっ!!　あぁん、会話に気を取られるなっ!!　頭の上の本を揺ゆらすでないっ!!　揺らさず真っ直ぐ歩くのじゃっ!!」

「おたすけ～～～～!!」

「助けなど来ぬっ!!　もはやそなたには二つしか道はないっ!!　青騎士になるか、ここで死ぬかじゃぁぁぁぁっ!!」

「マニアがっ、青騎士マニアが、俺に迫せまってくるゥゥゥゥゥッ!!」

　ティアがここまでするのには訳がある。孝太郎が相手でなければここまではしなかっただろう。実際、賢けん治じにはここまでの事は求めていなかった。他の者が青騎士をやるなら、ティアもただの文化祭レベルで納得できるのだ。

　だが孝太郎が青騎士をやるとなると、事情が少しだけ変わってくる。いずれ家臣にするつもりの孝太郎だからこそ、青騎士に相応ふさわしい振ふる舞まいをして欲ほしいというティアの願望が顔を出すのだ。

「マニアか。確かにそう言えなくもないじゃろう。フォルトーゼの乙おと女め達たちは、二千年の長きにわたり、青騎士という存在に拘ってきたっ！　そなたはその想おもいの深さを満足させねばならぬっ!!」

「わぁぁぁっ、確信犯だぁぁぁぁっ！」

　必死に訓練を続ける孝太郎、それを叱しつ咤たし続けるティア。良くも悪くも、剥き出しの感情がそこでぶつかり合っていた。特にティアはその立場上、一部の感情を制限されて生きて来た。こうして自分の気持ちを明あけ透すけに他人にぶつけるなど、極きわめて稀まれな状況だった。

「………ふふふ、殿下もサトミ様も、楽しそう………」

　それが分かっているからか、二人を見守るルースは笑え顔がおだった。ルースはティアが感情を爆ばく発はつさせているのが嬉うれしくてたまらない。そしてそうさせる孝太郎に、感謝をせずにはいられなかった。

　―――殿下はサトミ様は青騎士の再来などではないと仰おつしや　っていましたけれど………。わたくしはこう思います。サトミ様は青騎士の再来ではないのでしょうが、紛まぎれもなく殿下の青騎士なのだ、と………。

　ルースにとって大切なのはティアを笑顔で居させてくれる事。だから仮に本物の青騎士が現れたとしても、ルースは迷わず孝太郎を選ぶだろう。

　ティアにとっても、ルースにとっても、孝太郎は次し第だいに青騎士という存在を上回り始めていた。










　孝こう太た郎ろうとティアが『青騎士』で騎き士し修しゆ行ぎように明け暮れている頃。部屋の主の居ない一〇六号室には平へい穏おんな空気が流れていた。

「ゆりか、早さ苗なえ、夕食は何が食べたい？」

「あ、私はキリハさんの料理なら、豚とん汁じると揚あげだし豆どう腐ふが食べたいです！」

『ゆりか、微び妙みように中年のおっさん的なセレクトだわね？』

　部屋に残っているのはゆりかと早苗、キリハと二体の埴はに輪わだけ。孝太郎とティア、ルースの三人が居ない分、部屋は大分静かだった。

「お、おっさんって………でもでもぉ、キリハさんは和食の方が美お味いしいんですよぉ」

『それについては同感だわ。って事で、あたしもゆりかと同じで良いや』

「うむ、了りよう解かいだ」

　夕食のメニューが決まると、キリハは台所の方に戻っていく。その背中を見送った所で、ゆりかが何かを思い出した様子で両手をパチンと合わせた。

「いけない、ヘラクレスちゃんにもごはんをあげなくっちゃ」

『急がないと孝太郎達が帰ってきちゃうわよ』

　ゆりかと早苗は肩かたを並べて押し入れに近付いていく。

　ゆりかが預かってきたカブトムシは、ゆりかと早苗によって世話されている。本来はそこにカブトムシ大好き孝太郎が混じっているのだが、最近の孝太郎はカブトムシどころではない。そんな訳で今日もゆりかと早苗の二人きりだった。

「はーい、ご飯の時間ですよー、ヘラクレスちゃーん♪」

　ゆりかが押し入れを開けると、二人の目の前にプラスチック製の飼育ケースが現れる。ケースの中のヘラクレスオオカブトムシは部屋の明かりを浴びて驚いたのか、物もの陰かげに隠れるようにゆっくりと移動していった。

『ゆりか、今日の餌えさはどうする？』

「昨日がお野菜だったから、今日は普ふ通つうに餌をあげましょう」

『らじゃ』

　ゆりかは飼育ケースを、早苗は餌の入った茶ちや筒づつを抱かかえてちゃぶ台の方へ戻っていく。

「いつも暗い所に入れてごめんね、ヘラクレスちゃん」

　カコン

　ゆりかは詫わびの言葉を口にしながら飼育ケースの緑色のフタを取り外す。

「でもあなたを守る為なのよ。もう少しの間の辛しん抱ぼうだからね」

『ゆりか、はい』

　すると早苗も茶筒のフタを開けてゆりかに差し出す。茶筒の中には独特のにおいを放つ飼料が詰まっている。最初はそのにおいに顔をしかめる事の多かったゆりかも、今ではすっかり慣れっこだった。

「ありがとうございます。はーい、ごはんですよー、ヘラクレスちゃーん」

　ゆりかがケースの中に飼料を入れてやると、木切れの影かげに身を隠していたヘラクレスがゆっくりと姿を現した。串状神経系の生み出す本能に従って生きるヘラクレスだが、ゆりかが餌を入れたという事はきちんと理解しているようだった。

『これでカナブンの親しん戚せきだっていうから、びっくりだよね』

「えっ、そうなんですか!?」

『うん。孝太郎が言ってた』

「へぇぇぇ………昆こん虫ちゆうの帝てい王おうも、随ずい分ぶん庶しよ民みん的てきな親戚がいるんですねぇ………」

『人気絶頂のアイドルも、お父さんは普通のおっさん、って感じだよね』

　ゆりかと早苗は並んでケースの中を覗き込む。すると二人に見守られながら、ヘラクレスは飼料の大きな粒つぶを抱えるようにして食べ始める。食欲は旺おう盛せいで、ヘラクレスは繰り返かえし飼料にかじりついていた。

「食べてる食べてる」

『良く食べて、大きくなるんだよー』

　笑顔でヘラクレスの食事を見守るゆりかと早苗。だがその時、飼育ケースにゆらりと影が落ちた。

「随ずい分ぶん、大きな角を持ってるんですね」

「へっ!?」

『はりゃ？』

　影の主はルースだった。いつの間にか部屋に姿を現したルースは、二人の反対側から飼育ケースを覗き込んでいた。

「ル、ルースさんっ!?」

『ルースッ、あ、あんたいつのまにっ!?』

　突とつ然ぜんのルースの登場に、ゆりかと早苗の表情は凍こおりついた。

　―――もっ、もうだめですぅぅぅぅっ!!

　―――お、終わりだわ………。

　カブトムシに対して強い敵意を持つルース。そんな彼女にヘラクレスが見付かってしまったので、ゆりかと早苗は破は滅めつを覚かく悟ごせざるを得なかった。

　二人の脳のう裏りに、ルースがヘラクレスをバラバラにする光景が浮うかぶ。羽を千切り、手足を引き抜ぬき、角を折り、胴どう体たいを叩き潰つぶす。二人はヘラクレスが辿る過か酷こくな運命を想像して背筋を凍りつかせた。

「それで、これは何という虫なのですか？」

　しかし二人の想像に反して、ヘラクレスはバラバラにはならなかった。ルースは不思議そうな顔でケースを覗き込むだけで、ヘラクレスに手を出そうとはしなかった。

「ええぇっ!?」

『ル、ルース、あんたってば、こ、これが何なのか知らないのぉっ!?』

「はぁ………初めて見る虫ですが………」

　驚いた事に、ルースはカブトムシの姿を知らなかった。彼女はカブトムシという単語は知っていても、実際にどんな生き物なのかは知らないままだったのだ。

「それがどうかなさいましたか？」

「い、いいえっ、別にっ！」

『なっ、なんでもない、なんでもないっ！』

　怪訝そうにしているルースに、二人は慌あわてて首を横に振った。

　―――ラァッキィィィィィィィッ!!

　―――神様っ、ありがとうっ!!

　首を振る二人は、心の中で同時にガッツポーズした。

「それで、これは何という虫なのですか？」

「ああ、それはカブ―――」

　ゴスッ

　安堵のあまり真実を口走りそうになったゆりかの後頭部を慌てて殴りつけると、早苗は笑顔を作って取り繕つくろう。

「カブ？」

『カ………えと、カナブンの一種なんだ！　昆虫の王者と言われてる珍めずらしい種類で、名前はヘラクレスちゃんっていうの！』

　早苗の言葉に嘘うそはない。が、一番重要な情報は言わなかった。

「カナブン………ヘラクレス………。確かに王者の名に相応ふさわしい、堂々たる姿ですね」

　しかしルースはその事に気付かず、感心したようにケースを眺め続ける。そしてルースの注意が自分から剥がれたのを見計らって、早苗は声をひそめてゆりかを叱しつ責せきした。

『………ちょっとゆりか、いいかげんにしなさいよねっ！　ヘラクレスちゃんの命がかかってるのよ!?』

「………ご、ごめんなさいぃぃぃ、わざとじゃないんですぅぅぅっ」

　ゆりかも声をひそめて早苗に平ひら謝あやまりを繰り返した。

「わっ、餌を食べてます！　大きい分、食事もダイナミックなのですね！」

　幸いルースは二人の会話に気付く事は無く、興味深そうにヘラクレスを眺め続けていた。

『………は、はやくどこかへ行ってよぉ、ルースゥ………』

「………あうあうぅぅぅぅぅぅっ」

　だが知らないとはいえカブトムシと向かい合っているルースの姿を見ていると、生きた心ここ地ちがしない早苗とゆりかだった。










　文化祭まで一週間を切った。この頃ころになるともはや孝こう太た郎ろうの演技の完成を待っている訳にはいかず、全員での舞ぶ台たい稽けい古こが始まっていた。

「あ、あと一週間………あと一週間頑がん張ばれば、こ、この生活とおさらばできる………」

「大丈夫ですか、里さと見み君？」

　ここまでティアが付きっきりで行った孝太郎への演技指導のおかげで、孝太郎はすっかりやつれていた。だが晴はる海みが心配そうな表情を作ると、孝太郎はすぐに表情を引き締しめた。

　―――いかんいかん、桜さくら庭ば先せん輩ぱいが心配してるぞ！

　そして孝太郎は気合いを入れ直すと、晴海に笑いかけた。

「大丈夫ですよ、桜庭先輩」

「それなら、良いのですけれど………」

　晴海は孝太郎の笑顔を見ると少しだけ安堵する。そしてそのまま晴海は孝太郎を眺め続けた。しかしそれは心配してというよりも、感心する気持ちがそうさせていた。

　―――里見君、相当練習したんだろうな………。

　孝太郎はやつれてはいたが、その身のこなしや立たち振る舞いが一週間前とは全くの別物になっていた。背筋がピンと伸び、歩く姿は優ゆう雅が。そのうえ動作の一つ一つが洗練されていて美しい。ブルーに輝く鎧を着て立つその姿は、何の演技もなしに青騎き士しの雰ふん囲い気きをまとっていた。

　―――なんだか、不思議な気持ち………。

　白銀の姫ひめの衣装を身に着けて、青騎士然とした孝太郎の前に立つと、晴海は不思議な感慨に囚とらわれる。

　胸の奥おくの方から、何故か懐なつかしさが沸わき上あがってくる。そしてこの姿で向かい合っている事を、正しい事のように感じるのだ。

　―――私にも、随ずい分ぶん乙おと女めチックな願望が眠ねむっていたのね………。

　晴海は自分の感情をそんな風に解かい釈しやくすると、そのまま孝太郎を眺め続けた。そうしているだけで、晴海は幸せな気分になれるのだった。

　だが実はこの時、孝太郎を見つめる視線がもう一つあった。

「おのれ愚民め、また間ま違ちがえよった！」

　それは孝太郎に騎士の振る舞いを叩き込んだティアの視線だった。彼女は晴海とは違って、孝太郎の振る舞いに不満を持っていた。先さき程ほどから孝太郎がしばしば作法を間違えるので、その度たびに腹を立てていたのだ。

「帰ったらまた特訓じゃっ！　全く同じ事を何度言えば分かるのじゃっ！」

　ティアは自前のドレスを大きく揺らしながら、手にしていた台本をギリギリと握にぎり締める。今にも台本を引き千切りそうな雰囲気だった。ちなみにティアの役は、白銀の姫の妹、黄金の姫だ。

「なるほど、そのようにして孝太郎にあれだけの作法を教え込んだのだな」

　そのティアの隣となりでキリハが楽しそうに笑う。今のキリハが身に着けているのはローマ法王を想像させるような、聖職者の衣装だった。本来は衣装係をやっていたキリハだったが、何でも器用にこなす才能を見込まれて今日になって役が割り当てられた。彼女に与あたえられた役は白銀の姫の相談役の女神官。その衣装のおかげで彼女が笑うと、普ふ段だんよりもあたたかみが増して見えた。

「殿下は青騎士に対する拘りは強うございますれば」

　キリハと同じように笑うのはルースだ。彼女は孝太郎のものに似たデザインの鎧を身に纏まとっている。それはパルドムシーハ家に代々伝わる儀ぎ礼れい用の甲かつ冑ちゆうだ。ルースは白銀の姫ひめ達たちの護衛をする女騎士の役なので、家宝をそのまま使っているのだった。

『拘りっていうか、あれはもうストーカーだわね。孝太郎のトイレやお風ふ呂ろにまで張り付いてるんだもん』

　早さ苗なえは苦く笑しようしながら肩を竦すくめる。

　今日の彼女は妖よう精せいの衣装を身に着けている。この衣装は彼女の自前のもので、数年前に学芸会で使ったものだった。学芸会で使ったような代物なので衣装の出来はイマイチなのだが、実際に空が飛べる彼女がその格好をして宙を漂ただよっていると、本物の妖精のように見える。早苗はこの格好で孝太郎について回り、セリフを忘れそうになった時にフォローをする事になっていた。

「失敬な。いかなわらわとてトイレの時の男の作法までは知らぬわっ！」

「じゃあ、お風呂にはついていったんだ？」

　静しず香かは侍じ女じよの衣装を揺らしながら楽しそうに微笑む。彼女の侍女の衣装はいわゆるメイド服とは違い、フォルトーゼ様式のシックなデザインだった。おかげで元々落ち着いた雰囲気の彼女に良く似合っていた。静香はその格好で白銀の姫の侍女を演じる事になっている。

「当然じゃっ！　愚民の奴やつめ、風呂の入り方も知らんのじゃっ！」

「………だから最近の里見さんは、トイレに行く時だけ妙に楽しそうなんですね………」

　ゆりかは憐みの視線を孝太郎に向けた。だが茶色いタイツで馬の後うしろ脚あしのパーツを背せ負おった彼女が、この場所で一番憐あわれだった。ちなみに馬以外にも立ち木や太陽など、彼女の演じる役やく柄がらは多い。

「それじゃあみんな、そろそろ位置について！　最初のシーンの稽けい古こを始めるわよ！」

　そんな時、舞ぶ台たいの上から舞ぶ台たい監かん督とくを務める演劇部の部長の声が飛んだ。稽古の為のセットの準備が完かん了りようしたのだ。

『あ、出番だ』

「あぁ、待って下さぁい！」

　早苗はすぐに孝太郎の所へ漂っていく。ゆりかもすぐその後を追う。

　最初のシーンは悪漢に追われている白銀の姫を、偶然通りかかった青騎士が助け出す所。一〇六号室の住人達の中でこのシーンに関係があるのは、青騎士の孝太郎と、馬の後ろ脚のゆりか。そして孝太郎のフォローをする早苗だけだった。

「それじゃ里見君、私向こうからだから。また後でね？」

　晴海は舞台の上かみ手てから演技を始めるので、下しも手てから助けに入る孝太郎とは待機する場所が違う。彼女は孝太郎と別れて舞台の上手方向へ移動していく。

「はい、先輩も頑張って下さい！」

「うん！」

　そして晴海は元気な笑顔を残して去っていった。するとそんな彼女と入れ替かわりに、小さな妖精と馬の後ろ脚がやってくる。

『孝太郎』

「おう、今日は頼たのむな、二人とも」

『うん』

「ひひーん」

　孝太郎に合流すると、早苗もゆりかも気合いの入った表情を覗かせる。二人ともやる気は十分だった。特にゆりかはこの後に山さん賊ぞくＡの見せ場が控ひかえているので、いつになく張り切っていた。

『それで孝太郎、最初はどうするの？』

「んー、そうだな、最初はセリフや演技の間違いだけチェックしててくれ。セリフのフォローは本番が近付いてからだけで良い」

『わかった。間違えたとこを覚えとけばいいんだね』

　大分マシにはなったが、演技は付つけ焼やき刃ばの孝太郎なので、間違いがないように幽ゆう霊れいの早苗が助手につく。孝太郎より記き憶おく力りよくが良い上に普通の人間には見えない早苗は、孝太郎のフォローにもってこいだった。また、風が強い設定のシーンではこっそりマントをはためかせるなど、早苗には特とく殊しゆ効こう果かまわりの細かい仕事も多い。

「ゆりかは前が見えないんだから、足元にだけは気を付けろよ？」

「大丈夫です。沢たく山さん練習しましたから！」

　そうして孝太郎と二人の少女は声を掛け合いながら舞台へ上がっていく。この後は出番まで舞ぶ台たい袖そでで待機している事になる。

「………あれ？」

　そうして孝太郎が舞台袖に上がった時、入れ替わるようにして一人の少女が階段を下りていった。

　―――あんな子、いたっけ？

　孝太郎は思わず振り返ってその姿を確かめる。薄うすいブルーの髪かみに、黒と白を基調としたドレス。そしてその顔を飾かざる、アンティーク物の眼鏡。それは孝太郎が見た事のない少女だった。

「どうしたんですか、里見さん」

「あぁ、それが今、見た事もない女の子とすれ違ってさ」

「そうなんですか？」

　ゆりかはその衣装が邪魔になって、少女の姿を見ていなかった。

『すっごい上品な衣装着てたし、貴族のその他大勢役とかじゃない？』

「あぁ、そうかもな」

　この舞台の為に投入されているエキストラは結構な数に上る。多くが他の部からの助っ人なので、孝太郎も全員の顔を知っている訳ではない。

　早苗の言葉に納得した孝太郎は再び問題の少女の方を見たが、彼女の姿はもう見当たらなかった。孝太郎がゆりか達と話している間に、少女はどこかへ行ってしまったのだ。

　―――行っちまったか………。まぁ、いっか………。

　孝太郎には何となく気になる少女だったのだが、エキストラならまたいずれ会えるだろうと、少女の事は頭の片かた隅すみに追いやった。孝太郎にはやるべき事があるのだ。

「よーし、いっちょやるかぁ！」

　今の孝太郎の一番の仕事は、青騎士をきちんと演じる事だった。










『あ、あなたは一体!?』

『御ご安あん心しんください、アライア皇女殿下。故郷を遠く離れた漂ひよう泊はくの騎士なれど、皇家への忠誠心はいささかも失われておりませぬ』

　舞台の上では、孝太郎と晴海の演技が続いてた。二人の演技は見事で、特に晴海の演技は抜きんでていた。

　―――やっぱり凄いな、桜庭先輩は………。格が違うというか、本物に見えるというか………。

　晴海の凄さを一番理解していたのは、やはり孝太郎だった。セリフ読みの時から一緒に練習をして、ずっと目の前で見てきたからそれが良く分かる。晴海の真しん剣けんさ、そしてこの役に懸かける想い。こうして向かい合っているとそれがびりびりと伝わってくるのだ。

　だから孝太郎は彼女のその気持ちに乗っかるだけで良かった。そうすれば自然と青騎士の気持ちになる事が出来た。晴海の演技が引っ張ってくれるので、多少セリフの間違いはあっても、演技で迷う事はなかった。

『しかし地位を追われた今のわたくし達に味方をするという事は、フォルトーゼの全てを敵にするというのと同じ事なのですよ!?』

『確かに、アライア殿下の仰る通りかもしれません』

『だったら―――』

『しかしそれでも、我わが誇ほこりと忠義、そして何よりフォルトーゼの民の心を敵に回さずに済みましょう。それに誰が敵であるのかは大した問題ではありませぬ。誰を裏切らぬかが大切なのです』

　そして晴海は晴海で孝太郎の存在を頼もしく思っていた。

　―――里見君が一緒なら頑張れる………。それに、何だか胸がドキドキして………。この気持ちがあれば、きっとうまくやれる！

　人前が苦手な晴海にとって、舞台の上は緊きん張ちようの連続だった。しかし孝太郎と向かい合っていると、緊張する事なく演技する事が出来た。

　―――それに絶対、里見君が守ってくれるから………。

　その安心感が晴海に力を与え、のびのびとした演技を引き出していた。そして孝太郎が出ないシーンであっても、それは変わらなかった。すぐに孝太郎が助けに来ると思えば、不思議と強い気持ちでいられるのだった。

「殿下………サトミ様も、サクラバ様も、素す晴ばらしいですね………」

「………」

　孝太郎と晴海の演技は、フォルトーゼでこの手の演劇を何度も見ているティアとルースをも唸うならせるものだった。

「殿でん下かがサトミ様に指導した事が遺い憾かんなく発揮されていますし」

「………い、いや、これは………そんなものでは………」

　演技という意味では、二人ともまだプロには遠く及およばない。セリフの発音は切れが悪いし、身体の動かし方も拙つたない。

　なのにティアには何な故ぜか二人がきちんと白銀の姫と青騎士に見えてしまう。見ている方にそう確信させてしまう何かが、二人の演技にはあった。

『では一つだけお教え下さい』

『何なりと』

『その胸に刻まれた皇家の騎士たる紋章。そのお姿、振る舞い。そして気高く誇り高たかきお心。あなたは紛れもなくフォルトーゼの騎士。しかし……しかし、その剣つるぎに刻まれた家か紋もんにだけは見覚えがございません。あなた様はいずこより参られたのでしょう？』

『………幾百万の刻と、幾千万の道程の彼方かなたから』

「じゃが………」

　だがたった一つだけ、ティアには不満があった。それは演技がうまくいっていればこその不満だった。

　―――何故、わらわはここにおる？　何故、わらわはこうして見上げておるだけなのじゃ？　何故―――

「………青騎士の守るべき姫が、わらわではないのじゃ………？」

　舞台を見上げるティアの口からこぼれた、小さな不満。それは幼い頃からの青騎士への憧れが言わせた言葉だった。

　いつか青騎士に相応しい立派な皇女になりたい。いつか青騎士のような素す敵てきな騎士に出会いたい。そして二人で力を合わせて母親のエルファリアを守りたい。

　今のティアをティアたらしめている、根源的な想い。それらを支えているのは青騎士への強い憧れ。その憧れの気持ちが、孝太郎の演技を見て大きく揺れ動うごいていた。

　そしてそれは舞台の上に立つ人物を青騎士と認めればこそ、溢あふれ出した想いなのだった。










　そうしてティアが動どう揺ようしている頃。この場にはもう一人、動揺している人物があった。

「ば、馬鹿な………その言葉は、あの人が言ったのと同じ………？」

　それはキリハだった。いつも冷静で余裕のある優やさしい笑顔を絶やさない彼女が、深い驚おどろきに表情を歪ゆがめていた。彼女にそうさせたのは、直前に孝太郎が舞台の上で口にしたセリフだった。キリハにはその言葉に聞き覚えがあったのだ。

「それをどうして、青騎士が口にするのだ………？」

　キリハは今日もらったばかりの台本を慌ててめくる。彼女の聞き間違いではない。そのセリフは確かに青騎士のセリフとして台本に記されていた。

「そんな………いったいどうして………」

　キリハは茫ぼう然ぜんとそう呟つぶやくと、服のポケットに右手を突っ込んだ。取り出したのは一枚のカード。十年近く前に彼女が初はつ恋こいの男性から貰った、想い出の品だった。そのカードを目にすると、かつての記き憶おくがまざまざと蘇よみがえ　ってくる。

『おにいちゃん、それでおにいちゃんはどこから来たの？』

『う～～ん、一言では説明し辛いんだが………そうさなぁ、さしずめ、幾百万の刻と、幾千万の道程の彼方から、って所かな』

『あはははっ、カッコつけ過ぎだよぉ、おにいちゃぁん』

『実は俺おれもそう思った所だ』

　キリハは当時幼かったし、長い時間が経たってしまったおかげで、今では初恋の人の顔はぼんやりとしか想い出せない。名前も聞いた筈だが、おにいちゃんと呼んでいた事しか想い出せなかった。

　しかしキリハは確かに聞いたのだ。キリハのどこから来たのかという問いに対して、彼が『幾百万の刻と、幾千万の道程の彼方から』と答えたのを。それはそうやってきちんと想い出せるほど、キリハの幼心にも印象的な言葉だったのだ。

　―――何か理由が？　いや、そんな筈は………フォルトーゼと地球を股またにかけた理由などある筈がない………。となると偶然、なのだろうが………しかし………。

　キリハ自身、これが偶然の一いつ致ちだという事は重々承知している。しかし内容が自分の大切な想い出に関かかわっているので、偶然の一言では片付けられなかった。

　―――後で一応ティア殿に詳しい話を訊きいてみるか………。

　キリハはそう決めると、ティアを探して視線を巡らせる。するとティアの姿はすぐに見付かった。長く美しい金色の髪と、真っ白な純白のドレスは遠くからでも良く目立つ。ティアは背の高い照明用のライトの近くに立ち、一心に舞台上を見上げていた。

　―――ティア殿も我と同じく、この舞台への思い入れは強いようだな………。

　そうしてキリハが小さく微笑んだ時だった。ティアの傍に立っている照明用のライトがぐらりと傾かたむいた。
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「まずいっ!?」

　ライトが傾くのが目にしたキリハは、慌てて大きな声を張り上げた。

「ティア殿っ、すぐにそこから逃にげろぉっ!!　ライトがぁっ!!」

　傾いたライトは、そのまま真っ直ぐにティアに向かって倒たおれていった。










「ティア殿っ、すぐにそこから逃げろぉっ!!　ライトがぁっ!!」

「な、なんじゃ!?」

　キリハの声はきちんとティアに届いていた。しかし舞台の上に注目していたティアは、その声に驚いただけで立ち竦すくんでしまう。

「殿下っ、照明のライトが倒れてっ」

　ティアがライトの方へ振ふり返ったのと、ルースが叫さけんだのはほぼ同時だった。

「なっ!?」

　ライトは加速しながらティアに向かって倒れ込んでいく。そのライトは舞台のライティング用の大型のもので、直ちよく撃げきすれば大おお怪け我がは免まぬがれない代しろ物ものだった。

　―――こ、これでは間に合わぬっ!!

　ティアは咄とつ嗟さに身をかわそうとしたが、ライトはもう目の前で身のかわしようがなかった。

「きゃあぁぁっ!!」

　この時のティアに出来た事は、悲鳴を上げて両目をぎゅっとつぶり、身を固くする事だけだった。

　ズドォォォン

　大きな音と激しい衝しよう撃げき。ティアは体育館の床ゆかに叩たたき付つけられ、ほんの一いつ瞬しゆん意識が遠のく。それでティアには自分がどんな状じよう況きようにあるのかが分からなくなった。

「殿下ぁっ、サトミ様ぁっ!!」

　一度失われたティアの意識を呼び醒さましたのは、動揺して裏返ったルースの声だった。

　―――サトミ様、じゃと………？

　どうして孝太郎の名前が出てくるのか戸と惑まどっていると、ティアは自分の顔に水すい滴てきが落ちて来るのを感じた。

　―――これは一体………？

　不思議に思ったティアは、そこでようやく目を開けた。するとティアの視界いっぱいに青い何かが広がる。

「なんじゃ………？」

　それが何であるのかに思い当たる前に、再び水滴が顔に落ちた。その水滴に反射的に顔を上げると、ティアはそこに思いもよらない人物の顔を見付けた。

「………お怪け我がはございませんか、皇女殿下」

　ティアの顔に滴したたっていたのは、その人物の額から流れ落ちた血液だった。その血の温かさを改めて感じた瞬しゆん間かん、これまでぼんやりしていたティアは意識がはっきりし、自分に何が起こったのかを一気に思い出した。

「………あ、あおきし、さま………？」

　―――ま、まもってくれた………？　青騎士様が、わらわをたすけにきてくれた………？　そしてだからこそ、ティアは目の前の人物に視線を奪うばわれる。

「良かった、御ご無ぶ事じのようですね、ティアミリス皇女殿下」

　その人物―――孝太郎は、ティアに襲おそいかかるライトを受け止め、彼女の事を守ったのだった。










　キリハが声を上げた時、孝太郎は丁度ティアの方を向いていた。それは台本の指示によるものなのだが、おかげでティアに向かって照明が倒れていくのを目の前で見る事となった。

　―――チューリップ!!

　その瞬間、孝太郎は反射的に飛び出していた。策も勝算もない。ただ助けなければならないという衝しよう動どうに駆かられて、孝太郎は舞台の床を蹴けり、ティアに向かってジャンプしていた。

　ギャリィッ、ギギギギギギィィィッ

　孝太郎がティアを抱だき抱かかえたのと、ライトが孝太郎の身体に接せつ触しよくしたのはほぼ同時だった。ライトは孝太郎の身体に激しい衝撃を与え、耳みみ障ざわりな金属音を響かせる。だが孝太郎は青騎士の鎧を着ていた為ためにライトの直撃にも何とか持ちこたえる事ができた。怪我は殆ほとんどなく、僅かに額を切っただけで済んだ。

「………お怪我はございませんか、皇女殿下」

　おかげで孝太郎には冗じよう談だんを言う余裕があった。

　孝太郎がティアを守る事が出来たのは二つの幸運が重なったからだった。一つは孝太郎がティアの方を向いていた事、そしてもう一つは青騎士の鎧を着ていた事だ。

　孝太郎がティアの危機に気付かなければ助けようがなかったし、青騎士の鎧がなければ助けられなかった。間に合ったのは鎧が孝太郎のジャンプ力を補助していたからだし、鎧の強固な防ぼう御ぎよ力りよくのおかげで孝太郎とティアに怪我がなくて済んだ。

「………あ、あおきし、さま………？」

「良かった、御無事のようですね、ティアミリス皇女殿下」

　―――やれやれ、無事だったか………。

　孝太郎は両りよう腕うでで抱いているティアの無事を確かく認にんすると、ホッと胸を撫なで下おろした。そして孝太郎は右手だけを動かして、背中に乗ったままになっているライトに手をかけた。

「よいせっ」

　ギギッ、ガゴォォォン

　孝太郎が軽く力を込めると、鎧は呆あつ気けないほど簡単にライトを押し退のけてくれる。ライトは床に倒れ、孝太郎とティアは完全に危機から脱だつすることができた。

「ふぅ………」

　孝太郎はもう一度安あん堵どの息を漏もらすと、ティアを抱いたまま立ち上がる。ティアは強いショックを受けているようで、孝太郎が立ち上がった後も無言で孝太郎を見つめていた。

「チューリップ、立てるか？」

「あ………」

　チューリップ。

　孝太郎がその言葉を囁ささやいた途と端たん、ティアは身体をビクッと震ふるわせて我に返った。そしてティアは何度か瞬まばたきをしてから素す早ばやく視線を巡めぐらせ、自分がどういう状況なのかを把は握あくした。

「だ、大丈夫じゃ、た、立てる」

　ティアは赤らんだ顔を繰くり返し縦に振る。自分が孝太郎に抱き締められている事に気付き、恥ずかしくなったのだ。

「離すぞ」

「あっ………」

　しかし孝太郎がティアを解放した時、ティアは孝太郎の頬ほおを伝う血の筋に改めて気が付いた。額の傷から流れ出した血は頬を経由して顎へ伝わり、そこから滴しずくとなって床に落ちていく。

　―――青騎士様が、怪我をなさっている………。

　孝太郎の怪我に気付いたティアは、慌ててポケットを探さぐるとハンカチを引っ張り出した。そして軽く背せ伸のびをするようにして孝太郎の額に押し当あてる。

「ん？　な、なんだチューリップ？」

　孝太郎は怪我をしている自覚が無かったので、ティアが何をしているのかが分からない。孝太郎は一度離はなれてティアが何をしているのかを確かめようとした。

「ま、待って青騎士様っ、あなた様は額に怪我をしておいでなのですっ！」

「怪我………？」

　孝太郎はティアに言われて初めて額が痛む事に気付いた。そこに手を当てると指先にぬるっとした感かん触しよくがあった。するとティアがその手を押し退けるようにして、再びハンカチを孝太郎の額の傷に押し当てた。

「少し落ち着け、チューリップ。大した怪我じゃない」

「わらわの為に青騎士様が怪我をしたというだけで、大した事なのですっ!!」

　今のティアは完全に青騎士と孝太郎の事を混同していた。

「だから落ち着けって。俺は本物の青騎士じゃないんだぞ？」

　それをショックを受けているからだと思った孝太郎は、何とかティアを落ち着かせようとする。

「あ………」

　俺は本物の青騎士じゃない。

　その言葉がティアの耳に届いた瞬間、彼かの女じよの身体がほんの一瞬だけ動きを止めた。ティアはその直後に再び動き出したものの、その顔は恥ずかしさに真っ赤になっていた。

「………す、済まぬ。少々気が動転しておった」

「ちゃんと分かってるって。でも、随ずい分ぶん可愛かわいらしい所があるんだな、お前」

　ティアが動転していたのは、青騎士に怪我をさせたと思ったから。それは孝太郎が普段のティアに対して抱いているイメージとは少しかけ離れた行動だった。

「………い、いつもなら殴っておる所じゃが、今日は許してやる」

「ありがとうございます、皇女殿下」

　状況が状況だからか、ティアはいつもよりしおらしかった。孝太郎もそんな彼女をこれ以上からかう気にはならず、素直に礼を言った。

「いや………それはわらわのセリフじゃ」

　するとティアは首を横に振る。

「大義であった、コータロー」

　礼の言葉とはいえ、ティアの口から飛び出したのはいつもと同じく上からの言葉だ。

「お、おう………」

　だがこの時の孝太郎は、不思議とその事に反感を抱く事は無かった。










「サトミ様、保健室へ参りましょう」

「だ、大丈夫ですよ、このぐらい」

「頭に傷があるのじゃ。観念して素直について参れ」

「けどなぁ………」

「そなたが行かねば、わらわも行かぬ」

「分かったよ、もう………」

　ルースに連れられて、孝太郎とティアが体育館の出口へ向かう。病院や保健室が嫌いな孝太郎が多少ごねたものの、結局はティアとルースの意見に負けて一いつ緒しよに体育館を出ていった。

「良かった………里見君達が無事で………」

　そんな三人を見送ると、晴海はホッとして大きな溜ため息いきをついた。孝太郎が怪我をしたと知った時、晴海もティアと同じように軽いパニック状態になった。しかし孝太郎の無事を確認すると、彼女も落ち着きを取り戻していた。

　落ち着きを取り戻していたのは彼女だけではなく、体育館に居た者達は軒のき並なみそうだった。一時は凍りついていた空気も今は元の調子を取り戻し、多くの人間の顔に笑顔が戻っていた。

「そうですね。本当に良かった」

　晴海の横でキリハが頷うなずく。しかし周囲の明るい表情とは裏腹に、キリハの表情だけは厳しかった。だが孝太郎達に気を取られている晴海はキリハのそんな表情には気付かなかった。

『………どうしたのキリハ、そんな怖こわい顔して………？』

　キリハの様子に気付いたのは、近くに浮かんでいた早苗だった。キリハは一度早苗に目をやると、倒れたままになっているライトの脚の部分を指さした。

「………ここを見ろ、早苗」

『なぁに？　この折れた脚がどうかしたの？』

　キリハが指さしたのは、ライトに三本ある脚の内の一本だった。先程ライトが倒れたのは、それが折れたせいだったのだ。

「この断面を良く見てくれ。折れたにしては、断面が鋭するど過ぎる」

『ほんとだ。これじゃ折れたっていうよりも―――ってまさか!?』

　早苗はそこでキリハの言わんとしている事に気付き目を丸くした。そんな早苗にキリハは大きく頷いた。

「そうだ。どうやら扱あつかいの難しい問題に発展しそうだな」

　―――以前、ティア殿は謎なぞの宇宙船が現れたと言っていたが………。

　謎の宇宙船。ティアに向かって倒れたライト。その折れた脚に残された綺き麗れい過ぎる断面。

　そこからキリハが導き出した結論は、新たな敵が現れた、というものだった。
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「ふむ、どうやら傷は完全に塞ふさがっておるようじゃな」

「何度もそう言ってるだろ」

「そなたの言葉はイマイチ信用ならぬ」

　孝こう太た郎ろうが頭に怪我をしてから一週間。その頃になると、孝太郎の頭の傷もすっかり塞がり、殆ど目立たなくなっていた。

「それにそなたの顔はそなたの物であってそなたの物ではない。明日が本番という時だから、顔の状態が気にもなる」

「………俺じゃなくて青騎士の心配をしとるのか、お前は」

「いけないか？」

「いや、実にチューリップらしいと思うぞ」

「ふふん♪」

　ティアは満足げに笑うと、弾はずむような軽い足取りで孝太郎の横を歩き始める。

　―――そうか、愚民の傷は治ったか………。

　しかし実の所、今のティアには孝太郎と青騎士の境界は曖あい昧まいだ。彼女自身も孝太郎の心配をしているのか、青騎士の心配をしているのか、明確な区別はついていなかった。

「ともかく、これで明日からの文化祭も安あん泰たいじゃ」

「おいチューリップ、お前は文化祭云うん々ぬんよりも、少しは自分の事を心配しろよ。例のクランとかいう奴に狙ねらわれてるんだろう？」

　実は一週間前のライトの一件以来、ティアは何度か危ない目に遭あっていた。

　その全すべてが事故に見せかけた巧こう妙みような罠わなで、しかも犯人を示すような手て掛がかりは残されていなかった。そんな状況で攻こう撃げきのどれもが大事には至っていないのは、ティア自身の運動能力と、孝太郎達によるフォローの賜たま物ものだった。

「何じゃ？　心配しておるのか？」

「多少はな。目の前で大怪我されたり死なれたりしたら後味悪いし、ルースさんも泣くしな」

「じゃが逃げ隠かくれするのは性に合わぬ」

　孝太郎は更さらなる襲しゆう撃げきを心配していたが、当のティアは不敵に笑うばかりだった。

「そんな事言ってると、ライトの直撃だけじゃ済まないぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶじゃ。わらわも蛮ばん勇ゆうでこんな事を言うておる訳ではない。相手がクランだと分かっておれば、大丈夫なのじゃ」

「どういう意味なんだ？」

　孝太郎はてっきりティアが意地を張って強気でいると思っていたので、彼女のこの答えは意外だった。

「クランは徹てつ底てい的てきに下調べをしてから、手掛かりを残さぬようにわらわを攻撃するじゃろう。そうせねば、自分がわらわの事故に関かん与よした事がバレてしまうからな」

　ティアに何かがあれば、クランが関与していないかが必ず調べられる。地球で試練のあるティアはともかく、地球に関係のないクランがいるのだからいかにも怪あやしい。その時、証しよ拠うこが出れば皇位継けい承しよう権けんの剥はく奪だつは確実だ。だからティアは、クランはそうならないように工く夫ふうしてティアの試練を邪じや魔ましようとする筈はずだと考えていた。

「となれば、クランが下調べをしていない行動を取っている間は安全という事じゃ」

「そうかなぁ………」

「そうじゃとも。下調べと入念な準備をしているからこそ、あやつの攻撃はこんなに時間がかかっておるのじゃ。考えてもみよ、あやつが地球へ来てから既すでに二ヶ月近くが経っておるのじゃぞ？」

「言われてみれば………」

　孝太郎はそこでようやくティアの言葉に納なつ得とくする。『青騎士』が謎の宇宙戦せん艦かんの出現を感知してから既に二ヶ月が経過していた。その間、その乗組員は一体何をしていたのか。ティアを襲う為の偵てい察さつを続けていたのではないか。そう考えると、いろいろとつじつまが合う。

　クランの戦艦の戦せん闘とう力りよくの低さ、クランの性格、ティアを攻撃した後に起こる諸問題。その全てを考え合わせると、孝太郎にもティアの言う通りの事が起こっている可能性が高いように思われた。

「じゃからこうしてそなたと登校しておるうちは何の問題も無いということじゃ。わらわはこれまで、そなたと共に登校した事など無いのじゃからな」

「しかしだなぁ………」

　だが孝太郎は不安が拭ぬぐえなかった。そこには孝太郎がクランという人間を知らない事が大きく影えい響きようしていた。顔の見えない相手だからこそ、何か思わぬ方法でティアが危険な目に遭うのではないかという気にさせられてしまうのだ。

　―――愚民は………わらわの心配をしてくれておる………。

　出会った時からずっと孝太郎は家臣になるのは嫌いやだと繰り返して来た。しかしこうしてティアに危険が迫せまると我が事のように心配している。

　―――皇女ティアミリスではなく、わらわ個人、いうなればチューリップを心配してくれているというべきじゃろうか………。

　ティアと孝太郎は主従関係ではない。にもかかわらず孝太郎は心配している。それは皇家に生まれたティアにとっては初めての経験だったが、悪い気はしなかった。

「そんなに不安なら、そなたがわらわを守れ」

　ティアはそう言って微笑ほほえむ。ティアの気持ちは不思議と弾んでいた。

「それが騎士の務めではありませぬか、青騎士様？」

「お前は自分に都合のいい時だけ、俺を青騎士にするなぁ………」

　表情の明るいティアとは反対に、孝太郎は呆あきれたように肩を落とす。やれやれと言わんばかりだった。

「いけないか？」

　するとしてやったりと言わんばかりにティアは悪いた戯ずらっ子の顔を作った。口くちの端はが持ち上がり、その顔に意地悪な笑えみが浮かぶ。

「いや、実にチューリップらしいと思うぞ」

「ふふん♪」

　しかしそんな意地悪な顔も一瞬の事。次の瞬間にはティアは再び楽しげな笑顔を作った。

「大いに励はげむが良い。皇女の護衛は騎士にとって最高の栄えい誉よであるのじゃからな」

「………」

　―――チューリップ？

　その笑顔は孝太郎に護衛も良いかなと思わせるほど、華はなやかで美しかった。










　文化祭の前日は、文化祭の準備と前夜祭に当てられる。そのため演劇部の最終練習も夕方になる前に終しゆう了りようとなった。

「みんなお疲つかれ様さま。明日は本番だから、前夜祭でハメを外し過ぎないように気を付けてね」

　演劇部の部長が練習の終了を告げると、体育館に居る者達に練習の時のそれとは違う活気が沸き上がった。

「よぉぉぉしっ、いよいよ文化祭が始まるぜぇぇぇぇっ！」

「コスプレ喫きつ茶さ、コスプレ喫茶！」

「あ、コスプレ喫茶で思い出したけど、合唱部が執しつ事じ喫きつ茶さをやるみたいよ？」

「うそー!?　でもそっか、合唱の時のスーツがそのまま使えるもんね」

「あたしは科学部恒こう例れいのお化け屋や敷しきに興味がある～～」

　辛い練習の日々もこれで終わり。今夜の前夜祭、明日からの本番と、誰もが待ちに待った文化祭が始まるのだ。

「ふいー、やっと終わったかぁ………」

　最終練習の間中ティアに怒ど鳴なられ続けた孝太郎は、部長の終了の言葉を聞くと大きく伸のびをした。すると固まっていた身体の節々がポキポキと音を立てる。サイズが合っているとはいえ、やはり鎧よろいは窮きゆう屈くつなのだ。

「孝太郎、これを使うと良い」

　そんな孝太郎に向かって、女神官の衣装を身に着けたままのキリハがタオルを差し出した。

「サンキュー、キリハさん」

『あっ、あたしが持ってきたげるよ』

　すると妖精の格好の早さ苗なえがキリハの所まで飛んでいきタオルを受け取った。それは傍から見るとタオルがふわふわと空を飛ぶ怪かい奇き現象なのだが、早苗は器用に周囲の視線を避さけて孝太郎の所へ戻もどって来た。

『はい、孝太郎』

「ありがとな、早苗」

『へへへ～～～』

　孝太郎は早苗からタオルを受け取ると、その頭を撫でてやった。すると笑う彼女の胸むな元もとでお守りが揺れる。本当なら妖精の衣装にお守りは似合わないのだが、元気の良い早苗だと不思議と気にならなかった。

「生き返るー。やっと一息ついた」

「何をおっさんくさい事を言ってるんだ、お前は………」

　孝太郎がタオルで顔を拭いていると、そこへ賢けん治じが通りかかった。賢治は既に兵士の衣装を脱ぬぎ、制服姿だった。

「よう、マッケンジー」

「コウ、お前は青騎士なんだから、そいつを着ている間ぐらいビシッとしてた方が良いぞ？」

「うるせー！　終わりって言われたら終わりなんだよ！」

「へいへい」

　孝太郎の剣けん幕まくに賢治は苦笑気味に肩を竦める。だが賢治はすぐに孝太郎の鎧をまじまじと眺ながめ始めた。

「しかしなんだかんだで様になってきたな、お前の青騎士っぷり。鎧も似合ってるし」

「そうでなきゃ困るぞ。チューリップの指導を耐たえた意味がない」

「聞くところによると、相当酷ひどかったらしいな」

「おうよ。聞くも涙なみだ、語るも涙の物語。あれに耐えた俺は、きっと今後強く生きていけるぜ」

　孝太郎の脳のう裏りにこの二週間の辛い特訓の日々が蘇る。

　姿勢を直され、歩き方を矯きよう正せいされ、言こと葉ば遣づかい、礼れい儀ぎ作法、剣けん術じゆつ、ティアに叩き込まれた騎士の教養は数え切れない。しかも少し間違えば竹刀しないが飛んでくる。唯ゆい一いつティアがついてこないトイレ以外の場所では気が休まる事がなかった。

「ご、ごめんなさい、里さと見み君。私が頼たより無ないばっかりに………」

　いつの間にか孝太郎の傍に晴はる海みの姿があった。彼女は今の孝太郎の言葉を聞いて、申し訳なさそうに身体を縮める。晴海は孝太郎が苦労をしたのは自分のせいだと考えていたのだ。

「先輩のせいじゃありませんって。大体、俺が先輩を白銀の姫に推すい薦せんしたんじゃありませんか」

「それは、そうですけど………。でも、私がもっとしっかりしていれば、松まつ平だいらさんが青騎士のままで良かった訳ですし………」

「俺はコウが音を上げるような特訓は御ご免めん被こうむりたいので、全く構いませんが」

　賢治は日々やつれていく孝太郎の姿を見ていたので、自分が青騎士を降りなければならなかったのは残念だったものの、不満は感じていなかった。

　だがもし賢治が青騎士のままであれば、ティアはここまでの事はしなかっただろう。これは相手が孝太郎であればこそなのだが、それはティアにしか分からない事だった。

「それに俺がこのレベルで青騎士をやるなら、もっと役作りに時間が欲しかったかな。この短期間で無む理り矢や理りここまでもってくるにはコウを特訓するのが一番だろうさ」

「………褒ほめられてるんだか、貶けなされてるんだか」

「ばぁか、珍めずらしく褒めてるんだよ」

「………ふふふ」

　黙だまって孝太郎と賢治のやりとりを見ていた晴海はそこで小さく笑い始める。

　―――良かった良かった………。

　ようやく笑顔を見せた晴海の姿に、孝太郎はホッと胸を撫で下ろした。

「こんなところで何をしておる、サトミ・コータロー」

「へっ？」

　しかし孝太郎がホッとしていられたのはほんの僅わずかな時間だった。部長との打ち合わせを終えたティアは一気に駆け寄よってきて孝太郎の腕うでを取った。

「へっ？　ではないわっ！　そなたはこのまま居残りで特訓じゃあっ！」

「えええぇぇぇぇぇっ!?」

　ティアはそのまま孝太郎を舞台の方へ引ひき摺ずって行こうとする。だが前夜祭に行きたい孝太郎はそれに抵てい抗こうした。

「まっ、待て、チューリップ！　俺は前夜祭に行くんだっ！　みんなで馬ば鹿か騒さわぎするんだぁぁぁっ！」

「駄だ目めじゃあっ!!　前夜祭で騒さわぐ暇ひまがあったら、もっと騎士らしく振る舞まえるようになって貰もらわねばならぬっ!!　このままではそなたの社交界デビューは遠いぞっ!!」

「嫌だぁぁぁぁっ!!　デビューしたくなぁぁぁぁぁぃっ!!」

　だがティアは孝太郎の抵抗をものともせず舞台へ向かう。彼女は舞台へ駆け上がると、強ごう引いんに孝太郎を舞台上へ引き摺りあげた。

「里見君………」

「御ご愁しゆう傷しよう様さまです」

　晴海は心配そうに、賢治は楽しそうに孝太郎とティアを見送る。

『あぁ～あ………ティアったら、勝手なんだから………』

「そんな顔をする事はない、早苗」

　孝太郎と遊びに行く気満々だった早苗はふくれっ面つら。そんな早苗にキリハは穏おだやかに笑いかけた。

「孝太郎はあんな事を言っているが、本当は練習をするつもりでいるのだ」

『どういう事？』

「ティア殿と孝太郎の体格差からすると、孝太郎が本当に嫌なら逃げられない筈がない。ましてやあの機械仕じ掛かけの鎧を着ているのだ。孝太郎にその気がなくば、ああして連れてはいけないだろう」

『………そっか』

　キリハの話を聞いて早苗は納得したが、今度は孝太郎に不満を感じ始めた。

　―――孝太郎っていつもは無む茶ちや苦く茶ちやの癖くせに、変な所でお人ひと好よしなんだから………。優しくするのはあたしにだけでいいのにぃっ！

　だが早苗の気持ちは複雑だ。それが孝太郎の良い所であると、早苗は誰よりも良く知っているのだった。










　晴海が着き替がえを済ませ、帰り支度を整えても、孝太郎とティアは舞台で練習を続けていた。

『こら愚ぐ民みんっ、姿勢が悪くなっておるぞっ！　剣にばかり気を取られるでないわっ！』

『姿勢を崩くずさずに剣を抜けって言われてもだなぁっ、そう簡単に行くかぁっ！』

『言い訳は聞かーん！　そんな事を言う暇があったら、さっさと剣の握り方を改めよ！』

　そんな二人の元気な声は体育館の外に居る晴海の所まで届いていた。

「里見君………まだやってるんだ………」

　既に日は暮れ、辺りは夕ゆう闇やみに包まれていた。体育館の入り口の辺りは奥まった場所にあるので特に暗い。晴海はそんな寒々しい場所に一人立ち尽くしていた。

　校庭の方からは前夜祭の騒ぎが聞こえてきている。スピーカーから飛び出す司会者の声、音楽、そして生徒達の喧けん騒そう。体育館の辺りでもそれらがはっきりと聞き取れる。

『この野や郎ろう、下した手てに出てれば良い気になりやがって！』

『何じゃその口の訊き方は！　それが皇女に対する言葉かっ！」

　しかし晴海が聞いていたのは孝太郎達の声だけ。晴海の心には、それ以外の音は少しも届いていなかった。

『覚えとけよ、終わったら酷いからなっ、ティアミリス皇女殿下っ』

『忘れたー♪』

『この野郎、表に出ろ！』

　―――里見君………ティアミリスさん………。

　晴海がここへやってきたのは、孝太郎の練習の手伝いをする為だった。しかしいざ体育館の扉とびらに手をかけた所で、晴海の決意は鈍にぶっていた。孝太郎とティアのやりとりを聞いて、怖おじ気け付づいてしまったのだ。

『落ち着け愚民。明日の本番が終わったら、いくらでも埋うめ合あわせはしてやる』

『言ったな!?　本当だろうなっ!?』

『無論じゃ。わらわもそこまで傲ごう慢まんではない。献けん身しんには正当な対価で応じる。我が名にかけて誓ちかおう』

『分かった分かった。………んで、どこからだっけ？』

　孝太郎とティアの練習風景は、孝太郎と晴海のそれとは決定的に違ちがっていた。

　ティアを相手にしている孝太郎は元気で、全く気き兼がねなく接している。これに比べて晴海を相手にしている時の孝太郎は控え目めで、どことなく遠えん慮りよがあった。

　―――里見君はティアミリスさんの事は仲の良いお友達として扱っているけど………私は………文字通りお姫ひめ様さま扱あつかいというか………。

　晴海は孝太郎が自分を大切にしてくれている事は良く分かっている。しかしこうして孝太郎とティアのやりとりを見ていると、自分がティアに一歩も二歩も遅おくれている気がする。同じ友達でも、お客様に近い扱いをされているように感じてしまうのだ。

　―――海で会った時に、喧けん嘩かしたっていう女の子はもしかして………ティアミリスさん………？

　そして夏休みに孝太郎と海で会った時の事を思い出すと、晴海はとても不安な気持ちになる。あの時の孝太郎は、仲が悪かった相手との関係の変化に悩なやんでいた。その相手が、もしティアであったとしたら。

　―――もしそうなら………勝てっこない………。里見君は、私にはあんな風にしてくれない………。

　そういった幾いくつもの不安が重なって、晴海から体育館の扉を開ける勇気を奪っていたのだった。

『ワハハハハハハッ!!　ちょっと背伸びしろチューリップ。お、お前が白銀の姫ひめをやるにゃあ、背が低過ぎるぞ!!　ギャハハハハハハァッ!!』

『だっ、黙れ愚民がぁっ!!　レディに何たる口の訊き方をっ!!　礼儀がなっておらんっ!!』

『す、すまん、ククク、じゃ、じゃあこの段ボールをお使いください。クククク、プククククククッ!!』

『おのれぇ、無理を言っている手前、優しくしておればつけあがりおってぇぇっ!!　その腐くさった性しよう根ねを叩き直なおしてくれるわっ!!』

　結局、晴海が体育館のドアを開ける事はなかった。彼女はそのまま体育館へ背を向け、喧騒に包まれている校庭へ足を向けた。

　―――どうしたら私も、里見君とあんな風に………。

　しかし前夜祭の騒そう動どうに紛まぎれ込んでからも、晴海の頭の中はその事でいっぱいだった。










　孝こう太た郎ろうとティアがまだ体育館で大おお騒さわぎしている頃ころ。ルースとゆりかが一緒に一〇六号室へと帰りついた。

「ただいま帰りました」

「ただいまーですぅ～」

　前夜祭はまだ続いていたのだが、ルースは食事の用意をする為に、ゆりかはヘラクレスに餌えさをやる為に、途と中ちゆうで抜け出してきたのだ。

「おかえりなさいませ、ゆりか様」

「おかえり、ルースさん」

　二人はお互たがいにただいまとおかえりを交こう換かんすると、無人の部屋に入っていった。

「ルースさん、鍵かぎは？」

「こちらに。お預かりしておきます」

　六畳間に入った所で、ゆりかはルースに部屋の鍵を手て渡わたす。一〇六号室の人間達に一番信用されているルースが、部屋の鍵や財さい布ふを預かっているのだ。

「テレビテレビ」

　ゆりかは薄うす暗ぐらい部屋を横切り、真まっ直すぐにテレビへ近付いていく。ルースはそんなゆりかの背中を見送ると、六畳間の照明のスイッチを入れ、台所の方へ戻っていった。

　ゆりかが古ぼけたテレビの電源を入れると、ブラウン管がぶぅんという独特の唸うなりを上げる。このテレビはアナログ放送しか見る事が出来ず、更にはブラウン管に映像の焼き付きがあった。おかげで映る映像はぼんやりと滲にじんでいて、今どき珍しいぐらい不ふ鮮せん明めいだった。

「よかったぁ、間に合って………」

　しかし映像の良よし悪あしはゆりかにはあまり気にならないようで、ゆりかはテレビにかじりつくようにして画面を凝ぎよう視ししていた。ゆりかが見ている番組は『魔ま法ほう少女ラブラブハート』というテレビアニメ。そんなものを毎週欠かさず見ているせいで自分の魔法少女としての信しん憑ぴよう性せいを下げているのだが、ゆりかはその事もあまり気にならないようだった。

「おっといけない、ヘラクレスちゃんに餌をあげなきゃ。その為に帰ってきたんだから」

　番組がコマーシャルに入った所で、ゆりかは本来の目的を思い出した。ゆりかは一度テレビから離はなれ、押おし入いれに近付いていく。そしてゆりかがちょうど押し入れに手をかけた時、ルースが台所の方から六畳間に顔を出した。

「ゆりか様、御ご一いつ緒しよにお茶でも飲みませんか？」

「あ、良いですね！　私、お菓か子しを出します！」

　ゆりかは押し入れからヘラクレスの飼育箱とその餌えさ箱ばこ、そして特売のシールの貼はられたせんべいの袋ふくろを取り出した。ゆりかはそれらをまとめて部屋の真ん中に置かれたちゃぶ台へ運んでいく。すると時を同じくして、きゅうすと湯ゆ呑のみを二つお盆ぼんに載のせたルースが姿を現した。

「ルースさん、この座ざ布ぶ団とんを使って下さい」

「ありがとうございます、ゆりか様」

　二人はテレビに向かい合うようにして並んで腰こしを下ろした。そして二人は自分の作業を進めていく。ゆりかはヘラクレスに餌を、ルースはお茶を。お互いに慣れた作業なので、手並みは鮮あざやかだった。

『新番組!!』

　そんな時、テレビからゆりかの好こう奇き心しんをくすぐる言葉が飛び出して来た。餌の容器にフタをすると、ゆりかは何気なくテレビに目をやる。

『みんなの熱い声せい援えんに応こたえ、あの番組が遂ついに帰ってくる!!』

「はっ―――」

　その瞬間、ゆりかの目に飛び込んできたのは大きなカブトムシだった。特とく徴ちよう的てきな頭角と胸角。黄色い背甲に黒のまだら模様。アニメ用にいくらか丸みを帯びたデザインではあったが、それは紛れもなくヘラクレスオオカブトムシの雄ゆう姿しだった。

『甲虫王者カブトンガー・セカンドインパクト！　遂にあのカブトムシ達の熱き戦いが僕ぼくらの前に帰ってくる！　ヘラクレス！　アトラス！　コーカサス！　そして燃える日本の魂たましい　・ヤマトカブトムシ！』

　ゆりかは顔を引きつらせながら、恐おそる恐るルースの方に顔を向ける。

『力が勝つか、技が勝つか、勝利は一体誰の手に!?　遂に戦いにエントリーする、あの幻まぼろしのカブトムシを見み逃のがすな!!』

　チョロチョロチョロチョロ

　ルースは笑え顔がおのままきゅうすから湯呑みにお茶を注ぎ続けていた。しかし既に湯呑みはお茶でいっぱいになっており、お茶は湯呑みから溢れ出していた。

「ひいっ!?」

　ゆりかはそのルースの笑顔に鬼き気き迫せまるものを感じ、恐きよう怖ふに顔を歪ませた。

『甲虫王者カブトンガー・セカンドインパクト！　十一月十一日、夕方六時半よりこのチャンネルで放送スタート！』

　ゆりかの気持ちとは裏腹に、告知をする声優の声は太く、力強い。しかしそんな声を聞いてもゆりかは一向に心が休まらない。

「ふぅん、そうなんだ………ヘラクレスちゃんって………カブトムシだったんだ………」

「ひぐぅぅぅっ」

　―――さ、里さと見みさん、助けてっ、助けてぇっ!!　早く帰って来てぇっ!!　私を助けてぇぇぇぇぇっ!!　こっ、この状況で一人は嫌ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!

　ゆりかは心の中で悲鳴を上げる。しかし喉のどは引きつって現実の悲鳴は上がらない。

「カブトムシ………ふふふふふっ、そう、カブトムシなのね………あはははは………」

　ガチャン

　ルースはきゅうすを投げ出すようにして手放すと、まるで幽ゆう霊れいやゾンビか何かのようにその場にゆらりと立ち上がる。

「ル、ルースさんっ、お、落ち着いてっ！　ねっ、ねっ、落ち着いてぇっ！」

「落ち着いています………十分に、落ち着いていますとも………」

　ルースは静かな声でそう呟くと、右手を正面に伸ばす。

　キュンッ

　すると彼女の腕うで輪わがブルーの光を放ち、その手の中に忽こつ然ぜんと棒状の道具が姿を現す。それは『青騎士』が転送して寄よ越こした道具。緑色のプラスチックで作られた、大きなハエ叩きだった。

「ただ………」

　ルースの瞳ひとみがギラリと輝かがやく。

「ひぃっ!?」

「カブトムシなどというものの存在は、誇り高き騎士の名門・パルドムシーハの名にかけてぇっ！　許さないというだけですぅッ!!」

　遂にルースにヘラクレスがカブトムシであるとバレた。

　それはゆりかが怖おそれ続けた瞬間だった。

「のこのこ私の前に現れた不幸を呪のろいなさいっ、ヘラクレスちゃんっ!!」

　ブンッ

　ルースは思い切りハエ叩きを振り被る。

「成敗ッ!!」

「きゃあああぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ゴォッ

　唸りを上げて、ハエ叩きがヘラクレスの飼育ケースに迫る。

「いやあぁぁぁぁぁぁっ!!　ヘラクレスちゃぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁんっ!!」

　バシィンッ

　ルースのハエ叩きは空を切り、ちゃぶ台に激げき突とつする。飼育ケースは間かん一いつ髪ぱつの所でゆりかが横にずらしていた。おかげでヘラクレスはぎりぎりの所で難を逃のがれていた。

「はぁ、はぁ、はぁ………あ、危なかった………」

「ゆりか様、いけませんよ、そのような事をなさっては」

「ル、ルースさんっ！」
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「カブトムシなどというものの存在を許してはいけません。全て滅ほろぼさないと、わたくしはおかしくなってしまいます」

「だっ、駄目ですよぉっ、そんな事ぉっ!!」

　ゆりかはぶんぶんと首を横に振ると、ケースを抱き抱かかえるようにして慌あわてて立ち上がった。

「ヘラクレスちゃんが死んじゃったら、副会長さんの弟さんが悲しみますぅぅっ！」

「カブトムシが生きていたら、わたくしが悲しみます」

　ブンッ

　再びルースのハエ叩きがゆりかに、その手の中の飼育ケースに迫る。

「うふふふふふ………サトミ様はわたくしの事をお求めなのです。カブトムシなどではないのです………」

　ルースにとって、海でのあの夜の出来事はトラウマとして心に刻まれていた。孝太郎が自分よりカブトムシが好きだなどという事は、女の子として断じて認める訳にはいかなかったのだ。この為、今のルースは完全に自制を失っていた。

「ルースさんっ、目が据すわってる、目が据わってる！」

「成敗っ!!」

「きゃああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ハエ叩きが唸りをあげる。ゆりかは慌てて首を竦すくめると、ハエ叩きを掻かい潜くぐる。

「逃げるよっ、ヘラクレスちゃんっ!!」

　ゆりかはそのまま六畳間を飛び出し、玄げん関かんへと向かった。

　ヘラクレスを副会長の新しい家に連れていくのは文化祭の最終日。それを目前にして、ぺっちゃんこにされる訳にはいかなかった。

「お待ち下さいっ、ゆりか様っ！　あなたと争あらそうつもりはありませんっ！」

「そんな事言ったってぇっ！　ヘラクレスちゃんがぁっ、ヘラクレスちゃんがぁっ！」

「大丈夫ですっ！　ヘラクレスちゃんには、わたくしがきちんと責任を持って彼ひ岸がんへ旅立って貰いますっ！」

「それは大丈夫じゃないですぅぅぅぅぅぅぅぅぅッ!!」

　そしてゆりかはたまらず一〇六号室を飛び出した。およそ二ヶ月にわたって世話をしてきたヘラクレスには愛着もある。その最後の最後で、ルースに奪われる訳にはいかなかった。










　始めは騒そう々ぞうしかった孝こう太た郎ろうとティアの居残り練習も、時間が経つにつれて真しん剣けんなものへと変わっていた。校庭の前夜祭も終しゆう盤ばんに差さし掛かかって落ち着いた内容に変わっていたので、体育館には孝太郎とティアの声だけが響ひびいていた。

『お戯たわむれを、皇女殿下』

『戯れなどではありませぬ。村の収しゆう穫かく祭さいの祭りとはいえダンスはダンス。年とし頃ごろの娘むすめとして興味もございます』

　孝太郎は青騎士を。ティアは白銀の姫を。二週間も繰り返かえして来た演技の練習なので、孝太郎とティアの呼吸は合っていた。孝太郎は特訓のおかげでですっかり騎士らしくなっていたし、白銀の姫への思い入れが深いからかティアも晴はる海みに負けないくらいの名演技をみせている。

『しかしお一人で向かわれるなど、危険です』

『ですからこうして騎士の爵しやく位いをお持ちのあなたにエスコートをお願いしているのですよ、ベルトリオン卿』

　―――流石さすがに皇女様って事なのかな………。

　一緒に練習をしてきた孝太郎は、素す直なおにティアの演技を評価していた。

　ティアの演技は晴海に比べて内面から滲みだす雰ふん囲い気きは弱い。彼女自身の元気で力強いイメージがどうしても白銀の姫の儚はかないイメージを邪魔をするのだ。しかし上流階級の作法は晴海より圧あつ倒とう的てきに上う手まいし、セリフも様になっている。

　この為ティアと晴海の演技を比ひ較かくすると、白銀の姫を演じるならティアが上、アライアという人物を演じるなら晴海が上、という評価になる。孝太郎はその事を素直に凄すごい事だと感じていた。

『私は生まれも育ちも無骨な田舎いなか騎き士しなれば、皇女殿下のお相手には相応ふさわしくありません』

『あら、こう見えてわたくしは北マスティルの山野を駆け回まわって育ったのですよ？　十分に田舎いなか娘むすめの素養はあります』

　―――良くここまで頑がん張ばってくれたな………。すっかり青騎士らしくなって………。

　対するティアも孝太郎の演技を高く評価していた。孝太郎は役者としても騎士としても技量はまだまだだが、二週間という短い練習期間を考えると、手放しに褒めて良いレベルまで上達していた。

　―――それに………。

　ティアの頭の中を、先日の照明が倒たおれた事故の時の事がよぎっていく。自分をかばってくれた孝太郎の姿。その身体を覆おおっている青い鎧。そしてティアを皇女殿下と呼ぶその声。それらを思い出すたびに、ティアの心の深い部分が叫さけぶのだ。目の前の人物こそが青騎士なのだ、と。だから今のティアはもう、孝太郎の演技の技量は口で言うほどには気にしていなかった。










　ひとしきり練習したところで、二人は動きを止めた。すると孝太郎はすぐに表情を引き締しめる。今日までの練習では、一通り終わった所でいつもティアが小言を言っていたのだ。

「ふむ、まぁ良いじゃろう」

「えっ？」

　しかし孝太郎の予想に反し、ティアは何も言わなかった。何も言わずに微笑んでいた。

「ほ、本当にいいのかっ？」

「文句を言いたい所はあるが、言っても明日の本番までには直せそうもない部分ばかりじゃ。だから此こ度たびはこれで許してつかわす」

「うおぉぉぉぉっ、お、終わったぁぁぁぁぁぁっ!!」

　孝太郎は思わず喜びの声を上げる。マンツーマンでみっちり二週間行われた特訓。そして今まで行われていた居残り練習。辛く長い道程だったが、それが遂に終わりを迎むかえたのだ。

「これ、落ち着かんか。その格好の間は作法を忘れるなと何度も言ったじゃろう」

「す、すまん」

「………まぁ良い。気持ちは分かる」

　ティアは軽く眉まゆを寄せて文句を言いかけたものの、すぐに笑顔を作った。ティアもまた、自らの仕事を果たした事に満足していたのだ。

「あとはいよいよ明日の本番を待つばかりか。あっという間じゃったのう………」

「………俺はひたすら長かったぞ」

　孝太郎もフッと肩かたから力を抜ぬいて笑顔を覗のぞかせる。

「ふふ、軟なん弱じやく者が」

「うるせー」

　孝太郎もティアも普ふ段だんの雰囲気はなりを潜ひそめ、何かをやり遂とげたかのような満足げな表情を見せていた。それはこの二週間で二人が培つちかってきた、連帯感がそうさせたのだろう。

「ん？　これは………」

　二人が演技を止めた事で体育館は静かになった。おかげでティアの耳に体育館の外の音が届いていた。

「どうした？」

「ほら、音楽と歌が………」

　外から聞こえていたのは比ひ較かく的てきスローテンポのバラードだった。孝太郎はそれに気付くと、大きく頷いた。

「ああ、前夜祭の方でダンスが始まったんだな」

「ダンス？」

「おう。社交ダンス部の主しゆ催さいで毎年何曲か躍おどるらしいんだ。もっともみんなダンスなんて知らないから、適当にやるだけなんだけどさ」

　孝太郎は居残り練習がなければ前夜祭に出るつもりだった。おかげで前夜祭のスケジュールは全て把握していた。

「ダンスか。そういえばしばらくやっておらぬのう………」

　ティアは懐なつかしそうに目を細めるとスカートの裾すそを軽く掴つかみ、音楽に合わせて靴くつを鳴らしてステップを確認し始めた。ティアがフォルトーゼで暮らしていた頃にはしばしば舞ぶ踏とう会かいがあった。フォルトーゼでの暮らしは気の休まる時など殆どなかったが、舞踏会だけは嫌いではなかった。

　―――チューリップ？

　その懐かしげで楽しげ、そして少しだけ寂さびしげな横顔を見ていると、孝太郎の気持ちの深い所が揺さぶられる。不思議と放っておいてはいけないという気にさせられるのだ。

　―――あ、まずい………駄目だって。せっかく辛い練習が終わったっていうのに………。

　だから孝太郎は言ってしまった。

「教えてくれよ、チューリップ」

　そんな事を言えば、練習が延長になると分かっているというのに。

「え？」

　すると刻んでいたステップを止め、ティアが顔を上げる。予想していなかった言葉なので、何を言われたのかが分からなかったのだ。

「ダンスだよ。騎士の作法は習ったけど、ダンスは習ってないぞ。上流階級では必要なんだろ、そういうの」

「あ………」

　ティアは目を丸くした。そしてすぐに顔を赤らめる。孝太郎が何故そんな事を言い出したのかに思い当たったのだ。

「そ、そういえば、ダンスは教えておらなんだな」

　―――わらわのため………？　そうなのか………？

　ティアは内心の動揺を抑おさえながら孝太郎を見上げる。するとそこにはティアの期待した通りの顔があった。楽しそうな顔。ティアを見守る穏やかな瞳。それを見た途端、ティアの疑問は確信へと変わった。

　―――馬ば鹿か者ものが………身分違い、分不相応の欲を出しおって………。

　ティアは胸の内でそう毒づいてみる。しかしそんな事をしたくらいでは顔が綻ほころぶのは止められない。勝手に動き始めた右手も止まらなかった。

「私は生まれも育ちも無骨な田舎騎士なれば、皇女殿下のお相手には相応しく無いかもしれませんが」

　孝太郎は台本をまねたセリフを口にしながらティアに右手を差し伸べる。ティアはそれに小さく微笑むと、同じようにセリフをまねて答えた。

「こう見えてもわらわは北マスティルの山野を駆け回って育ったのじゃ。十分に田舎娘の素養はあろう」

　そうして互いの手は繋つなぎ合わされ、二人は聞こえてくる歌声に合わせてステップを刻み始めるのだった。
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　早さ苗なえとキリハ、そして静しず香かの三人が体育館へやってきた時、孝太郎とティアは舞ぶ台たいの真ん中でダンスのレッスンの真っ最中だった。三人は孝太郎達の邪魔をしないように、体育館に入ってすぐの場所からそっとその様子を見守っていた。

「わらわの足を踏むなっ！　その鎧を着たまま何度も踏ふまれると、わらわの足が砕くだける！」

「す、すまん、足の運びが思ったより複雑でさ」

「このままではわらわの足が複雑骨折じゃっ！」

「上手い事言うなぁ………」

「馬ば鹿かな事を言っておらんで、そなたはさっさと上手いステップを覚えよっ！」

　孝太郎とティアは元気いっぱいで、体育館の一番奥おくの舞台上に居るというのに、その声は入り口の傍にいる三人の所へしっかりと届いていた。

『なぁんだぁ………』

　早苗はそんな二人を見て大きな溜め息をついた。

『練習ばっかりじゃつまらないだろうと思って来てやれば、結構楽しそうにやってるんじゃない。心配して来て損した』

「そうねぇ。二人がダンスをしているのは意外だったけど」

　静香はすぐに早苗の言葉に同意する。大騒ぎしながらもダンスをする孝太郎とティアは、静香から見ても楽しそうだった。

「カラマ、コラマ」

　しかし静香の隣となりにいるキリハは何な故ぜか厳しい表情だった。前夜祭を楽しむのとも、練習を続ける孝太郎達を心配しているのとも違う。まるで危険なものを前にしているかのような雰囲気だった。

『はいホー！』

『いるホー！』

　キリハが名前を呼ぶと、暗がりの中から二体の埴はに輪わが姿を現した。埴輪達はキリハの前までやってくると、直立不動の姿勢を取った。

「我が居ない間に、体育館を出入りした者は？」

『いないホー！』

『一度晴海ちゃんが来たけど、入らずに帰ったホー！』

「そうか、ならいい。警けい戒かいを続けろ」

『了りよう解かいだホー！』

『いくホ、カラマ！』

　キリハは埴輪達に体育館の出入りを見張らせていた。彼女はティアを付狙う者がいる事が、ずっと気になっていたのだ。

『キリハ、気にし過ぎじゃない？　文化祭なんて馬鹿げた行事の時に、襲おそってきたりしないって』

「だと良いのだがな………」

「例のティアさんのライバルが来ているって話？」

「そうだ。ティア殿が既に何度か狙われているので、気になってな」

　キリハはずっと警戒しているのだが、ティアの敵はなかなか尻尾しつぽを掴ませない。証拠らしい証拠も手に入っていなかった。

「お家騒動かぁ………現実に自分の近くで起こるとは思ってもみなかったわ」

『あんまり実感湧わかないけど、ティアって凄いお姫ひめ様さまなんだよね』

　三人は再び舞台上を見上げる。孝太郎とティアのレッスンは続いていた。言い合いをしながら踊おどる二人からは敵が迫っているという危機感は感じられない。

　―――相手を知っているからこその余よ裕ゆうか、それとも孝太郎がそうさせるのか………。

　キリハはティアの心情をそんな風に分ぶん析せきしていた。

「う、うぅっ、みなさんっ、たっ、助けて下さいぃぃぃっ！」

　そんな時、ふらふらになったゆりかが体育館に入ってきた。ゆりかは胸元にカブトムシの飼育ケースを抱えており、半ば這はいずるようにしてキリハ達の傍に近付いてくる。

「ヘラクレスちゃんがっ、ヘラクレスちゃんがぁぁっ!!」

『ゆりかっ!?　あんた一体どうしたの!?』

　三人がゆりかの様子に驚おどろいていると、ゆりかは泣きながら事情を説明し始めた。

「じっ、実はルースさんにヘラクレスちゃんがカブトムシだってばれちゃったんですぅっ！」

　三人ともゆりかとヘラクレスの事情、そしてルースのカブトムシ嫌いは知っていたので、それでおおよその状況は理解した。しかし三人の反応はそれぞれだった。

『ばっ、ばかぁっ!!　なにやってんのよあんたぁっ!!』

　早苗は半泣きになりながらゆりかに詰つめ寄った。動物好きの早苗は、ヘラクレスの事が心配で仕方がなかったのだ。

「あらあら、あと少しだったのにねぇ………」

　静香は早苗ほどではなかったが、ゆりかとヘラクレスの事を心配していた。ただしこれはどちらかといえば本来の飼い主であるコス研の副会長の弟を心配しての反応だった。

「なるほど………」

　そしてキリハは楽しそうに微笑む。ティアへの攻撃の件で気を張っていたので、この平和なトラブルで心が和なごんだのだ。

「しっ、仕方がなかったんですぅっ！　不ふ可か抗こう力りよくなんですぅっ！　ルースさんと一緒にテレビを見てたら、カブトムシの新番組のコマーシャルが始まってぇっ！　文句ならアニメの制作会社に言ってくださぁいっ！」

『馬鹿ぁぁぁぁっ!!　あんたが呑のん気きにアニメなんか見てるからいけないんでしょうがぁぁぁっ!!』

　アニメの新番組の告知は、基本的に別のアニメの放ほう送そう枠わくの中で放送される。だからもしゆりかがアニメを見ていなければ、避けられた筈の悲劇だった。

「ひぃぃぃんっ、ごっ、ごめんなさぁいぃぃぃっ!!」

『そっ、そんな事よりっ、今どうなってんのよっ!?　ルースはっ!?』

「そ、それがルースさんはもうカンカンでぇっ！　ヘラクレスちゃんを成敗しようと、私を追って来ているんですぅぅぅぅぅぅっ!!」

　一〇六号室を飛び出して以降、ゆりかは走りに走った。運動が苦手なゆりかだが、ヘラクレスの命がかかっていたので、少しも休まずに走り続けた。その努力が実り、ゆりかはルースをいくらか引き離して春風高校へ逃げ込む事が出来ていた。

「かくまって下さいっ、お願いしますぅぅぅぅっ!!」

「分かったわ。ルースさんが来たら何か言って誤ご魔ま化かしておくわ」

「あっ、ありがとうございますぅぅぅぅぅっ!!」

　ヘラクレスを返へん却きやくするのは二日後。吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校は今日の前夜祭を含ふくめ、三日間の文化祭に入る。ゆりかはこの夜も出入り自由な三日間を利用して、ヘラクレスを守り切るつもりでいた。

　そんな時、埴輪の一体が体育館の入り口に顔を出した。

『姐さん、ルースちゃんが近付いてくるホ！』

「という事らしいが」

『ゆりかっ、ボサッとしてないで、早くその辺に隠れるのよっ!!』

「はいぃぃぃぃぃぃぃっ!!」

　ゆりかは疲れた身体に鞭むち打うって、舞台の上手側にある体育用具室へ逃げ込んだ。この用具室は別の出口が舞台上に繋がっているので、明日の舞台の為に沢たく山さんの大道具やセットが並べられている。おかげでゆりかが身を隠すにはもってこいの場所だった。

「こぉ～～こぉ～～かぁ～～～～～～」

　するとゆりかが用具室の扉を閉めた直後、まるで計ったかのようなタイミングでルースが体育館に飛び込んで来た。

「はぁー、はぁー、はぁー」

　ルースもゆりか同様に相当疲れた様子だった。その荒あらい呼吸が少し離れた場所にいる早苗達にも聞こえていた。しかし彼女は呼吸を整える時間が惜おしいとでも言わんばかりに、両手で大きなハエ叩たたきを握にぎり締め、油断なく体育館の中を見回していた。

「ル、ルースさんも来たのね？」

『やぁルース、そんな格好でどうしたの!?』

　そんなルースに静香と早苗が呼びかける。

「ふしゅー、ふしゅー、ふしゅー」

　しかしルースが二人の声に反応する事はなく、彼女は荒い呼吸を繰り返しながら、ハエ叩きを構えて前進してきた。

『ひぃっ!?』

「こ、こわいっ」

　エプロンをした十代の少女がハエ叩きを構えて息を乱しているというシュールな光景に加え、その鬼気迫る表情、鋭過ぎる眼光に、早苗と静香は思わずたじろいでいた。触ふれれば切れそうな人間とは、正しくこの事だった。

「どうやら怒いかりで完全に我を忘れているようだな。我らの声も聞こえていないらしい」

『どうするのよこんなのぉっ！　どうしようもないじゃないっ！』

「も、もう駄目だわ………ゆりかさん、ヘラクレスちゃん、ごめんなさい………」

　早苗と静香はこの時点でルースの説得を諦あきらめていた。今のルースの姿を見ていると、とてもではないが説得できるとは思えなかったのだ。もはやゆりかとヘラクレスの運命は時間の問題かと思われた。

　しかしそこで思いがけない事が起こった。

「………!?」

　何故かルースがピタリと動きを止めたのだ。

　それは体育館を見回していたルースが、舞台上に目をやった時の事だった。するとルースの瞳にそこにいる二人の人間の姿が映った。

「で、で………んか………サトミ………さま………？」

　舞台の上ではティアと孝太郎が手を取り合い、楽しそうにダンスを踊っていた。

　ティアはダンスが得意だったが、初心者の孝太郎がパートナーなので、二人のダンスは滅め茶ちや苦く茶ちやだった。そして孝太郎がステップを間ま違ちがう度にティアと孝太郎の怒鳴り合いが始まる。万ばん事じがその調子なものだから、ダンスとしては三流以下、評価にも値あたいしない子供の遊びに等しいものだった。

「殿下があんなに………楽しそうに、踊って………」

　しかしルースには分かるのだ。そんな遊びのようなダンスを、ティアが心の底から楽しんでいるという事が。ずっとティアと姉妹のように育ったルースだから、誰だれよりもそれが良く分かった。

　ティアは舞踏会が好きな方だったが、ルースはティアが心の底からダンスを楽しんでいる所は見た事がなかった。それなのにこんな飾かざり気けの殆ほとんどないダンス会場で、曲も楽団が奏かなでている訳でもなく、パートナーは素人しろうとだというのに、ティアの笑顔は輝いていた。それはルースにとって衝しよう撃げき的てきな光景だった。

「………あ、あれ？　何故わたくしはこんなところに？　ええっ!?」

　そしてその衝しよう撃げきのおかげで、ルースは正気を取り戻していた。

「それにどうしてハエ叩きなんか持ってるんでしょう？」

　正気に戻ったルースは、怒おこっていた時の記き憶おくがすっぽりと抜け落ちていた。それは辛い記憶から心を守ろうとする自然な脳の働きだった。

「ゆりか様にお茶を淹いれて、あれ？」

『正気に戻った!?　やった、ルースが正気に戻ったよ！』

「よかったぁっ、大丈夫？　ルースさん！」

「は、はぁ………シズカ様、大丈夫って、何かあったのでしょうか？」

　完全に自分の状況を見失っているルースは、きょろきょろとあたりを見回しながら不思議そうにしていた。

「あ、え、うっ、ええとね、ルースさん」

「はぁ………」

　歯切れの悪い静香に、ルースは再び自分の記憶を探さぐり始める。

　―――え、ええと、ゆりか様にお茶を淹れてさしあげて、その後、何か凄い事があったような………？

「なんでもないぞ、ルース。あまり難しく考えるな。我らは孝太郎達の練習の様子を見に来たのだ」

　だがそこでキリハが普段通りの笑顔でルースに笑いかけた。キリハは再びおかしな事になる前に、ルースをこの話題から引き離すつもりでいた。

「サトミ様達の練習………？」

　キリハの言葉に、ルースの視線は舞台上の二人に吸い寄せられる。

「こっ、こらっ、力を入れ過ぎじゃっ！」

「そんな事を言ってもだな、加減が難しくてだなっ！」

「あぁんっ、こらぁっ、脱げるっ、脱げるぅっ！」

「わぁぁぁぁっ、待った待った、脱ぐな、脱ぐなっ！」

　するとルースは一目で舞台上の二人に目を奪われた。そして頭の中はあっという間に二人の楽しげな様子に塗ぬり潰つぶされる。

「殿でん下か………サトミ様………」

　―――こんなお二人の姿を見れば、我を忘れて見入ってしまうのも当たり前かもしれませんね………。

　ルースは自分の記憶の曖あい昧まいさをそう結論付けると、嬉うれしそうに舞台を見上げる。手の中にあるハエ叩きが何の為のものなのかなど、ルースにはもうどうでも良くなっていた。

「ふふふ、殿下、サトミ様、とてもとても素す敵てきなダンスでございますね………」

　今のルースは最愛の皇女と、彼女を笑顔で居させてくれる青い鎧の騎士によるダンス以外、殆どの事が意識の外にあった。

　そんなルースの姿に安あん堵どしたのが早苗、静香、キリハの三人だった。

『ふええぇぇぇぇぇぇ、一時はどうなる事かと………』

「ゆりかさん、ここへ逃にげ込んで正解だったわね………」

「他に頼る者がなくて里さと見み孝太郎を頼って来たのだろうが、それがうまく働いたようだ」

　彼かの女じよ達たちはゆりかの逃げ込んだ用具室の扉を見ながら大きく溜め息をつく。普段は穏やかなルースが見せた鬼気迫る姿だけに、三人は自然と緊きん張ちようしていたのだ。

「早苗ちゃん、後で隙すきを見て虹にじ野のさんに大丈夫そうだって伝えてくれる？」

『分かった。ルースにバレないように、こっそり伝えておく』

　だがこれでもう一安心。ルースは正気を取り戻したし、こうして囁ささやき合う三人にも気付いていない。ゆりかとヘラクレスは無事に生き延びる事が出来たのだった。

『姐御！　緊きん急きゆう警報だホッ！』

　だが騒ぎはそれでは終わらなかった。一同がホッとしたのも束つかの間ま、外で警戒に当たっていた埴輪達が体育館に飛び込んで来た。

『体育館の中に空間歪わい曲きよく反応だホッ！』

『反応の大きさからすると、何者かが体育館の中に忍しのび込んだようだホッ！』

『カラマちゃん、コラマちゃん、忍び込んだってどういう事!?』

『ごめんだホ！　おいら達の探知精度ではこれ以上は分からないホ！』

　キリハは埴輪達の相手を早苗に任せ、慌てて舞台の方を向く。孝太郎とティアはまだそこで踊っていた。ルースはキリハの傍でそれを見つめている。

　―――という事は！

　一〇六号室の関係者の中で、空間歪曲に関連する力を持っているのはティアとルースのみ。その二人が何のアクションも起こしていないという事は、考えられる可能性はたったひとつだった。

「ティア殿っ、孝太郎っ！　敵だっ！　打って出て来たぞっ！」

　残された可能性、それは二ヶ月前に観測されたもう一隻せきの宇宙戦艦。ティアが敵だと断じた、あの宇宙戦艦とその乗組員だった。

「キリハさんっ!?　それにみんなも!?」

　孝太郎は敵がどうこうよりも、キリハ達がそこに居る事の方に驚いていた。これまで慣れないダンスに一いつ所しよ懸けん命めいだったので、彼女達の存在には気付いていなかったのだ。おかげで孝太郎は立たち竦み、すぐに行動を起こす事が出来なかった。

「敵!?　そうかっ、クランかっ!!」

　それに対してティアの反応は早かった。孝太郎とは違ってダンスに長たけた彼女は、少し前にキリハ達の存在に気付いていた。おかげでキリハの警告に対して素す早ばやいリアクションを起こす事が出来た。

「まさか、このタイミングで仕し掛かけてくるとはっ!?　読み違えたか!?」

　そして辺りを見回したティアが舞台の下手に人ひと影かげを発見したのと、その人物が口を開いたのはほぼ同時だった。

「そうっ、その通りですわっ、ティアミリスさんっ！」

　まるであざ笑うかのような、甲かん高だかい声。そんな耳みみ障ざわりな声を頼たよりに孝太郎が視線を巡めぐらせると、そこには一人の少女が立っていた。薄うすいブルーの髪かみに、黒と白を基調としたドレス。そしてその顔を飾るアンティーク物の眼鏡。それは以前の舞台練習で見かけた事のある少女だった。

「クランッ、そなたがまさか、証拠の残る直接攻撃に出るとは予想外じゃったっ！」

　―――クラン!?　この子が!?

　ティアの言葉に孝太郎は驚いていた。ティア以外の皇族が姿を見せたという事も驚きではあったが、以前自分が見かけた少女がクランであった事が大きな驚きだった。

「だから毎度言っていましてよ？　ティアミリスさんは単たん細さい胞ぼうだと！」

　ジャキンッ

　クランは手にしていた武器をティアに向けた。

　―――あの武器は………!?

　それを一目見た瞬しゆん間かん、ティアは驚きよう愕がくしながらも全てを悟さとった。

「そうかっ、そういう事じゃったのかっ!!」

　クランが構えていたのは、クラン自身の手によって作り出された携けい行こう型のビーム砲ほうだった。クランは名高い科学者でもあるので、それだけならティアも驚かなかっただろう。ティアが驚いていたのは、それが全て地球で手に入れた材料やパーツで作り出されていたからなのだ。おかげでビーム砲は大きく無骨で、フォルトーゼの曲線を多用する洗練されたデザインからは程ほど遠とおいシルエットをしていた。

　―――してやられた！　二ヶ月かかったのは、武器を現地調達する為ためじゃったかっ！　そして事故に見せかけた攻撃をしてきたのは、読み通りと勘かん違ちがいさせる為の餌！

　ティアがクランは直接攻撃してこないと考えていた理由は、そうしてしまうと証拠が残ってしまうからだった。クランの専用艦『朧ろう月げつ』の武器で攻撃すればログに記録が残る。かといってクランの手製の武器で攻撃しても、フォルトーゼでの材料の入手経路は分かっているので時間はかかっても特定は可能だ。

　だがもし地球の材料で武器を作り出す事が出来ればどうだろう？　宇宙の果てにある国交の無い小さな国で材料の入手ルートを特定し、クランを告発するだけの手掛かりを集められるだろうか？
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　答えはＮＯだ。そんな事は不可能に近い。そしてクランが攻撃に使った武器を始末してしまえば、証拠は何も残らない。幽霊のように現れた武器でティアを攻撃し、再び武器は幽霊のように消える。これはそういう作戦だったのだ。

「ふふふ、今いま頃ごろ気付いても遅おそいですわ」

　キュイィィィィィィン

　クランの構えたビーム砲が不ふ穏おんな音を立て始める。

「けれど苦労させられましたわ。この星の科学水準は低過ぎて、これを作るのに二ヶ月もかかってしまいましたわ。それがたった一発で終わりかと思うと、勿もつ体たいない限りですわ」

　クランはビーム砲の銃じゆう口こうをティアに向けながら、寒々しい雰囲気の笑顔を浮うかべる。それは勝利を確信した人間の顔だった。

　―――何かおかしい………このクランって子の自信は一体………？

　孝太郎はティアとクランのやりとりを聞きながらも、どことなく違い和わ感かんを感じていた。そう感じる理由は、クランの言葉と行動の間にある、僅かな違いだった。

　―――クランの言う通りなら、どうしてあの日、この場所に居た？　クランはここで何を？

　ティアを地球で作った武器で倒すと言っておきながら、クランは数日前に体育館に姿を見せていた。ティアを襲ったライトに細工をする為だと考えると一見つじつまが合うが、それなら警戒されてそうなこの場所でもう一度ティアを襲う理由が分からない。実際問題として、孝太郎やキリハ達がこの場所にいるのだ。

「小こ賢ざかしいっ！　だったら正面から打ち破るのみじゃあっ！」

　孝太郎の考えがまとまらないうちに、興奮したティアは腕輪を顔の前にかざす。ブルーの宝石で飾られたその腕輪は『青騎き士し』に命令を伝える為のリモートコントローラーだった。

「フフフッ」

　その瞬間クランの口くちの端はが僅かに持ち上がる。

　―――笑った!?　という事は―――

　その薄ら寒さむい笑顔を目にした時、孝太郎はある結論に達した。それと同時にティアの声が舞台上に響き渡わたる。

「『青騎士』っ！　対人パルスレーザー―――」

　孝太郎の結論はこうだ。

　あの日、クランはこの場所に何かの罠わなを仕掛けに来た。孝太郎はその時の彼女を見た。そしてクランはついでにライトが倒れるように細工をしていった。これは万一自分が目もく撃げきされてもティアがそのまま騙だまされてくれるようにという保険だった。

　そのクランが笑うという事は、つまり。

「よせっ、チューリップッ！」

　孝太郎は自分の閃ひらめきに素直に従って、ティアの手を掴んで思い切り引き寄せた。

「ぐっ、愚民っ!?　邪魔をするなっ!!」

　ティアはすぐに孝太郎を振ふり解ほどこうとする。彼女の気持ちはすっかりクランに向かったままだった。ティアの両りよう肩かたの上の辺りには既におなじみの黒い空間が出現しつつあり、武器が現れるのはもうすぐだった。それを見た孝太郎は慌てて叫んだ。

「ティアッ!!」

　孝太郎の口から飛び出した、その短い言葉。

「こ、コータロー!?」

　だがそのたった一言が、ティアの意識をクランから引き剥はがした。

「あいつはお前に武器を使わせたいんだっ!!」

「じゃが、クランがっ!!」

　だがそれでもティアはクランを攻撃しようとした。それはティアの気き性しようの激しさがそうさせていたのだが、傍にいる孝太郎を守る為でもあった。クランがビームを撃うてば、傍にいる孝太郎もただでは済まなかったから。

「ティアッ!!　こんな時ぐらい俺おれを信じろっ!!　俺はお前の騎士なんだろうっ!?」

　―――コータロー!?

　孝太郎の声が耳に届いた瞬間、ティアは身体から力を抜いた。するとティアの身体は孝太郎に引き寄せられ、その腕にしっかりと抱だき抱えられた。そして孝太郎はティアを守るように身を屈かがめる。

　ズドンッ

　爆ばく発はつが起こったのは、その直後の事だった。爆発したのはティアの両肩の上にあった時空の穴。本来武器が呼び出される筈の穴が、小さな爆発を起こしたのだ。爆発の規模は決して大きくはなかった。だがもしあのままでいたら、ティアは確実にその爆発に巻き込まれて大おお怪け我がをしていただろう。そうならなかったのは、一いつ瞬しゆん早く孝太郎がティアを抱き抱えたから。おかげで爆発の大半は孝太郎の鎧よろいによって遮さえぎられていた。

「チィッ、青騎士もどきめぇっ、余計な真ま似ねをっ!!」

　爆発が防がれたのを見たクランは大きく舌打ちをした。孝太郎に計算を乱されて、腹を立てていたのだ。

　この爆発はクランの発明によるものだった。その発明とはティア達が武器を呼び出す時の空間歪曲に干かん渉しようして、武器の代わりに爆発を引き起こす装置。以前孝太郎がクランを目撃したのは、孝太郎の推理した通り彼女がこれを設置しに来た時だったのだ。

　クランはこの装置を利用してティアを自じ滅めつさせるつもりだった。ティアの性格からするとビーム砲を見せれば勝手に罠にはまる。そうすれば直接手を下す必要もないし、事故として処理される可能性も非常に高い。そしてだからこそ、クランは警戒されていてもこの場所で戦う必要があったのだ。

「辺境の蛮ばん族ぞくがわたくしの作戦の邪魔をするなどっ、許される事ではありませんわっ！」

　しかしその完かん璧ぺきと思われた作戦は、どこの馬の骨とも分からぬ男の手によって防がれてしまった。おかげでクランは完全に頭に血が上っていた。

「ぶ、無事か、ティア………」

　爆発の衝撃に息を詰まらせながら、孝太郎はティアを抱く力を緩ゆるめた。すると幾らか自由になったティアは、顔を孝太郎に向けた。

「大丈夫じゃっ、そなたが守ってくれた！　心配は要いらぬ、髪の毛が少し焦こげただけじゃ！」

　そしてティアは自分の髪の毛に触れる。その美しく長い髪は、その毛先が幾らか焼やけ焦げてしまっていた。

　―――血が………。

　その時、孝太郎は髪に触れているティアの右手に切り傷があり、そこから血が流れ出している事に気が付いた。そしてティアの傷から血が溢あふれる度に、孝太郎の胸の中に怒りが湧き上あがる。それは先日、海で早苗が危険な目に遭あった時と同じくらい激しい怒りだった。

『孝太郎、無事っ!?』

『ホー、助けに来たホ、コータロー！』

『おいら達が来たからにはもう安心だホ！』

　そこへ早苗と二体の埴輪がやってきた。機動力のある三人はキリハ達に先行して素早く体育館を縦断、孝太郎とティアを援えん護ごしにきたのだ。それに気付いた孝太郎は、ティアを解放して立ち上がった。

「………お前達、皇女殿下をお守りしろ」

「えっ!?」

『そ、それってどういう意味よ!?』

　ティアと早苗が戸と惑まどっている間に、孝太郎は彼かの女じよらに背を向けた。

「言葉通りだ。ティアは今、身を守る方法が無い。頼たのんだぞ！」

　ティアが武器を使おうとすれば、再び爆発が起きるかもしれない。クランの仕掛けが何度も爆発が起こせるかどうかは分からないが、孝太郎はそれを試ためすつもりは無かった。

「ま、待てコータロー！　一人で戦うなぞ無む茶ちやじゃ！　わらわも―――」

　ティアは孝太郎の後を追うようにして、慌てて立ち上がりかける。

『殿下、信じてお待ち下さい。いくさは騎士の務め。いかな皇女とて、犯おかすべからざる聖域』

　そんなティアの動きを止めたのは、孝太郎の口から飛び出した青騎士の言葉だった。

「し、しかし―――」

　ティアの口から飛び出したのも、白銀の姫の言葉だった。しかしこれはティアが意識してやった事ではない。ティアも白銀の姫と同じく、目の前の騎士を引き留めようとしただけなのだ。

『あなた様が私を信じずして、一体誰が私の勝利を信じましょう？』

　ジャキンッ

　孝太郎は腰の剣つるぎの柄に手をかけると、堂々と引き抜いた。流れるように美しく、山の如く力強く。それはティアと一いつ緒しよに何度も繰くり返し練習した動作だった。

『私はあなた様の騎士なのですから』

　―――そうか、こういう気持ちだったのか、青騎士………。

　孝太郎はここへきてようやく、戦いに赴おもむく青騎士の気持ちを理解した。何もかもが付つけ焼やき刃ばの孝太郎だが、この時の気持ちだけは本物の青騎士と変わらなかった。

「あ、あおきし、さま………？」

　そんな孝太郎の後ろ姿を目にした途と端たん、立ち上がりかけていたティアの腰がすとんと落ちた。

　馬鹿げた話ではある。ティアは孝太郎が騎士ではないという事は分かっていたし、これが単に演技の引用だという事も分かっている。なのにティアは孝太郎の言葉に逆らえなかった。

　―――わらわの………騎士………。

　孝太郎の口から飛び出したその言葉が、ティアから反論の意思を奪うばい、代わりに強い期待を植え付けた。だが孝太郎が勝つ根こん拠きよなどどこにもない。

　―――そうじゃ、あれはわらわの騎士………わらわが信じなくて、誰が信じよう！

　けれど今のティアにはそれを信じるだけの想おもいがあった。










　剣を抜いて前に出てきた孝太郎を、クランは声こわ高だかに嘲あざ笑わらった。

「おほほほほほほっ、笑わせてくれますわねっ！　レプリカの鎧を着ただけの青騎士もどきが、このわたくしと戦おうだなんて！　魔法の籠こ手ても、シグナルティンも無いというのに！」

　青騎士の伝説に登場する魔法の宝物は全部で四つ。あらゆる攻こう撃げきを防ぐ鎧、空を駆かけるブーツ、千の敵を焼き尽くす魔法の炎ほのおを宿した籠手、そして白銀の姫が与あたえたとされる運命をも切り拓ひらく聖せい剣けんシグナルティンだ。

　だがもちろん孝太郎がそれらを持っている訳ではない。孝太郎が身に着けているのは全すべてレプリカ。鎧は機械仕掛けだし、剣は聖なる力など宿していない。鎧の力で辛かろうじて空を飛ぶ事と、多少の攻撃を防ぐ事は出来るだろう。だが伝説に伝わるような力は備わっていなかった。

「お前のような皇女もどきには、これで十分だ！」

　しかし孝太郎は怯ひるまなかった。嘲あざけるクランに対して、堂々と言い返した。

「皇女もどきですって!?」

「そうとも！　お前のように他人の足を引っ張る事しか考えていないような奴やつが、本物の皇女である筈がない！」

　クランを見ていると、孝太郎の脳のう裏りには初めて出会った頃のティアの事が思い出された。

　異星人である事も手伝って、ティアも当時は他人の足を引っ張る事しか考えていなかった。しかし今のティアは違う。今もわがままなままだが、少なくとも他人の足を引っ張ろうとはしていない。皇女として堂々と勝とうとしている。それはこの地にやってきてから、ティアが成長した部分だった。

「それが我が皇女殿下を傷付けたなどと！　笑わせてくれるのはお前の方だっ！」

「なっ!?」

　クランは立ち竦む。

「くぅっ、へ、減らず口をっ！」

　しかしその直後、クランは表情を怒りに染めた。孝太郎の言葉も腹立たしかったが、その孝太郎の言葉にほんの一いつ瞬しゆん怯ひるんだ自分が許せなかったのだ。

「名門シュワイガに生まれたわたくしによくもそんな口を訊ききましたわね！」

「家だけが立派とは、シュワイガ家も地に堕おちたものだな」

「キィィィィィッ！　お前だけは決して許しませんわっ！　絶対に原子のチリに返してやりますわっ！」

　おかげでクランの怒りは全て孝太郎に向いた。それを感じた孝太郎は剣の柄を握り締めて気合いを入れ直した。

　―――さて、ここまでは狙ねらい通りだが、問題はここからか………。

　怒らせて注意を自分に向けるのは喧嘩の常じよう套とう手しゆ段だん。孝太郎はクランが以前のティアに似ていると感じたあたりからこの手の挑ちよう発はつが効くだろうと思っていたのだが、結果は期待した以上だった。そうなったのはクランの目の前にティアという比ひ較かく対象がいたからだ。また孝太郎の着ている青騎士の鎧もクランの感情を煽あおるのに一役買っていた。

　―――ここまでの経けい緯いからすると、あの時のティアのような派手な攻撃はしてくるまい。すると注意すべきは手に持ったあの大たい砲ほうだな………。

　クランは怒りに任せて宇宙戦艦の武器を使ってしまえば身の破は滅めつと分かっている筈。孝太郎はそう考えて狙いをクランの抱えているビーム砲に絞しぼった。

「あれに当たるとアウトだと思っていた方が良さそうだな………だとしたらっ！」

　孝太郎は両手で剣を構えたまま、クランに向かって突とつ進しんした。距きよ離りが離れていれば飛び道具を使うクランが有利だ。距離を詰めてビーム砲を封ふうじない事には、孝太郎が不利になるばかりだった。

「来ましたわねぇっ!?　しかしそんななまくら刀でこのわたくしに傷を付けられるつもりなのかしらぁっ!?」

　しかし突進してくる孝太郎を前にしても、クランは余裕を崩くずさなかった。両手でビーム砲を構えたまま、微び動どうだにしない。

「貰ったぁぁぁぁっ!!」

　その隙を逃さず、孝太郎は剣を振るう。レプリカの剣といえど、鎧の強力な力によって振るわれれば相当な威い力りよくとなる。孝太郎の剣はビーム砲を打うち砕く筈だった。

　ビキィッ

　しかし剣はクランの目の前で何かに受け止められた。剣を止めたのは、ティアやルースが身を守るのに使っている半はん透とう明めいな六角形の板だった。

「そうか、それがあったかっ!?」

　空間歪曲を利用したバリアー。その防ぼう御ぎよ力りよくの高さは孝太郎も良く知っていた。特にクランのバリアーは彼女自身がカスタムした特別製。生半可な攻撃では打ち破る事はできなかった。

「クククッ、今頃気付いても遅いですわ―――いや、なんですのっ、これはっ!?」

　剣はバリアーによって受け止められていた。にもかかわらず、余裕たっぷりだったクランの表情が驚きに染まっていく。

「そんな馬鹿なっ!?　ありえませんわっ!!」

　クランは慌てて後ろに跳とび退すさった。

「なんだ!?」

　これに驚いたのは孝太郎だった。有利な筈はずのクランが慌てて逃げた。それは孝太郎の予想だにしない行動だった。

「里見君っ、攻撃を続けてっ！　理由は分からないけれどっ、攻撃が効いてるのよっ！」

　手を出しあぐねて様子を見守っていた静香には、剣の切っ先が幾らかバリアーにめり込むのが見えていた。クランは目の前で静香と同じものを見て、慌てて逃げ出したのだった。

「そういう事かっ！」

　静香のアドバイスを受け、孝太郎はすぐにクランを追う。舞台上は結構な広さとはいえ、鎧で強化された孝太郎の足ならそう広いとは感じられない。クランとの距離はあっという間に詰まった。

「ちょこまかちょこまかとぉっ！」

　クランはビーム砲を構えて孝太郎に狙いを定めようとしていたが、地球の材料で作った分だけ大型化したそのビーム砲は、大き過ぎて孝太郎のスピードについていけなかった。

「だああぁぁぁぁぁっ！」

　ビキィィィィッ

　再び孝太郎の剣とクランのバリアーが接せつ触しよくする。

　―――本当だ、この剣ならバリアーを破れる！

　今度は孝太郎にも見えた。剣の切っ先は確かにバリアーを貫つらぬいて内側に届いていた。

「ま、またっ!?　一体なんですのっ、その剣はっ!?　レプリカの癖に、本物のシグナルティン並の力を持っているとでも!?」

　クランは戦せん慄りつを隠かくせなかった。剣の切っ先は最初の一いち撃げきよりも更さらに深くバリアーに食い込んでいたのだ。

　―――あり得ませんわっ、こんな事っ！　辺境の星の原始人がレプリカの青騎士の装具を身に着けているだけなのに、このわたくしを追おい詰めているだなどと！

「コ、コータロー………？」

　そしてそんなクラン以上に驚いていたのは、戦いの行く末を見守っていたティアだった。

　―――あの剣の光は………？　あんな力、あの剣には備わっておらぬ………。

　孝太郎の振るう剣は、いつのまにかぼんやりとした白い光に包まれていた。

「きゃあぁっ、こっ、これではバリアーのコンバーターがもちませんわっ!!」

「だあああぁぁぁぁっ!!」

「わっ、わたくしがっ、こっ、こんなに易やす々やすとっ!?」

　そして光は孝太郎が剣を振るう度に強くなっていく。今では一目でそれと分かるほど、はっきりとした光に包まれていた。そしてその輝きが強くなる度に、剣はクランのバリアーを大きく削けずり取るようになる。

『あれって、あの時と同じ光………？』

　剣の輝きを目にして、早苗は思わず胸むな元もとに手を伸のばした。そこにぶら下がっているお守り。今は沈ちん黙もくしているが、かつてはそのお守りが剣と同じように光ひかり輝いていたのだ。

「まさか………そなたは本当に………青騎士の………」

　早苗の隣でティアが絶句する。青い鎧と輝く剣。それはまるで本物の青騎士のようで、ティアは戦う孝太郎の姿から目が離せなくなっていた。

「お、おのれ青騎士もどきめぇぇっ!!　かくなる上はっ!!」

　ジャキッ

　クランはビーム砲を構え直した。

　―――こうなったら、バリアーぐらいくれてやりますわっ！　その隙に、ビームを叩き込めばっ！

　クランは孝太郎の攻撃をかわすのを諦めた。孝太郎がバリアーに切り付けて動きが止まった所に、ビーム砲を撃ちこむつもりなのだ。剣の一撃でバリアーは焼き切れてしまうかもしれないが、孝太郎は倒せる筈。それがクランの計算だった。

「かかってきなさいっ、青騎士もどきぃっ！」

「言われなくともっ！」

　孝太郎はクランの意図に気付かないまま距離を詰める。

「それは誘さそいじゃコータロー！　不用意に突っ込むでないっ！」

　気付いているティアは慌てて止めようとするが、咄とつ嗟さの事で孝太郎はもう止まる事が出来なかった。だがそんなティアの叫びに応える者があった。

『任せて、ティア！』

「サナエ!?」

　それはティアのすぐ傍に居た早苗だった。彼女はクランに両手を向けると、大声で叫んだ。

『必殺!!　早苗ちゃんチューリップ・ぱぁとつぅぅぅっ!!』

　バサッ

　その瞬間クランのドレスの裾が持ち上がり、いつかのティアと同じように巾きん着ちやく状に上半身を包つつみ込んだ。

「なっ、なんですのっ!?　一体なにが!?」

　突とつ然ぜん視界を奪われたクランは、驚いてその場に立ち竦む。

「へぇ………あの子は猫ねこなんだ………」

　静香はクランの下着にプリントされた絵え柄がらをまじまじと観察していた。

「シズカ様っ！　そんな事を気にしている場合ですかっ！」

「ご、ごめんなさいルースさん。でもバリアーがある相手には手も足も出ないじゃない、私って………」

　格かく闘とう技ぎでは無敵の強さを誇ほこる彼女も、広い場所で強固なバリアーの中に居る敵には弱い。そんな訳で静香はティア同様に武器が使えないルースと一緒に、戦いの行方ゆくえを眺ながめているしかなかったのだ。

「よくやった早苗っ！」

　そして立ち竦んだクランの所に孝太郎が突っ込んでいく。

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　走って来た勢いと、鎧に支えられた強力な腕うでの力、白い輝きを宿した剣。裂れつ帛ぱくの気合でその三つを束ねた必殺の一撃は、動きの止まったクランに襲いかかった。

　ビキィィィッ、ズドンッ

　バリアーがその一撃を受け止める事が出来たのはほんの一瞬だった。すぐにエネルギーのコンバーターが悲鳴を上げ、クランの腰こしの後ろにあるバリアーの生成装置が吹ふき飛とんだ。そしてバリアーを打ち破った剣は、そのままフォルトーゼ流の剣技独特の曲線を描えがいてクランに迫せまる。

「馬鹿なっ、このわたくしが敗れるだなんてっ！　信じられませんわっ！」

　視界さえ確保できれば、勝ったのはクランだったに違いない。しかし早苗に視界を塞ふさがれた彼女には、もはや孝太郎の一撃を防ぐ手立ては無かった。

　ズガシャアァッ

　孝太郎の剣の一撃が、唯ゆい一いつ巾きん着ちやくから顔を出していたビーム砲の砲ほう身しんを捉とらえる。バリアーとは違ってデリケートな構造のそれは、殆ど抵てい抗こうらしい抵抗をせずに真っ二つになった。

　ドムッ

　その直後、ビーム砲の基部が小さな爆発を起こした。その衝撃でスカートの裾が千切れ、クランは早苗の拘こう束そくから解放された。

「こ、このシュワイガの月と誉ほめ称たたえられるわたくしが、皇族どころか原始人に這いつくばらされるだなどと………」

　その場に倒れたクランは、両手で身体を起こしながら悔くやしそうに奥おく歯ばを噛かみ締めた。

　地球で作った武器を餌えさにティアに武器を使わせ、事故に見せかけて倒す。駄だ目めでもその隙に武器で倒す。クランにはこの作戦に絶対の自信があった。

　だがたった一人の取るに足らない男の登場で、計画は全て台無しになってしまった。

「もう諦めろ、クランとかいう奴。お前の負けだ」

　チャキッ

　孝太郎はそんなクランに剣を向け、降こう伏ふくを勧すすめた。

「全てお前のせいですわ、青騎士もどき！　お前を最初に排はい除じよしておくべきだったんですわ！　お前なら別に『朧月』の武器で攻撃しても構わないのですからっ！」

　ティアやルースとは違い、未開の地の原住民である孝太郎を攻撃しても、クランがその罪を問われる事は無い。ティアを罠にはめる前に、孝太郎を宇宙戦せん艦かんである『朧月』で倒してしまえば、ティアとの戦いを横から邪じや魔まをされる事は無かったのだ。

「ティアミリスさんを倒すのには失敗しましたけれどっ、お前はっ！　お前だけはわたくしの手で倒すっ！　わたくしを這いつくばらせた者の存在などっ、許してなるものですかっ！」

　しかしクランは降伏しなかった。憎にくしみのこもった瞳で孝太郎を睨にらみつける。

「お、お前っ、まだやる気かっ!?」

「コータロー！　すぐにクランを拘束するのじゃっ！　クランは『朧月』の武器でそなたを攻撃するつもりなのじゃっ！」

「なっ、なんだって!?」

　だがティアの言葉に孝太郎が驚いた隙に、クランは剣の間合いの外へ逃げ出していた。そしてそこからティアを嘲笑う。

「おーっほっほっほっほっほっ！　もう遅いですわティアミリスさんっ！　そこでこの青騎士もどきが消しよう滅めつするのを指を咥くわえて見ているが良いですわっ!!」

「逃げよコータロー！　わらわの為に死んでくれるなっ！」

「にっ、逃げるったって何処へ!?」

　そしてクランはティアのものとよく似た腕うで輪わを顔の前にかざし、高らかに宣言した。

「もう遅いですわっ！　『朧月』ぅっ！　対物ディスインテグレーター！　そこの青騎士もどきを原子のチリに還かえしてやりなさいっ！」

『仰おおせのままに、マイプリンセス』

　クランの右みぎ肩かたの上のあたりに、日ひ頃ごろティアが使っているのと同じ空間の穴が開いていく。このまま放っておけば一呼吸もしないうちに大型の火器がそこから顔を出す事になる。

「わたくしの勝ちですわよっ、青騎士もどきっ！　フォルトーゼの第二皇女に逆らった罪を、あの世で後こう悔かいするが良いですわっ！」

　クランは勝かち誇る。確かにクランの言う通りだった。このままなら孝太郎はクランの攻撃を浴びて原子のチリへと還ったことだろう。

「わあぁぁぁぁっ、もっ、もう駄目だぁぁぁぁぁっ！」

　焦あせった孝太郎はその場で右往左往し始める。もはや孝太郎には手の施ほどこしようがなかった。

「さてそれは、どうかな？」

　そんな絶体絶命の状じよう況きように、これまでずっと姿が見えなかったキリハが舞台の下手側から姿を現した。

「フンッ、負まけ惜しみをっ!!　この状況で何をどうすれば逆転出来るというんですの!?」

「………この星には、面おも白しろい格言がある」

　興奮してまくしたてるクラン。落ち着いたキリハ。同じ知性派でも、二人の様子は正反対だった。

「格言ですって!?」

「ああ」

　キリハは頷うなずくと、手に持っていたものを頭上に掲かかげた。

「………それは『策士、策に溺おぼれる』だ」

「そっ、それはわたくしが仕掛けておいたっ!?」

　キリハが手にしていたもの。

　それは先さき程ほどクランがティアに向かって使った、空間歪曲の妨ぼう害がい装置だった。それが今、作動状態でクランに向けられていた。

「………惜しかったな、シュワイガの月とやら」

　ズドンッ

　クランが呼び出そうとしていた武器は大型だった為、起こった爆発はティアの時の数倍の規模だった。










　爆発の煙けむりが晴れた時、そこにはもうクランの姿は無かった。爆発の中心には、クランの武器の破は片へんしか残されていなかった。

「逃げたか………策は二流でも、やはり逃げ脚あしだけは一流じゃな………」

「ティア殿、追いかけなくて良いのか？」

「構わぬ。逃げ隠れだけは得意な奴じゃ。探すだけ無む駄だじゃろうて」

　カラン

　ティアは一緒に爆発の跡あとを調べていたキリハに肩を竦めると、手にしていた武器の破片を投げ捨てた。その破片は舞台の床ゆかを滑すべり、孝こう太た郎ろうの身体に当たって止まった。

「し、死ぬかと思った………」

　その孝太郎は舞台の真ん中で大の字になって倒れていた。舞台練習からずっと動き続けていた為、遂ついに体力が底をついたのだ。

『どっちで？　体力切れ？　それともクランで？』

「りょ、両方………」

　―――今日は散々だった………。

　練習に追われ、ティアに追われ、挙句の果てにクランにも追われた。疲つかれ切きった孝太郎は、早く帰って寝ねてしまいたかった。

「待っておれ、今すぐ鎧を脱ぬがしてやる」

　普段なら孝太郎がこんな風にしていると情けないとかしゃっきりしろとか言うティアだが、この時ばかりは優やさしい言葉を口にした。

　―――今日は良くやってくれたな、コータロー………。

　流石さすがのティアも、今日の孝太郎には感謝の言葉しか浮かんでこなかった。ティアは普段あまり見せない穏おだやかな笑顔を浮かべたまま、孝太郎へ近付いていった。

「チューリップ、大変機き嫌げんが良い所を申し訳無いんだがな」

　ティアが近くまで来ると、孝太郎は神しん妙みような面おも持もちで切り出した。

「どうしたのじゃ？」

「折れちゃった」

「は？」

「だから、折れちゃった」

　孝太郎は目の前にしゃがみ込んだティアに、青騎士の剣のレプリカを差し出した。だが剣は柄から十センチほどの所で刀身がポッキリと折れてしまっていた。

「最後に思いっ切り振った時だと思うんだが、気が付いたら折れてた。すまん」

　孝太郎が神妙にしていたのは、この為だった。青騎士関連グッズをティアが大事にしているのは孝太郎も良く知っていたので、また怒ど鳴なられるのではないかと思っていたのだ。剣は騎士の魂たましい。孝太郎にはティアが怒るのが目に浮かんだ。

「そうか。折れてしもうたか………」

「あれ？」

　しかし孝太郎の予想に反して、ティアは怒らなかった。孝太郎が不思議に思っていると、ティアは呆あきれたように笑い出した。

「なんじゃ、その鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったかのような顔は。ふふふふっ」

「なんじゃって、怒らないのか？　いつも剣は騎士の魂って言ってたのに………」

「この馬鹿者がっ!!　結局わらわの話をきちんと理解しておらんかったなっ!?」

　ティアは孝太郎の言葉に眉を吊つり上げる。しかし彼女の怒りは剣が折れた事ではなく、孝太郎が自分の言葉を理解していなかった事へ向けられていた。

「剣が騎士の魂であるのは、そこに誓ちかいが込められておるからじゃ！　折ってはならぬのはその誓いであって、剣そのものではない！」

　ティアは興奮気味に折れた剣を振りながら孝太郎を怒鳴りつける。

「じゃからこの剣は折れてはおらぬ！　こんな簡単な事が、何故分からぬかっ！」

「騎士の作法は俺にゃあ難し過ぎるよ」

　孝太郎がそうボヤくと、ティアは一端黙だまり込んだ。そして恨うらみがましい視線でじーっと孝太郎の顔を眺めると、静かに話し始めた。

「………決めた。そなたには今後も騎士の修しゆ行ぎようを積んで貰もらう」

　口調は静かだったが、そこに込められた怒りはこれまでの比ではなかった。細められた目はとても鋭するどく、視線は刺とげ々とげしい。

「ええっ!?　も、もう終わりじゃないのかっ!?」

「終わってたまるかっ！　そなたのような半はん端ぱ騎き士しを作り出したとあらば、誇り高たかき我がマスティル家の名折れっ！　少なくとも社交界デビューできるぐらいまでは鍛きたえてやるっ！　忌いま々いましいっ！」

「い、嫌いやだぁぁぁぁぁっ!!　かっ、勘かん弁べんしてくれぇぇぇぇぇっ!!」

　演劇の練習は終わり、クランとの戦いにも勝利した。しかしどうやら孝太郎の騎き士し修しゆ行ぎようは、当分続くようだった。










　そうして孝太郎達がいつもの調子を取り戻もどしていた頃ころ。舞台の上手にある用具室の中で、姿を消したと思われていたクランが行動を再開しようとしていた。

「ティアミリスさん、それに青騎士もどき………こ、この程度でわたくしが引き下がるだなどと思ったら大おお間ま違ちがいですわ………！」

　クランは爆発で傷付いた身体を引ひき摺ずるようにして舞台の方へ歩いていく。だが姿こそボロボロだったが、その瞳だけは赤々と燃えたぎっている。

「認めない、認めるものですかっ、わたくしが負けたなどと！　ティアミリスさんと、その騎士に敗れただなどと！　そんな事、認めてなるものですかっ！」

　今のクランを支えているのは、ティアに負けたと認めたくないという、凄すさまじいまでの執しゆう念ねんだった。その執念が無ければ、とっくに彼女は気絶していたに違いなかった。

「ふ、ふふふ、策士、策に溺れるですって!?　だったら最後の策で溺れてみせれば良いのでしょう!?」

　クランは懐ふところに手を入れると、中から小さなスイッチの付いた箱を取り出した。

「研究中のこれだけは使いたくなかったけれど………こうなったら仕方ないわ………ふふふふふっ」

　それはクランが研究中の時空技術を転用して作られた新型の爆ばく弾だんだった。その破は壊かい力りよくは従来型の爆ばく発はつ物ぶつの比ではなく、それでいて特定の範はん囲い内ないだけを破は壊かいできるという優すぐれものだった。

「さ、さようなら、ティアミリスさん。ごきげ―――」

　ドサッ

　しかしクランはそのスイッチを入れる事が出来なかった。まさにスイッチを押おし込もうとした瞬間、頭上から落ちてきた何かに押し潰され、気を失ってしまったのだ。

　こうしてクランの最後の攻撃は失敗に終わった。だから満面の笑顔のまま昏倒したのは、クランにとってせめてもの救いだった。










　用具室に隠れてからおよそ二十分。用具室の外では何やら騒そう動どうが巻き起こっていたものの、ゆりかにとっては自分の騒動が最優先だった。

「………お、落ちるっ、落ちちゃうっ、もう駄目、もう駄目ぇっ!!」

　ゆりかは先程から手足の疲れと戦い続けていた。

　ルースから逃のがれる為に用具室に逃げ込んだものの、ゆりかは適当に隠れてはすぐに見付かってしまうと考えた。そこでゆりかにしては珍めずらしく考えを巡らせ、天てん井じようと壁かべを這うエアダクトの隙すき間まに隠れる事に決めた。

　そこは確かに見付かりにくい場所だったのだが、床ゆか面めんが斜ななめになっていて手足に力を入れていなければ身体を支えていられなかった。しかしゆりかはあえてそこに身を隠した。ルースをここでやり過ごす事が出来れば、用具室に長い時間隠れていられる。少ない努力で長い安全を。ゆりかにしては冴さえたアイデアだった。

「むりっ、もぉむりっ、おちる、お、ち、るぅ～～～～～」

　しかし待てども暮らせども問題のルースは姿を現さない。だがルースが一度姿を見せるまでは降りる訳にはいかない。だからゆりかはそのままルースを待ち続けた。

　途と中ちゆうネズミが顔の上を走ったり、蜘く蛛もが手を這いまわったりという試練を潜り抜け、待ち続ける事二十分。すると遂に用具室のドアが開き、一人の少女が姿を現した。ここへやってくるのはルースだとばかり思っていたので、ゆりかはその少女をすっかりルースだと思い込んで最後の力を振り絞りエアダクトにしがみついた。

『研究中のこれだけは使いたくなかったけれど………こうなったら仕方ないわ………ふふふふふっ』

『あれ？』

　しかし少女はルースではなかった。彼女の呟つぶやきからそれを悟ったゆりかは、大きく落らく胆たんした。そしてその大きな落胆が、ゆりかの緊張の糸を切ってしまった。

「へ、ヘラクレスちゃん、ヘラクレスちゃん、私に力を貸してぇっ！」

　カサカサカサッ

　頼れるものはなく、腕も脚も力ちから尽つきる寸前。得意の魔ま法ほうを使おうにも、片手を放しただけで身体を支えられないほどに手足の力は衰おとろえていた。目の前のヘラクレスに助力を頼んでも、もちろん何の助けにもならない。

「もぉだめっ、もぉだめっ！　ごめん、ヘラクレスちゃんっ！　ごめんっ！」

　そしてゆりかは遂に落ちた。

　この時の彼女に出来た事は、ヘラクレスの飼育ケースが壊こわれないように抱き抱かかえる事だけだった。
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　ドサッ

　用具室の床は、ゆりかが想像していたよりもずっと柔やわらかかった。

「あ、あれ？」

　身体への強い衝撃を覚かく悟ごしていたゆりかは、拍ひよう子し抜ぬけしたようにゆっくりと目を開いた。

「よ、よかったぁ、ヘラクレスちゃんは無事だったぁ………」

　まず最初に目に飛び込んで来たのは、胸元に抱き抱えたヘラクレスの飼育ケース。幸いな事にこの落下にも耐たえ、どこも壊れた様子は無かった。中に居るヘラクレスも、元気にカサカサと動いていた。

「ん？」

　ゆりかはヘラクレスの無事を確かく認にんしてホッと胸を撫なで下おろしたのだが、一度落ち着いたおかげか、彼女は自分が何かの上に座すわっている事に気が付いた。

「え、えーとぉ………」

　またセットか何かを壊したのかもしれない。ゆりかが怖おそれていたのはそんな事だった。

「はっ!?」

　しかしゆりかが乗っていたのは彼女が怖れていたようなセットでは無かった。黒と白のドレスに身を包んだ、舞ぶ台たいの登場人物と思おぼしき少女だった。自分が人間の上にいると気付いたゆりかは、大おお慌あわてで飛びのいた。

「きゃっ、い、いや――――」

　それと同時に大声をあげそうになったゆりかは、咄嗟に自分の口を塞いだ。ここで大声を出してしまえばルースを呼び寄せてしまうかもしれないし、そうでなくとも大おお騒さわぎになってしまうからだった。

「どっ、どっ、どうしようっ!?　こっ、このまま放っておく訳にはいかないしっ、かといって誰かを呼ぶ訳にもいかないしっ!!」

　ゆりかはヘラクレスのケースを抱えたまま、その場で右往左往を繰り返す。しばらくそんな事を繰り返したゆりかだったが、やがてある結論に達たつして足を止めた。

「よ、よし、ここは一つ、無かった事にしよう………」

　自身の起こした傷害事件の発覚を恐おそれたゆりかは、ひそかに魔法で少女を治ち療りようし、事件を揉もみ消けしてしまう事に決めた。

「これもヘラクレスちゃんの為！　そう、ヘラクレスちゃんとその飼い主の夢を守る為なんだからっ！　これも魔法少女の使命っ！」

　愛と勇気の魔法少女☆レインボーゆりか。

「きてっ、エンジェルハイロゥッ！」

　彼女の活かつ躍やくにより人知れずクランは倒され、そしてその命を取り留めたのだった。







ティアミリスの青騎士　十一月十一日（水）







　翌日から、文化祭は二日間にわたって滞とどこおりなく執とり行おこなわれた。もちろん演劇部の舞台『白銀の姫ひめと青き騎士』も無事に上演された。

　舞台の評判は高く、特にヒロインの白銀の姫を務めた晴はる海みの演技は多くの人々に絶賛された。このため来年以降に続きが上演される事が正式に決まった。そんな訳でティアは来年に向けて新たな台本作りに追われる事となった。

　また、ゆりかが預かっていたヘラクレスオオカブトムシは文化祭の二日目に無事に本来の飼い主に返へん却きやくされた。しかし幾いくつもの危険を共に乗のり越こえたヘラクレスとの別れは、ゆりかにとって辛いものだったらしく、それから数日の間ゆりかは泣いて過ごした。

　そして文化祭の前日の戦い以降、クランが再び孝こう太た郎ろう達の前に姿を見せる事はなかった。しばらくの間は孝太郎達も警けい戒かいしていたのだが、文化祭から数日経たった頃、『青騎士』が再び大規模な時空震を感知した。『青騎士』の分ぶん析せきによると『朧月』が地球を離はなれた時のものであるらしい。『青騎士』の分析の通りなら、クランは地球を去り、フォルトーゼへ帰還したのだ。

　こうして孝太郎達の生活は元のペースを取り戻した。また狭せまい部屋を巡って小こ競ぜり合あいが繰り返されるのだろうが、孝太郎は不思議とそれで良いと感じていた。それは孝太郎が心のどこかで侵略者の少女達を受け入れ始めているからなのだが、素す直なおにそれを認められるほど孝太郎は大人ではない。だからまた少女達との大騒ぎが繰り返されるのだろう。










　だが全部が全部、元のペースに戻った訳ではない。目立たない場所で、誰も知らない場所で、変化は少しずつ始まっていた。

「くー、くー、くー」

　深夜の一〇六号室は静かだった。孝太郎は寝ね相ぞうは酷ひどいが、いびきや寝ね言ごとがある訳ではない。寝ね返がえりを打って転がって行く時以外は、六畳の和室では時計の音と孝太郎の寝ね息いきしか聞こえなかった。

　そして孝太郎以外の二人もそれぞれの場所で眠ねむり続けている。早さ苗なえは天井で、ゆりかは押し入れの中で。おかげで一〇六号室は遠くの国道を通る車の音が聞こえてくるほどに静かだった。

　穏やかな秋の夜。時の流れを忘れてしまうほど、部屋の中の変化は緩やかだ。時計の針と孝太郎の寝相以外には何の変化も起こらない。いつもはこのまま緩やかに朝を迎むかえる。

　だがこの日はそうならなかった。時計の針が深夜の二時を回ろうとした頃、部屋の一番奥にある壁が輝き始めた。

　最初に起こったのは、光る壁から足が出てきた事だった。それはまるで壁の向こう側に誰かがいるかのような不思議な光景だ。そして長いストッキングに包まれたその足は、しばらく畳の感かん触しよくを確かめた後、一度壁の中に引っ込んだ。すると次の瞬間、真っ白で豪ごう奢しやなドレスに身を包んだ少女が壁の中から飛び出して来た。

「………」

　壁から現れた少女はすぐに足元を見た。そしてそこに畳しかない事を確認すると、ホッとした様子で肩かたを落とした。

「………殿下」

　続いてもう一人、今度は軍服を身に着けた少女が壁から飛び出してくる。彼女も出て来てすぐに足元を確認し、最初の少女と同じように安堵した。

「家臣の寝相を心配するとは、世も末じゃのう………」

「仕方がありませんよ、殿下。今日ばかりはサトミ様を足あし蹴げにする訳にはいかないのですから………」

　壁から飛び出して来た二人の少女は、もちろんティアとルースだった。

「そうじゃったな」

　そして二人は一度顔を見合わせて小さく笑い合うと、壁に寄りかかるようにして眠っている孝太郎に近付いていった。

　だがこの時の二人は奇き妙みようだった。ティアもルースも、いつになく豪ごう華かな衣装を身に着けていたのだ。

　ティアのドレスはいつもと同じく白を基調としていたが、いつものそれとは違って明らかにフォーマルなデザインだった。加えてその身を飾かざるアクセサリーは普段よりも多く、ティアの額を飾るティアラに至っては、時価数億と言われても納なつ得とくしそうなくらい多くの宝石がちりばめられていた。

　ルースの軍服も普段見かけるものとは違っていた。今の彼女が着ているのはシックな色合いに多くの飾りが付いた軍服だ。それは動き易やすさよりもデザインを優先させた式典用の正礼装だった。

　そして衣装以上に奇妙だったのは、ルースが手にしている一本の剣だ。彼女は先日孝太郎が折ってしまった剣とは少しだけデザインの違う剣を大切そうに胸元に抱えていた。

　そんないつもとは違う雰ふん囲い気きの二人は、孝太郎の傍へやってくるとその枕まくら元もとに並んで腰を下ろした。

「呑のん気きに寝ておる………これから何が起こるかも知らずに………」

「でしたら昼間に堂々とやれば良いではありませんか」

　二人は孝太郎や早苗を起こさないように小声で囁き合う。幸い孝太郎達が目を覚さます様子はなく、規則正しい寝息が繰り返されていた。

「それは嫌じゃ」

　ティアは憮ぶ然ぜんとした顔でプルプルと首を横に振る。すると彼女が首を振るのに合わせ、その身を飾るドレスやアクセサリーが一いつ斉せいにワサワサと動く。今日の彼女の豪華過ぎるドレスは、この狭い部屋にはいつも以上に不ふ釣つり合いだった。

「諸事情と、兼かね合いが、こう………」

「ふふふ、殿下ったら………」

　ルースは身体を折り曲げるようにして笑いをこらえる。大笑いして孝太郎が起きてしまえば、全ては台無しなのだ。

「静かにせい、コータローが起きてしまうではないか」

「は、はい………でしたらさっさと用事を済ませてしまいましょう」

「そうじゃな。………ルース、サグラティンを」

「はい、殿下」

　シャキ

　ルースはここまで大事に抱えてきた剣を引き抜いた。宝ほう剣けんサグラティン。それはティアが生まれた時に打たれたもので、ティアの紋もん章しようである金色の花が刻まれた彼女の為の剣だった。

「殿下」

「うむ」

　ティアはルースから剣を受け取ると、眠り続ける孝太郎に向き直った。

「………コータロー」

　そしてティアは軽く微笑ほほえむと、眠り続ける孝太郎に向かって囁きかけた。

「第二皇女クラリオーサが現れてからのそなたの働きはまことに見事であった。何度となく我が身みの危機を救ったその働きに深く感謝している。本来ならそなたの望むものを下か賜ししてやりたい所じゃが、あいにくと漂ひよう泊はくの身。それも叶かなわぬ」

　チャ

　ティアはそこまで言うと、両手で剣を構えた。

「そこでそなたへのせめてもの感謝の証あかしに、騎士の位と称しよう号ごうを与える事にした。じゃがそなたは家臣のように扱あつかわれるのは不服じゃろう。そこでこのような時間の来訪となった。立会人もルースしかおらぬ」

　ティアは軽く目を細め、優しげな調子で囁き続ける。それが少しだけ寂さびしげなのは、やはり面と向かって気持ちを伝えられないもどかしさゆえだった。

「………許せ、コータロー。わらわは他に感謝を示す方法を知らぬ。箱入りの姫育ちと笑ってくれていい。この地へ来るまで、わらわは他の生き方など知らなかったのじゃ」

　そしてティアはもう一度寂さびしげに微笑むと、そっと剣の刀身の平の部分を孝太郎の肩に押し当あてた。

「今だけは動くでないぞ、コータロー。動くとそなたが傷付いてしまうでな………」

　最初は右、そして左。それがフォルトーゼの伝統的な叙じよ勲くんの手順。そして最後に行われるのが爵しや位くいと称号の授じゆ与よだ。

「………サトミ・コータロー。ティアミリス・グレ・マスティル・サグラーダ・ヴォン・フォルトーゼは、そなたに騎士の位と〝ティアミリスの青騎士〟の称号を与える」

　ティアが口を閉じたのを見計らい、ルースは横からそっと鞘さやを差し出した。

「………殿下」

「うむ」

　ティアは鞘を受け取ると、ゆっくりと剣を収めていく。

「ついでと言ってはなんじゃが、折れた剣の代わりにこの剣をくれてやる。わらわが預かっておくから、必要になったら申せ」

　ティアはそう言うと剣をルースに手て渡わたした。受け取ったルースは再び大切そうに剣を抱き抱える。この時のルースはとても幸せそうだった。一方的にとはいえ、ティアと孝太郎が主従関係となったのが嬉しかったのだ。この剣はその証。今のルースにとって何物にも替かえられない、最高の宝物だった。

「御お疲つかれ様さまでした、殿下」

「うむ………」

　これでやるべき事は全て済んだ。おかげで二人の表情は明るかった。

「ん、んん………」

　そんな時、孝太郎のまぶたがぴくぴくと動き始める。ティア達の気配を悟ったのか、あるいは偶ぐう然ぜんか。二人の目の前で、孝太郎の目が開こうとしていた。

「んんー」

　目を開けた孝太郎は、目の前にティアがいる事に気付き、何度も目を瞬まばたかせる。

「………むお？　どうした………もう練習再開の時間か………？」

　完全に寝ね惚ぼけている孝太郎は、すっかり特訓中の頃と状況を取り違えていた。ティアはそんな孝太郎に向かって微笑むと、ゆっくりと首を横に振った。

「いいや。練習はもうしばらくお預けじゃ………」

「そっか………ふあぁぁぁ、じゃあ、もうしばらく寝とく………時間になったら起こしてくれ………」

　すると孝太郎のまぶたがゆっくりと落ちていく。

「うむ、わかった………」

　孝太郎が眠りに落ちるのはあっという間だった。おかげでティアとルースはすぐに二人きりになった。

　成すべき事は全て終わっていた。ティアとルースにはもうこの部屋に用はない。しかし二人はそのまま動かなかった。

「………ゆっくり休め、我が騎士よ………」

「お休みなさいませ、サトミ様………」

　動かずその場に留とどまり、宇宙の果てで初めて見付けた本当の意味での味方の寝ね顔がおを、二人で一緒に眺め続けるのだった。










　文化祭が終わったすぐ後。吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校に季節外れの転入生があった。

「ここか………コスプレ研究会………」

　転入生は一人の少女だった。

「確かに正体を隠すには良い隠れ蓑みのだわ。盲もう点てんというか、見事としか言いようがないわね」

　年ねん齢れいは孝こう太た郎ろう達と同じく十六歳さい。学年も同じ一年生だった。

「頭の悪い臆おく病びよう者ものだとばかり思っていたけれど、どうやら評価を改めた方がよさそうね………あるいはよほど出来るブレインが付いたか………どっちにしろ、油断は禁物だわ」

　彼女は一人でそう呟くと、目の前のドアをノックした。

『はーい』

　部室の中からはすぐに返事が返ってきた。すると彼女はすぐにその声に向かって呼びかける。

「すみませーん、入会希望なんですけどー！」

『会長っ！　入会希望者がっ！』

『ほっ、ほんとにっ!?　よその部の悪戯いたずらじゃなくて!?』

「待っていなさい、ゆりか………ふふふ………」

　彼女の目的はゆりかだった。ゆりかを倒し、ゆりかが守護しているパワースポットを奪う。

　そう。この少女の正体は、ゆりかが頑かたくなにその存在を主張し続けた、悪の魔法少女なのだった。
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あとがき







　皆さんお久しぶりです、著者の健速です。

　一巻の発売から丁度一年、幸いな事に四巻まで辿たどり着く事が出来ました。こうして順調に巻を重ねる事ができたおかげで、徐々に物語も動き始めました。今が一番大事な時期です。今後も気を引き締しめて頑がん張ばりたいと思いますので、皆様も変わらぬ御ご支し援えんをお願い致します。




　さて、引っ越しする、引っ越しすると言いつつズルズルとここまで来てしまった訳ですが、遅ればせながら遂ついに引っ越し先が決定しました。三月の頭の内にサササッと引っ越しを済すませてしまおうと考えています。今住んでいる場所は仕事がし辛づらい環境なので、多少忙いそしかろうと移ってしまうつもりです。その方が大きく見ると楽な筈なので。多分、引っ越しが済んだらすぐに五巻の作業が始まるんじゃないかと思います。




　そうそう、あとがきでちょろっと触ふれておいてくれと言われたのですが、何やらホビージャパンさんのＷＥＢサイトで六畳間に関する新しい広報が始まるようです。ただしこのあとがきを書いている一月末の段階では本当にやるのかどうか、やるとしてもどんなものになるのかが怪しいという状況です。皆さんも騙だまされたつもりで確認して頂ければ幸いです。何をやるんだろう………うーん………？




　もうちょっと書きたい事もあるのですが、この辺で終わりにしておきます。今回のあとがきは二ページだそうなのでもう後がありません。

　最後に御ご挨あい拶さつを。この本の出版に尽じん力りよくして下さった編集部の皆様、無茶な挿し絵も黙だまって描いて下さったイラストのポコさん、私の馬鹿話を笑顔で聞いて下さった友人諸氏、そしてこの本をお買い上げ下さった皆さんに心より御おん礼れい申し上げます。

　それではまたいずれ。出来れば新居で書いた五巻のあとがきでお会いしましょう。








二〇一〇年　一月

健速









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


健速先生／ポコ先生
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